
∫

若年労働者の職業キャリア調査

研 究 報 告 書

1996年9月

財団法人連合総合生活開発研究所



は じ め に

連合総合生活開発研究所 (連合総研)は､'95年1月､｢教育改革研究委員会｣を発足さ

せた｡(主査 :市川昭平､国立財務センター教授)この研究委員会は､経済 ･社会の激し

い変化に対応して､21世紀の日本の教育はどうあるべきかを検討し､必要な改革提言を

行うものである｡

めざましい技術革新と産業構造の変化､長寿高齢社会の到来と女性の社会進出等は､

就労希望側と求人側との間でミスマッチを生じさせる可能性が高まる一方､転職機会を

増大させる傾向にある｡

21世紀に向けて開かれた生涯学習社会を展望する上での課題を明らかにする為には､

若年労働者の職業キャリア形成と､その間の学習実態はどうなっているのか､まずその

現状を把捉する必要があると考えた｡

現状とその問題点を調査する為に､教育改革研究委員会に矢野虞和教授を責任者とす

る作業部会を設けて調査の実施と結果の分析を行い貴重な資料を得る事が出来た｡

調査結果については教育改革研究委員会の報告書の関係各章で活用したところである

が､青年のキャリア形成に関心をお持ちの.方々にご活用いただき何らかの示唆を提供で

きれば､と考え調査報告書にまとめた｡

最後に､本調査の実施に際して､多大なご協力をいただきました連合各姐織､各地方

総研の担当者 ･各単軌の担当の方々､ならびに回答をいただいた皆様に心からお礼を申

し上げます｡

尚､調査の設計 ･分析については労働調査協議会に担当いただいたことを記し謝意を

表します｡

1996年 9月30日

財団法人 連合総合生活開発研究所

所長 栗 林 世
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調査の実施概要

1.調査の目的

若年労働者の職業キャリアとその間の学習実態および考え方を明らかにして､21世紀

に向けて開かれた生涯学習社会を展望する上での課題を明らかにする目的で実施した｡

2.調査の方法

自記入式アンケートによる配票調査

3.調査の時期

1995年 9月

4.調査対象者

北海道､東京､長野､静岡､富山､大阪､宮崎の各地方連合および地方連合総研の協力

により､傘下民間観合の20代､30代の魁合点3,200人を対象とした｡

5.回収状況

有効回収は1,369票で､回収率42.8%
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序章 調査回答者の構成

ここでは､回答者の性､年齢､学歴､仕事などの属性を明らかにしておくoなお､この

調査の対象者は､雇用労働者全体ではなく､連合に組織されている民間労働者であるこ

と､地方連合などを通じて配布したので連合全体を反映した回答者構成ではないことな

どの制約をもっている｡そのため､勤務先の業種､企業規模､勤務地などに影響がでて

いることに留意されたい｡

1.性 別

男性が64.9%､女性が34.5%となっている｡規模別でみると､概ね規模の大きい方で

男性比率が高い結果となっている (第 1図)｡

第 1図 性 (規模別)
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2.年 齢

全体では､20代前半から30代前半に8割が集中しており､平均年齢は29.4歳となって

いる (第2図)｡ただし､性別の違いが大きく､男性では30.5歳であるのに対し､女性で

は27.3歳とかなり低くなっている｡

第2図 年齢 (性別)
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3.配偶者の有無
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全体では､｢配偶者なし｣が59.6%と多数であり､(配偶者あり)は39.8%である (第

3図)0

性別による差が大きく､男性では､(配偶者あり)が49.2%で､さらに細分すると ｢こ

どもあり｣37.3%､｢子どもなし｣ll.9%となっている｡これに対し､女性では､(配偶者

あり)は22.1%と少ない｡年齢別にみると分かるが､同一年齢階層で比べると､男性の

方が有配偶率は高いし､子どものいる人も多い｡これは､裏返せば､女性では結婚 ･出

産を機に退職するケースが多いという､性による就業構造の違いが反映した結果であ

る｡
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第3図 配偶者の有無 (性別､年齢別)
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(1 ) 校 種

全体では､高校卒が53.096と半数を占め､ついで大学卒が23･3%となっている (第

1表)｡あとは､いずれも少なく､短大卒が8.8%､高専卒が2.6%､大学院卒 (中過を

含む)が1.9%､専門学校 ･専修学校卒が5.6%､職業訓練校卒が0.4%､中学卒が

2.0%となっている (なお､もとの設問は､中退を含む最終学歴となっているが､ここ

では､大学院を除いて卒業者のみを集計し､専門学校～大学の中退者は高卒として集

計した｡)
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高卒の比率は男女で大きな差はないが､大学と短大の比率は､性による差が大き

い｡すなわち､男性では大卒が30.0%となっており､短大､高専はあわせても5.7%で

あるのに対し､女性では､大卒は10.3%にとどまり､短大卒が22.2%と多くなってい

るからである｡

第 1表 最終学歴 (性別､職種別､規模別)

峯 '裏革..若 妻 禦.i .申歪 て : 計

星 軽 畠

校 暑
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100-299人 4.1卵 売渡 7.2 1.0 .3.1 7.215..5 -. 2.1 ,97- ■■■

% 一■■■- ■l1000-~2999人 1..751.3 ■4.7 0｣9~2.6 9.927.2.0.9.0.9 232

3000-9999人 1.950.9 5.2.... 4.9 8.621.3.4.5 2.6- 267
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職種別の学歴構成には大きな違いがある｡技能職は､男女とも高卒がその大半を占

めており､大卒はわずかである｡これに対して､男性の営業職や事務職では､大卒が

高卒をやや上回っている｡男性技術職では高卒の比率はさらに低く､大卒 (42.2%)

に加えて､大学院卒 (8.5%)､高専卒 (8.1%)の比率も大きい｡男女差もあり､女性

の場合は､事務職や営業職でも男性と比べて高卒比率が高い｡ただし､女性技術職の

場合は､男性と同様､大卒が高い｡

企業規模別に学歴構成をみると300人未満の中小企業では､大卒比率が 1割台であ

るのに対し､300人以上では3割近くとなっており､規模による違いは大きい｡

(2)専 攻

(丑 高卒の専攻

最終学歴が高卒の場合の専攻をみると､男性の場合は工業科が45.6%で､普通科

(36.5%)を上回っている (第2表)｡これは､工業科の場合､高卒後､進学せずに

就職するケースが多いことを示す結果でもある｡これに対し､女性では男性と大き

く異なり､普通科が51.1%と多く､ついで商業科が34.3%であり､工業科は5.1%に

過ぎない｡

第2表 高校の専攻 (性別､職種別)

葉 栗 p.轟 票 孟■ : 計

棒計 41.6 1.030.3t20.6 5..8 0..6 485

男性高卒 ■36.5 0.7連番'妾.臥ll-.8 5.1 0.3 296

女性高卒. ･春I;圭光一1.7 5.1■:3集…去藩 7.3 0.6 178r-----

男ー 技能職 26.6 _0.6▲梯雑 9.8 ■5.8 Jo.6 .173

- -~■---

事務職 -6芽;i8'2.3 ~7.0玄黙…9.… -.... 43■■-■■■■ ●----■■■-

技術職 26.0 .- 三88……;8,8.0 ■6.0 ... 50

営業職 二8凱濯 ... 7.711.5 7.7 3.8- 26

姦 '技能職 46.2 ■3.8.15'.423.1∴;ほ謹藩 ... 52
事務職 ･6航::壷 1.0 2｣0加…維 5.0~-1.0 101

蓋師 部 墨壷雲弼 芸芸を芸子芸二…三と三軍警芸
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男性職種別にみると､技能職と技術職は工業科が多数で､事務職と営業職では普

通科が多数と分れている｡これに対し､女性の場合は男性と異なり､工業科卒は少

ないので､技能職でも普通科が多い｡また､事務職では､男性と同様､普通科､商業

科が多い｡

② 専門学校などの専攻

最終学歴が専門学校卒の場合の専攻をみると回答件数は少ないが､男性の場合

は､工業が37.1%と最も多く､ついで商業実務28.6%となっている (第3表)｡

第3表 専門学校などの専攻 (性別)

壷 裏 .聖 等 要 塞 -孝 志 : 計

要 務 一室

一層

性 男性専門学校等卒 一波三強5.7..... ...28｣6 .∴ 2.-9-20.0 5-.7 35
別 ●-■■ー-
女性専門学校等奉 10.5●10.5 ... .-26.3 -..謙取S.謝浦 5.3 19
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線は総計との差が5ホ○イント以上多いこと､下破線は5ホ○イント以上少な

実線は総計との差が15ホ○イント以上多いこと､下太破線は15ホ○イント
いことを示す

③ 大学などの専攻

最終学歴が大卒､高専 ･短大卒などの場合の専攻をみると､男性大卒の場合は､

経済学 ･経営学 ･商学が30.6%､法学10.2%など文系が46.5%､理学 ･工学43.3%

など理系が47.4%､その他4.9% (教育学 ･教員養成系3.3%､芸術 ･その他1.6%)

と､文系_t理系が半々になっている (第4表).これに対し､高専卒 (短大含む)や

大学院の場合は､その大半が理工系である｡

女性の場合は男性と異なり､短大卒 (高専含む)では､文学､経済 ･経営学､家政

学､教員養成系､芸術その他など多岐に分れているが理系は少ない｡しかし､大卒

では､理系も多少みられる｡

職種別での違いは大きく､男性の場合､技術職はほとんどが理学 ･工学であるの

に対し､事務職と営業職は､経済 ･経営学を中心に､法学や理系もある程度みられ
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る｡女性の場合､事務職では文学､家政学､教員養成系など男性以上に専攻が多様

であること､技術職では理学 ･工学のはか､医学 ･歯学 ･薬学､芸術系もみられる

ことが特徴である｡

第4表 大学などの専攻 (性別､学歴別､職種別)

総計 8.1 .6.323.5 1.6-.37.6.2-.lら l.8 4.3 4.9.8.Al l.6 447

璽■高専..短大 ･.....ll.6■-.薄9'藻 ...-..-...9.3 ... 43
■■■■-■

大学 3.310.2番批呑,2.4浅さ…';…3.3.3~0.8....3..3-.1.6 1.2 245

磨別 - ■■■ ■■一lll一llllllll■■llll■■■l■ll■■■■■~大学院 ･...........'=JBl.a::li:::.8 '6.3 ..i.......--. 16l■■■■■■■一■■■■■

女 '高専..短大 普転‡.....17.0 -.1.1 ...2.1豹…:j…乏巨措;!8'-垂範簸 1..1 94

牲学 r-IL-- .- - I-大学 こヨ許……9.7.717▲9 -.20..5 5.1弓紺詩 ....5.112二8 2.6 39
歴 ●---- ■■■■■■■■■■■■■■一■

男 技能職 ･..ー2,.825.Op2.18細寺謡 2｣8 2..8 .- .... 5.61... 36

蛮 ■- ■■

事務職 5.2.≡絡誹 ,≡.縦謹.4.214.6 4.2 ... ... 7.3 4.2.2.1 96■■■- - ■ 一■■■ー

営業職 . 4.5棚:;老=至緑:i::享韮2.3Ll1..4 - -.-.2.3 2.3 .-. 44I- - I ll--I

姦 事務職 牡等.L3.419.3 .∴ ....... 1.1批藩潤頒抑雄 .3.4 88

- ■ 一■■■一■■ll■llllllllll■■lllll■- ■■■■■■■■-■■
疲術職. -....,ll.5 -..30.8 3.8滴…詔 ...3.8細線 .3.8 26

※細かけ下実線は総計との差が5本○イント以上多いこと､下破線は.5ホ○イント以上少ないことを示
す

警管掌禁書太実掛ま総計との差が15がイント以上多いこと､下太破線は15ホ○イン… 上少ない

5.現在の勤務先について

(1) 会社の業種

男性では製造業が55.0%と半数を超え､他は､運輸通信業16.9%､電気 ･ガス ･熱

供給業9.4%などとなっている (第5表)｡女性の場合は､男性よりも製造業の比率が

高く､62.3%となっている｡
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学歴を問わず製造業が多数であるが､男性の場合､高校普通科卒では運輸通信業も

4割弱で製造業と並んでいる｡大卒では､理系は製造業に集中し(7割)､文系では業

種は分散している｡また､大学院卒は､大半は専攻が理系であるため､製造業が9割

と集中している｡女性の場合は､男性とやや異なり､高卒では専攻を問わず､製造業

比率が大きく､大卒での製造業比率を上回っている｡

第5表 会社の業種 (性別､学歴別)

肇 薬 店 賛 未 7 貰.,

総計 1.430.914.512.1J2.9.3.4 9.013.21■.5 1｣1 ,- 9.1 -..0.8 136957.5

読男性 1.5-29.●614.7'10.-7.1.6 3.7 9.416.9 1.2_0.9 -, 9.2 -A..0.6 88955.0
.女性 1.333.314.015｣0 5.3 3.0 8..3 6.4 2.1.1..5 -. 9.1 ..｣..0.8 47262.3

男 高坪 1.527.811.710.9.0.7 1.312.2窒軒を 1.7 ..- -....8.0 -I; 0.7 .46050.4

聾 一-■■ll■l■■

藁等轡 竿 ● 3.628.6 8.9-3.6 1.8 3.610.ナ 12.5....1.8 ...批 ¢…∴ - 5641.1磨刺 ■■■l-■■■■■■一2.0翻意苦二打消 7.8 ....3.J9 5.9 5.9 -... -. .- '7｣8 -. -. 5174.5■■■■■■-llllllllllllll■-

大学 1.128.118.012.｣7 3.4 8｣2 5.6 9.4 1.1.2.6 -.9.0 .- 0.7 26758.8

一■■■■■■-■■■-

童 高校 0.8軸線 17.512.9.5.3 3.0,9.5 1.9L3.i o.4 ... 8.4 .... OL.4 26366.9

轡 野 校 . ･-33.312.5-4.2 4.2 4.212.5 4.2-4.2 .- .- :=描経 .- 4.2 2450.0磨別 2.9.33.3L7.6…線:;.妻韮 6.7 1.010.510.:5'.- 1.9.-..8.6 .... -. .10558｣0

大学 -,14.0-.10.0批 柾4.d 6.Op.,.潮細 .,- 搬 ¢一 ‥ 12.0 ∴. - 5050..0----● ■-

男性高卒計 1.429;712..8■11.10.3 0.7 9.5幽遠 .,1..7~- -L. 8.1 - 0.3 -296.53.6

蔚 - ■0.7_那投¢…18.511..1 -. -. 8.116.3..-..... ... 4.4 ▲.. 0.7 13569.6■■-

義嘉 商業科女性高卒計麿適科ー商業科-男性大卒計文系理系 -..20..017.1釦湖き→-2.9 8.617.1 ... - . - .軸!;.ai∴. ... 3557.1

1.1神 経 13.211.0 3..3 3.311.0 1.1 5.5 1.1 -.8.8 .-... 1.1 91L63.8

-.即売#14.8油三瀬_捻漣 1.6 6.6_4.9.∴ .- ... 3.3 ... - . 6170.5

1.2 28.218.012.7 3.3 7.3 5.7 9.8 1.2一'2.9 .- 9.0..- 0.8 24558.90.914.0.2塩‡8.8 5.3淵沌 3.515.8 2.6 1.8,...12.3 ... 0.9 .114■43.9■一■■-I_■■■■■■■■-

1.7枕 凄13.816.4_0.9 1.7 8.6-4.3 ... 4.3 ... 5.2 ..: 0.9 .116.72.41.7枕 凄13.816.4_0.9 1.7 8.6-4.3 ... 4.3 ... 5.2 ..: 0.9 .116.72.4

≡鷺錯 讃 鮎 鴇 嘉誓莞窒嘉Si.舘 野 惹王墓員 と 言讐 箕島鑓 l 舘 岩だ邑主暴悪票きとを示す
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(2)企業規模

企業の従業員規模では､1,000人以上の大企業比率に注目すると､全体では､6割強

を占めている (第4図)0

性別にみると､男性の方が大企業比率は高い｡また､男性の学歴別では､高卒の場

合､大企業比率が高いと同時に､300人未満の中小企業比率も大卒よりは高い｡さら

に､専攻でみると､普通科や工業科に比べ､商業科は中小企業比率が高くなっている｡

大卒の場合は､文系では大企業比率が高いのに対し､理系では中堅企業の比率が高い

という違いがみられる｡高専卒も大卒理系に準じている｡ただし､理系でも大学院卒

では､大企業比率が圧倒的に高い｡一方､専門学校卒は高卒より中小企業比率が高い｡

これらに対し､女性の場合は､高卒､短大､大卒とも企業規模には大きな違いはな

い｡

(3) 勤務場所

全体では､本社が28.4%､支社営業所が26.2%､工場 ･店舗が36.5%などとなって

いる (第6表)0

男性学歴別では､高卒に比べて､大卒は本社比率が高い｡また､女性では､高卒よ

り短大卒の方が本社比率は高く､また大卒では研究所の比率が高い0

企業規模別では1,000人未満規模では半数が本社であるのに対し､1,000人以上規模

では､店舗 ･工場の比率の方が高い｡

(4)勤 務 地

勤務地は､調査票の配布状況を反映して､北海道､東京､長野､静岡､富山､大阪､

宮崎の7都道府県がそれぞれ11%～16%となっている (第7表)0

(5) 配属部門

全体では､製造 ･工場 ･現場部門が35.1%､営業 ･販売部門14.1%､総務経理部門

ll.8%､研究開発 ･設計部門10.2%などとなっている (第8表)0
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第4図 正規従業員数 (性別､学歴別)

総計
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第 6表 勤務場所 (性別､学歴別)

歪 憲 要 義 宕 -a,i " 計

壷 所 .丘 臥 A
業 舗

所 な

ど .

総'計 ■28.426..2 L2.836.5.2.2~3.2 P.7 13-69

読勇鹿 25:029.1 2.7.37.0 ー2.5 3.1.0二6 由9
~女性 搬 :.:…軒20.8二3.br35▲6 1.7 3.4 0'.8 472

男 ■技能職 12.2.31..l l.2牡:描 -1.5 1.5b.6 328

義 . 一■--一■■一 ■- ■■■

事務職 ..≠鯨';:溝24.5三...-20.6 3｣9 3.9 0.5 204- -■l--一

~技術嘩 25.117.0索雛中郷詩 .2.2.1.3.... 223----■一■■■- ■-

-■■■■■■■ -■■一■●■

女 技甲職. 16.913.5 ∴.鮒捕 1L.l l.1 ... 89

性艶別 - ■

事務職 .嘘i;.冶 21.1 10.4-31.6 1,.:1 3.2 ..1. 285一■■■■■-i.--■■-●
技_術職 20.911.68蹴…老27..9 7.0 ... 2.3 45
営業職 30.3竜連.:濾 .- 6.1 -.'ii'::.9…誰 ... 33- -ILII-II -

正 99人以下 J陪;妻妾 7.9..-I.10.5 5.J3 7.9~5.3 38

琵●100-299人 I.鰭:沼.22.7 .I..29.9 4.l l.ー0 --. 97

巻負 300-999人 撒:ii:213..2 4.6.33.8 1.5 1.5 .- 台25

蘇. - ■-■一-.-●1000-2999人 27.615.l l.3志8惹9…3.0 11.7 0.4 232■■liiiiiii

3000-9999人- 25.818.7 3.7'凍石魂 2.23.7 0.4 267

10000人以上 10.5割;:;2…-2.1.29.1 1｣3 5.2 0.5 381
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第7表 勤務地 (性別､学歴別)

億 億 銅 魯 轟 .̀憂 患 .: 計

琴計 Ill.5 13.9∴ 15.0.~15°.7 16.0 15..4 ■1■1.1- 1.2- ■O.3' 1~~?69

読東惟 ll.6.14.412.9.16.013..818'.611.■2..1.3■0̀.1 889女性 ll.413.1̀18.915二019.9 9.510..8 0.8 0̀..4 472

実
す
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下
示
下
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け
を
け
な

か
と
か
少

納
こ
細
上

※
い
※
以

線は総計との差が5ホ○イント以上多いこと､下破線は5ホ○イい 以上少な

実線は総計との差が15ホ○イント以上多いこと､下太破線は1年ホ○イント
とを示す

第8表 配属部門 (性別､学歴別)

嘩 計 10.2.2.8.0.635.1-ll..8■14.0 3.1.2.6-_19.1 0.7 ,1i69

読男性 ll.0 2.8■0.一6◆39.｣5,8.1-14.1 2.4 '1.819.0.0.'2 889
女性 8.5 -3.0.0.6■27｣1線:i:.丑13.8..4.4 4.2.19.7 .1.5 472

秦 .環能職 .1.8 .......批享9…...'4.3 - ,0.317.7 .∴ _.328

■■■■■-■■

事務職 ･- 0.5 2.0 7.8瀬享;i.3 8.8i::i::航轟 Tl.4:=ii.9.線 0.5. 204

技術職 繊:享81:駁;8…-..36̀8..■0.9 0.4 0.4 ...9.9..... 223.■■■■■l■■■■■■■■■■■-■■ll■■

営業職 -.-. 1.0■1.0 2.0-8.9蓬;藩 丁.. ... 6二9 -. -L102

女 技能職 2.2 1.1'.- :a.S:::.:護:::....3.4 .2二2 1.1 4.畠 ∴-. 89-

蛮 ■■■■■■■■■■■■■■

事務職 5｣3 1.4.L1.116.1..細::'さ迷11.6 6.3 6.023.5 0.-4 .285■■■■■■■■■■- ■

技緬職 ∴終溝 '&.Oi:i:港.-.ll.6 ....- ...2.3:9.3 2.3 43■■-■■■-■■■■ ----●

営業職.- -.-.........-lB塩8:.- ■3.015.2~~.一.. 33
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職種との取合わせでみると､男性の場合､技能職は､製造 ･現場部門が8割弱と大

半を占める｡事務職では総務経理部門が4割弱と多いが､他の部門にも分散してい

る｡技術職は､研究開発部門と製造 ･現場部門がそれぞれ4割､情報処理が2割と

なっている｡営業職は9割が営業販売部門となっている｡

女性の場合も男性とほぼ同様であるが､技術職では､研究開発部門と情報処理部門

が多く､男性に比べて､製造 ･工場 ･現場部門が少ない｡

(6) 仕事の内容

全体では､技能職が30.6%､事務職が35.9%､技術職が19.6%､営業職が9二9%と

なっている (第5図､第9表)0

性別には大きく異なり､男性では､技能職が4割弱と多く､ついで技術職が3割弱､

事務職が2割強となっているのに対し､女性では事務職が6割を占め､技能職は2割

と男性に比べ少ない｡

学歴別 ･専攻別にみると違いが大きい｡男性の高校普通科卒では､技能職が4割と

多いが､事務職､技術職､営業職などもみられ､商業科卒も普通科とほぼ同様の職種

構成である｡これに対し､工業科卒では､技能職が7割を占める｡そして､同じ技能

職でも普通科卒と比べて､機械操作 ･組み立てや輸送 ･運搬でなく､保守 ･修理や製

品検査の比率が高く､一また､技術職も2割おり､製造技術や製品開発を担当している｡

女性の高校普通科卒では､事務職が6割と多い点で男性と異なる｡

男性大卒では職種の住み分けははっきりしており､文系の場合､事務職が6割､営

業職が3割であるのに対し､理系では大半が技術職である｡

女性の場合､短大卒は8割が事務職である｡大卒では､理系が少なくないため､事

務職は4割で技術職が3割である｡

(7)年 収

全体では200万円台から500万円台に8割以上があっまっており､平均値では389万

円となっている (第10表)｡男性年齢別に平均値をみると､20代前半291万円､20代後

半378万円､30代前半497万円となっている｡女性では､20代前半254万円､20代後半

323万円､30代前半355万円となっており､男性に比べて20代では1割強､30代では3

割低いという結果である｡
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第5図 仕事の内容 (性別､年齢別､学歴別)
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第9表 仕事の内容 (性別､年齢別､学歴別)

■垂 墓 理 等潤 筆 撃 重 要 萱 寧 矧 霊 華警撃 誓,牒 慧 嘉 芸 . 計-I l 暮･ . . .伝.ど. t の

捻計 ll.6 6.8 4.2 4.2 3 .8-6.9 8.8 3..4 4.612_.2 6.4 6.0 0.9 3.0 3.3 5.6 2.5 1.8 3.1 0.9 1369

葦質高疲 盈透過避 4.6.遭遇 7.0 3.3_写_._2.2.Ol3.3_専lg.3.5 6.3 ...1.5 4.3 3.9 3.0 2.0 3.7 0.2 r460香等潤 学校 . ･14.3 腺.渚 1.8 3.6 1.8 8.9 7.111,8 ...14.3 3.6 1.8- - . 5.4 7.1 .7.1 7.1 ... ... 1.8 56

■■■■■-■■■■■■■■

ll.8過塗3.9 - 7.8 - _蔓_._0.r3.9 ..:9.8塾選避遜 ...2.0 3.9 2.0 .- ...2.0 2.0 51
大学 0.7 2.2 1.9 1.9 0.7 6._012.4 4.9p3.7 9.0壬生豊浦 10.5 2.2 6.0 3.7はL.減 2.6 1.9 3.4 0.4 267■■■■一■一■■■l■■ ■■■一■一■■-

大学院 4.5 .- - ... ... 4.5 .,..4.5 ... -.廼週避連盟透過適 塾蓬 ...-. ... - ... 22

重圧別高校酔 顧 学坪 -. 13.3-1.9 8.4 0.4 3.4 9.913.3_1.1 8.4雛謙 0.4,1.1 0.4 1.5 0.4-3.4 2.3 1.9 2.7~1.1 263
■■■■■■■■■■●■■一一一

･- 4.2 4.2 -.8.3 8.3 8.3 4.2≡は浦翻i雑謙丑浦 .- .- 4.2 .- ...4.2 ...4.2 4.2 L24

■■■■■■■■■■一一■■■一■■■■■ ■■■■■■■■■ー▲▲l▲■■■■■■■

大学 ･- - 4.0 - 2.0誰.書経 10.0謙…¢滞 ...8.0紙享8.4.0穣i蔓*'6.lo -L6.0-2.0 4.0 2.0三雄細 50

大学院 -. ... -. .- -. -.老香 油 伽定性 .- -一…豆古畑 ... -. ...-. .- -. .- -. .- 4
■■■■一■- l■■■■■■■■■一■■l ■■■■-■■

男性高卒計 丑航≡普捌≡洩 5.1 7.8 7.8 3.7 2.4 2.0 1.7 4.4 4.1 7.4 -. 1.7 3.4 3.4 3.4 2.0 ~4.1 -. 296■■■■■■■■■-l■●■■■■-.一lll

嘉 慧 .;韮g:浦 6.5 0.9批i謙 5.6 7.4 5.6 1.9 1.9 8.3 1.9 3.7 -.1.9 3.7 6.5 6.5 3.7 5.6 .- 108越蓮盤塗 8.1 4.4進達 - ...0.7 0.7 0.76.7墓室遊 ...1.5 3.0 0.7 0.7 - 3.0 - .135
･商 業 科 弓帥妻紺~8.6 5.7 5.7 .2.9J8.6 2.9 5.7 5.7 8.6 -.8.6 ... ...2.9 2.9 2.9 2.9 5.7 -. 35

女性高卒計 12.4 2.2進達 - 3.4 9.6遮選 1.1 8.4畳W T... I.1Lo.6 1-.1-0.6 2.2 2.2 2.8 3.4 1.7 178

■一.一一'■■■■■■■■■■ ■■■■■l▲■■l▲■ ■■■■■■■一■■■

9.8 1.6 6.6 -.1.611.5雄志雅 ...6.6批藷 -.3.3 -.3.3 -.3.3 1.6 1.6 4.9 3.3 61

男性大卒計 __o_._8__!:_6.2.0 2.0 0.8 6.lil.4 千.9 3.7 9.8遅速遡遡 2..4 6.1,4.1塑造 2.9一2.0 2.4 0~.4~.245

嘉 J'芸 芸 ･- 0.9 ...3.5 0.911.4-紐海淵三池 6.113.2 - 0.9 ...0.9 - 金5潔 3.5 3.5 3.5 ..- 114

■■■■■■■■-▲■■■■■■■一■ ■■-■■

.1.7 2こ6 3..4 0.9.0.9 0.93.4.1.7 -.4.3:推定-.yi軌雄一5.2批隷漆浦 0.9 2.6 0.9 1.7 0.9 116

買掛 享謂 鮎 鴇 嘉晋莞窒;ilo舘 野 紅 妄tt(=盲管苧集晶 凱 舘 野 巌 鑓 柔享 とを示す
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第10表 昨年 1年間の収入 (税込み)
(性別､年齢別､学歴別､職種別､規模別)

･2 2 -3 4 5 6 7' 8 9 1 1 N. 中 平央 -均一億 - 億(万円).

0 .0 0 0- 0 0 0 -0 -0 0 -5 計
0 0̀ 0 0 .0. 0 0 0 0 0 0 A
万 万` 万 万 '万 万. 万 万 万 0 0

居 .:望 望 堅 ,里 堅 塁 _犀 星 : 覆 覆
上 ,上

総計 3.9L24..831.618.0.ll.0.6.1■2.3■0.5.0:.1 .A... - 1.6 1369 365 389

読勇健 1.615.129.2批 藩;は妻妾 9.3 3.4 0.1.0.2 ... - -1.2 8由 41年 438
-■■■■■■■■■■■

葦.24歳以下 17.2:4=9…;…8;壬aE;;:,:3 5.2 .- ... .- ... -..- -I.,1.3 ,153 286.2912卜 芦9歳 -1..0-16.5類推…澄雄'ii…之圭5.畠 3.0 .... - - - ..∴.1.0 301 368.-.甲8

翠
35歳以上 -.A.2.710.3~17...1批譜.2.6::;i:#源流 3.4 1.4 ∴.. ... 2｣1 146 ･586 577

套 24歳以下 油…誠.紙三瀬~18.6 ∴. .- -. ..- .- ....... .- 3.■5 199 253 ?54

- - I----

2年-29歳 4.829.7も:5!:ii窒 8.5 1.̀8 -.. ... .- -..- -. -. .165 328 323.
# 30-34歳 ･ ▲ . 19.O≡紙;重苦20.7 1.7...-.-.......i.. 3.4 58 ･353 ?55----+1■■■-■■■
35歳以上 2.53宝定番22.5加細…5.0.2.5 2.5 2.p5.... -. - . -. .40. 367 3835歳以上 2.53宝定番22.5加細…5.0.2.5 2.5 2.p5.... -. - . -. .40. 367 383

…齢 CFJTT雲鮎 鴇 嘉誓莞豊島等舘 野 急呈妄員 と盲警雫集晶猫 用 錆 だ邑主鑓 票亨とを 示 す

(8) 週休形態

全体では､｢完全週休2日制｣が59.3%と多数であるが､｢その他の週休2日制｣が

30.8%と少なくない｡｢週休 1日制 ･1日半制｣は2.3%とほとんどない (第6図)｡

企業規模別に見ると､300人未満以下の規模では完全週休制が 3割と少ないこと

が､300人以上規模と大きく異なっている｡

(9) 残業時間

休日出勤を含む平均残業時間の1ヵ月平均をみると､全体では16時間5分.となって

いる｡当然ながら男女差があり､男性では19時間16分であるのに対し､女性では9時

間47分と短い (第7図)0

職種別に見ると男性では営業職のみが27時間50分ときわだって長くなっている｡40

時間を超える人が2割含まれていることで平均が引き上げられているからである｡
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第 6図 週休形態 (性別､職種別､規模別)
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第1華 人職時の経緯

ここでは､入職経路や入社理由など入職時の経線を分析していく｡

1.人職経路

入職経路については､全体では､｢卒業校の就職部や先生の紹介｣が53.6%と半数を占

めている (第 1-1表).ついで､｢親や親戚の紹介｣が14.2%､｢求人広告｣10.7%､

｢友人､知人の紹介｣が6.0%などとなっている｡

これを学歴別にみると違いが大きいことが示されている｡

男性の場合､高卒では ｢学校紹介｣が6割と多数であり､特に工業科の方でその比率

は高いが､普通科でも5割を超えている｡これに対して､大卒の場合､文系と理系では

全く異なっており､理系では6割が学校紹介であるのに対し､文系では2割にとどま

り､文系では ｢求人広告｣が3割弱と多く､｢その他｣も2割と少なくない｡

専門学校卒は ｢学校紹介｣が少ない点で､大卒と共通しており､逆に､高専卒は高卒

と同様､｢学校紹介｣が多い｡､さらに､大学院になると､学校紹介の比率が5割強と高く

なっている｡

女性の場合も学歴による違いは大きい｡高卒では ｢学校紹介｣が7割と男性よりさら

に多く､特に商業科では8割に達している｡一方､短大卒では､学校紹介は3割に過ぎ

ず､｢親や親戚の紹介｣が3割強と多い点が､高卒や大卒とかなり異なっている｡また､

大卒では､男性と同様､｢求人広告｣や ｢その他｣の比率が高い｡

なお､男性職種別では､学校紹介がもっとも多いのは技術職で7割を占めている｡逆

にもっとも少ないのは営業職で4割弱となっており､｢親や親戚の紹介｣や ｢求人広告｣

の比率が高い｡女性の場合は､技術職より営業職や技能職の方が ｢学校紹介｣の比率は

高い｡

以上のように､入職経路として､｢学校紹介｣は､高校 ･高専および大学の理系では､

大きな機能を果たしていること､これに対し､大学の文系では､応募が一般的な経路で

あること､女性の短大では縁故採用が少なくないことなど､学歴によって大磯経路もか

なり異なっていることが確認できる｡

ところで､上記の結果は､回答者の大半を占める転職経験のない人のものであるが､
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第 1-1表 入職経路 (性別､学歴別､職種別､規模別)

琴 歪 .J7膏 .. 賢 J濁 --I..r嘗 嘗 -.-.裏 芸 一 義 = 町

-樋 野 5~3.6 2.0 6.0.1■4.2_0.4 2.3■1.910.7'8_3 .0.7 1369

琴-男~健 一 52.⊥-5 2.2.-6⊥413.5 _0｣2 1.6 1■.712.4 9.0~■0.4 889女 性 55.9 1.7 -5.1二15..3.-0..6 台ー6 2;1 -7.6 '7.0 1.1 172

.委断層 要 轍 . 39.3 ....3.6…淵…f_B…lL.8.3.6 _3.6享1娼Ti:雄 12.5 丁̀.. 56質.
'不 学 .40.1 4.1 .5.612.7'.- .∴-3.0.壬生批…¢昌弘蕃!:i:.雑...1.1 J267
大 学 院 '54.5l渡等三滴:.4.5.4,5 ...-....主菜鍛:.峯 4ー5 -. 22

■■■i■ii■■llli

聾等重層 奨 学 校 . 50..0..∴ .4..2 8ー3 .∴ -4-..2 4｣212.512.●5 4.2 24質 28.6 1.9 岳.6.巷批 蓮 ∴. L3.8 3.813.3 6.7-.... ,185

大 学 ■~34.0圭妻碓謹至蜂 2ー0 ~6..0 .- 2.0 4.■0老批…¢工芸批…8 4..0 50--●■--

義 普 通 科 5-4.6 ■-.遡遥蓮 18.5 ー-.. .1-.9 ∵:..10.2 3.7 ... 108工 琴 癖 ■.6-9.呈S' ... 3.011.9 0.7 3ー0 .0.7 7.4 3.0 0.7 一135■■■-■■■l■■■■l
商 琴 科 二8痕志8 2.9 2.917.1 -. 2.9 .I..ll.4 '2.9 ... 35▲■■■■■■■■Li■一

女 性 高 卒 計 溝孝……享5. 1.1 2｣8 .9.°6.1.1 3.9 .... 2.8.3.9..... 178■■■■■■-

嘉 普 通 科 三才怒-濾 .1.1 .3.312.1 2.2 3.i,..... 1｣1 5.5_-. .91
- I

商 業 科 -8:丑宜由,1.-6 1.6 8.2 ... .3.3 ..-. .3~.3-.-.-. 61■■■■一■■■■■l■

男 性 大 卒 計 40.4-4.5 5.313.5 ∴.. .i_-..2.9淵魂 細浦l1.2 245

義 .芸 ≡ 21.1 5..3 6.114...9 ... ..._ .3.5■老齢謙;:.Zi韮至宝…奪 0._9 i14

一一■-一一 ■■- ll■■一････.lll.lllllll】lll.lll.llll■■■■■■一■
=6芸i:漣 .1.7 -4..312.9 ∴. -. .2.610.3 5.2 0.9 116■▲■lー-i.■li.■■■■■■▲

秦 .≡ ≡ ≡ 53▲7 0..9 8.5..14.9了..I./ 3~.0..1.由12.5 4｣6 -. 328
6凱嫌 3.1 .2.7L9p.9 0.4 0.4 1..8 7.2-5こ4 .I... 2,23■■l一l一■■-l■■■l■■

営 葉 職 _?_5_._3_3/9 年.9.18,.6 1.0'.2._0 2.9逃 避 ,10̀.8 .1｣0 102

技 能 職 . 守.i::;藩 ./. 5.6'6.7 .- .3.4 1.1.5.6 2.2 ... 89■■■■■■■-i

事 務 職 50.9 2ー1 4ー~618.9 1.1 ー3.9 2.5 8.1 7.4 0.7 285

芳一 技 術 職 5.5.8 4.7 9.3 9.3 ... ... 4.714.0 2.3 ∴P. 43

営 業 職 三相寺軒 ∴. .- 12.1 ...-.3.0 -._3.0~9.1 .;. .33■一■■■■l■■■-

-48｣5 1.L0-7.211,｣5 ...- 6.2. .-.-.…班;-;港 2.1,..'.∴ 97

55.1-0.6 5.2.12.0 0_6 2.2 3..114.2 7_.1 -. '325

48.7 2.6 7.8L14.2 Pp.,4.3.0 3-.410■.3J9.1 0.4 232

L3000.一一9999人 58.4 1.5.3.7-16.5 .- 2.2.1.1 8.6 7.5 _0__4 .261

讐 碧 雲 字 下 実 線 は総 計 との 差 が 5ホ○イント 以 上 多 い こ と､下 破 線 は ･5ホ ○イント 以 上 少 な い こ

罫 蟹 だ 誓言 香 奈 撃 は総 計 との 差 が 15-本○イン･ト以 上 多 い こ と､下 太 破 線 は'151ホ○イント 以上
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転職経験者に限ると､学校紹介はほとんどなく､丁友人知人の紹介｣(3割弱)や ｢求人

広告｣(3割)｢職安｣(1割)の比率が転職経験なし層に比べて多いなどかなり異なる結

果となっている (第 1-2表)｡また､1回の転職だと ｢親や親戚の紹介｣の比率は少な

くないが､2回以上となると少なく､知人の紹介か求人広告､職安にしぼられてくる｡

第1-2表 入職経路

総計 53.62.06■.014.20.42.3.1▲910.78.3.0.71369

ヽあるない. 5.31.825.414.23.010.73.028.48.3 ..T 169
+ 十 十 十

61.02.03.2. 14.1 ... 1.01.618.1 8.40.61119
+

義星 1回2°回以上 6.12.021.418.43.110.23.1_28.6p7.1.- 98

+
1.5-1.532.8-9.03.010.43.029.99.0-. 67

2.現在の勤務先を決めたとき重視した点

ここでは､現在の勤務先を決めるにあたって [A.会社の規模や安定性]｢B.労働時

間､休日休暇｣｢C.仕事のおもしろさ､やりがい｣｢D.社風や雰囲気｣の4項目につい

てそれぞれ ｢非常に重視｣｢重視｣｢重視しない｣の3段階で回答を求めた結果をみてい

く (第 1-1図)0

何を重視したかを ｢非常に重視した｣の比率に注目すると､[会社の規模や安定性]が

32.6%でもっとも多く､ついで [労働時間 ･休日･休暇]が24.4%､[仕事の面白さ･や

りがい]20.7%があげられている (第1-3表)｡これらに比べると [社風や雰囲気]ほ

13.4%と少ない｡また ｢非常に重視した｣+｢重視した｣でみると､[会社の安定性]ほ

90.3%とほとんどの人があげており､だれもに共通した判断基準となっていることがわ

かる｡また､他の項目についてもいずれも半数を大きく超えており､程度の差はあって

も､入職時の判断基準の1つになっている｡
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性別にみると､男女で回答がやや異なっており､男性では [仕事の面白さ]が2割強

と多く､[労働時間]をやや上回っているのに対し､女性では [仕事のおもしろさ]より

も [労働時間]をあげる人の方がはるかに多い｡

男性の場合､高卒では [会社の安定性]が第1の重視点となっており､これは普通科

も工業科も同様である｡一方､大卒では､[仕事の面白さ]が第 1となり､[会社の安定

性]や [労働時間]を上回っている｡ーこの傾向は､文系より理系に顕著である｡そして大

学院では､[仕事のおもしろさ]がさらに多くなっている｡高専卒は高卒に近い回答であ

り､専門学校卒は [仕事のおもしろさ]をあげる人が多い点が高卒とは異なっている｡

女性の場合､高卒では､[労働時間]が [仕事のおもしろさ]を大きく上回り､[会社の

安定性]をも上回っている点が男性と異なっている｡また､短大卒では､高卒とは逆に

[労働時間]以上に [会社の安定性]が多くあげられていることが特徴である｡これに

対して､大卒の場合は､短大卒と大きく異なり､男性と同様 [仕事のおもしろさ]を第

1にあげている｡

男性職種別では､技能職で [仕事のおもしろさ]をあげる比率がやや低いという違い

がみられる｡女性では､技能職に加えて､事務職でも低い｡

規模別では3千人以上規模だと [会社の規模や安定性]をあげる人が相対的に多い

が､それ以下ではとくに差はない｡ただし､100人未満では､[会社の規模や安定性]ほ

少ない｡

第 1-1図 現在の勤務先を決めたとき重視した点 (性別)
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第 1-3表 現在の勤務先を決めたとき重視した点
(性別 ･年齢別 ･学歴別 ･職種別 ･規模別)

さ声常 iこ重 視 重 視■十才戸 常 に 重 視

_二総 計 32.6.24.420.7 13.4 90_377■.475ー265..4

節-男性 33.1 18.923.7 11_ー1 89.812.6 16.1.61.9牢性 32..■0苛.S…i:老 15.317.8 91.3避軽輩 73.1遡墜墓

牽磨高校 蓋監護 21.5-17.6_7_._4_ 92ー2 76一.5 69ー8156.3男rJ 23._5 15ー7 15｣7 5.9 86.36_早ヱ_8_地 建 さき_._9_

大 学 21｣7 13.ー9眉遺書;…蕃 …1:9…芸者… 88j867.4主鵬 …#p:qi社寺#圭

大 学 院 27ー313.6:.5逃:;;書巻13..6 90.9.6_卓二_6_'艶 蓮.63.6

童琴高校 31.9溢8去轟 9ー1 16.7 91.6g.鵬重光68.B68.4

■ij■iij▲占■▲一i■■----- 一一l一■■i■■i-一■■●■■---

藁等堰聾学校 - 37.5塑造蓮 20.早芸墜遊 鹿 絡 …!.8.越 蓮_6_6i._7.真壁逃遵逝過 豊艶蓮 16T2進 蓮- 94-.3き睡蓮整79._0:重盗盛

大 学 陵 25.0番鵬をB…淳蕃……海 .-. ___1_5_._0_75.0噌監査逃 避

男 一牲高 卒 計 . ･護8.…;葦毛 20.6 17.6 8.4 91.6■75-ー3 65.9.51J.0

嘉普通.料 ;.妻は…;:番 23.116.7 ､6.5 .91.1 12.261.1 52.8
商 業 _料 主事…:E寺凍2.0ー0之0.0 14.3 ･9 1 .4 74.3 62.9 .48.6一■■- ■■ -■●--- ■■----

義 ･普 通 科 34.1塾 蓮__8_.i辱越 塵 93.4基盤墓室_6_8_._主68一.1商 業 科 29.5孝男…;姫 8.2享X:弊誌至難 88.5‡鉄;…'6…72.1g:荏:i灘- -.----

男 性 大 卒 計 _2_2_.旦 !.卓二7_遡塩基遡塩基 88.6 6gp=鼻.遊転皇遜 蓮

嘉 革 系 =28i1 18.4.i包8幸三怒.査韮:'…灘 91.2.76.4三船……i:薫建窯;:韮

-■_--4■■i■Li一一一■i■i一一■▲i一■■▲■■■■■ilー■l■ ■■一■■一■■■一-.■■一■■■■■■一一■■

理 系 19.010.3藩韮………3'15..5 二85̀3'64二7萱W.i溝.簸輩砦軽

義男一正 . 一支能 職 35.14.22.9.18.9 7.9 92.779ー0 71..3'57⊥0.

~事 ヨ琴職 30.4 15.224.5 15.7 87ー369_1軸‡…若菜 64.7

ま支術 職 30.9 壬寧_.-4.由蛙蔓 10.8 88二B72.6基盤茎65_0

営 巣 職 33_3 14_7…望義….i…護 11.8- 90.2_61.8 78.468.6----+

■■-ll■llllll一l■■ll■■■■-ー--■- - ■ー■■■■■----■■

事 務 職 34ー4議書=三速 12.317.9■ー■■■▲■一一■■lll■lll■■一一一一一 90.5豊艶塵_74.0.越 蓮

-技 術 職 20ー927.923.3 16.3 83.779.1三彬…:ii*変額…妥謙…

営 業-職 33.3越 遭遇塾蓮蓋藍遥 三盆週整遭盤 塞重盗遭 遊転遊

99人 以下 15.8 18.4藩韮…;…ig.A.2-韮.i:ii:悲 84_265_8三重#::j!…韮68.4

規従 100 -299人 34.0 21.6 16.5 8_2 ･86.6,16.3 71.159_8

巻桑

300 -999^ 24_3 24.6 19..4 13.2 91_.7.76｣3 74.864.9

1000-2999̂ 22..025.4-17.2 11.6 90ー179こ7 69.464.2

3000-.9999人 34.523_2 19_1 12.4- 91.079ー8 75ー364.4

琴錦かけ下実線は総計との差が5ホ○イント以上多いこと､下破線は5ホ○イント以上少ないこ

鰯 雲む 香奈撃は総計との差が
15ホ○イン.ト以上多いこと､下太破線は15.Seイント以上
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以上みてきたように､仕事の選択に対してほ､男性の場合､高卒では勤め続けること

を前提として､安定性を重視しているのに対し､大卒では仕事内容重視と対照的である

(ただし､大卒では､安琴性はある程度確保されていると考えているとも推測される)0

これに対して､女性の場合､大卒は男性と同様､仕事内容重視であるのに対し､高卒や

短大卒では､勤め続けることより､当面の働きやすさを重視している｡このように学歴

と性別によって､仕事や会社の選択に対する意識は大きく異なっている｡

なお､前節の入職経路と [重視点]との関連性をみると､男性高卒では､学校紹介の

ケースに比べて知人 ･近親者の紹介のケースの方が ｢会社の規模や安定性｣をあげる比

率が高いという結果になっているが､大卒では逆になっている｡したがって､入職経路

との関連性はあまりみられないといえる (第 1-4表)0

第 1-4表 現在の勤務先を決めたとき重視した点 く非常に重視)
(入職経路別)

男性高卒 男性大卒

憎 喝 削● 草●･ や~ 車摘 娼 斬 計間 胃 膚 .●~休 さ定-早.ふ.

計 41.121.5.ll.61.4 267 ･21.713.932.219.5..460

(1)学校紹介 p 37.720.617.47.5-107 20.611.231.816.8 281

3.期待と比べた実態

入職時の期待に対して､実態はどうであったのだろうか｡これも､前節の4項目につ

いて､ぞれぞれ ｢期待した以上だった｣｢期待通り｣｢期待したほどでなかった｣の3段

階で回答を求めている (第1-2図)｡

全体でみると､｢期待以上だった｣ と回答した人はどの項目も少数であるが､｢期待通

り｣を加えると､今度はどめ項目も半数を超える (第1-5表)0｢労働時間 ･休日休暇｣

-28-



72.6%､｢会社の安定性｣69.5%の2つは､期待通 りか期待以上の人が7割､｢仕事のお

もしろさ｣58.5%と ｢社風や雰囲気｣59.8%は6割である｡現に勤務し続けているのだ

から､｢期待通 りでなかった｣が少ないのは､当然ともいえる｡

また､-前節でみたそれぞれの [重視点]と [期待と比べた実態]とのクロス集計をみ

ると､｢非常に重視したが､期待したほどでなかった｣との回答がある一方で､｢重視し

なかったが､期待した以上だった｣ との回答もあり､相互の関連性はあまり高くないと

いえる (第 1-6表)｡

性別では回答に違いはない｡

男性学歴別にみると､｢会社の安定性｣についての評価が､高専卒で低く､大学院卒で

高い｡高卒は､両者の中間だが､同じ高卒でも普通科の方が工業科より高くなっている｡

また､女性学歴別で中耳､大卒層で ｢会社の安定性｣や ｢仕事のおもしろさ｣での評価がや

や低いことがわかる｡また､男性と同様､高卒の場合､商業科より普通科の方が ｢会社

の安定性｣-の評価は高い｡

男性職種別では､事務職が ｢会社の安定性｣｢仕事のおもしろさ｣などで他職種より評

価が高く､技能職では､｢仕事のおもしろさ｣での評価が低い｡また､営業職では ｢労働

時間｣での評価が低い｡

女性職種別では､技術職で ｢会社の安定性｣-の評価が低いことが目立っている｡

第 1-2図 期待と比べた実態 (性別)

会社の規模や安定性

労働時間､休日･ :::I〔量
仕事の面白さ･やりカ
い

社風や雰囲気
い ~~㌻E≡ ≡≡…至≡蚕 葦毒芸章票 36･9 葺_
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第 1-5表 期待と比べた実態
(性別､年齢別､学歴別､職種別､規模別)

珪 暇 問 い 胃 富 _ 藻 暇 甲 い 習 富

総 計 1-0.916.7 8.6 9.2 69.572.658.559ー8 1369

読 男 性 ll.017.1 8.4 .7..6 6g.171.458.857.8 ~889
女性 10一.816ー3 9.112.3. 70ー374_8J58.163.8 ‥472

葦質 高 校 13_018.7 8.5 9.3 71.372.856.558.0~._.460香等重層 聾 学校 - 12.51■6.110.7 7.1 6ウ.971._458.953.6 565.9 7.8 9.811ー8 56.964.758.854..9 51

大 学 8.614ー6 8.2 4ー9 65.268.561-.057.3 267

大 学 院 ~ 4..5 18_2 4.5 9ー1 選製造 72.754-55_4i_5. 22

奪 高校 11ー415.6 8_411_0 71.175.758.2~62ー4 .263

藩等重 層聾 学校 . 8_316一一7 8.3変事寺¢… J≒守孝志875_0溝を:i…8藩や…:ii-8 24質 - - ■■■■■■■■■■■-12ー417.1 7.612.4 70.576_258.1BBiを謙 105▲■■■一.■■一■■■■■一.I

大学 4.010.0主税:,i!.812_0 64.070ー050.060ー0 50

大学院 竜を;圭B丑象宝をB… -..盆石寺泊童 頚巻き…;接50.01i>bj:ii8138.8慈わき 4

男 性 高 卒 計 14.218.6 8.110ー8 70ー972.Or.54.458.1 296

工 業 科 13.314.1 5｣9 7.4 65.271_9.54.157_8 135

商 業 科 三韮:¥栄光17.1…韮凍……'頚 8.6 :88.;王…865.7g_漱;雑,5~7ー1 35

女性高卒 計 11ー8.17.4 9.011ー2 69.774.757.962.4 L178

義 直 通 科 13.217.6■12一111ー0 _艶 墓室塾遊 61.5舶幸三≒由言 9i～商 業 科 ll.516.4 6..613_1 ,68.970_550.863_9 61

男 性 .大 卒 計 9,.0_15ー1_8.:2-4.9 64.968ー259.657.1 245

錘 系 9.514.7 7.8 6.9 62.17.1.657.855.2 116

秦義 .正規義 技 能 職 ll.015.9 7.0 8.6 66.271.083ー453.0 328

事 務 職 13.716.210.8 9.3 津#……872.5…68.謹…蕃ii.替妄雀 204

技 _術 職 p 9.015_2 9.0 5.8 67_7-74.961.059.2 223

営 業 職 8.8'2.g[;義 8.8 6.9 68ー662ー761ー858.8 102

技 能 職 12ー418.0 6_7 7.9 67-.473.053.956.2 89

事 務 職 10.915.4 9_512.3 74.074.760.4畳監墓墜 285

技 術 職 7.016.3 7ー0老中:-;-港 46｣574.455.8草葉;,嫌 43----I
営 業 .職 9_1■18.2 9.112_.1 ;字義.;…至8義範漉51.560ー6 33

99人以下 5.32.1.1 7.9.5.3 ll.116.351.951.9 38

lわo+299人 7ー■220.610.311.3 66~.072.256ー761.9 97

300Tbg9-.人 6.212_9 9.8 9.2 60ー667.754.256.3 325

1900.-2999人 ･6l_011j2 1_8 8_2 64.7.68.5-58..657.3 232

3000ん9999人 ･13.117.6 7.5_-p9.-4 71ー57().859.960.7 267

謂 章蔓芸書芸蒜慧芸孟冨芸芸b5::5';

以上多いこと､下破線は5ホ○イント以上少ないこ

15ホ○イン･ト以上多いこと､下太破線は1:51本○イント以上
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第 1-6表 勤務先を決めたとき重視した点×期待と比べた実態
A会社の規模や安定性 B労働時間､休日･休暇
C 仕事のおもしろさやりがい D 社風や雰囲気

計 轡 垂 L,,:,撃 : 轡 垂 鯉 : 轡 垂 L?:垂 .:,キ … 享 .≡た り た た り た た り た 子..
以 p は 以 ほ 以 ほ 以 ほ

上 ど 上 ど 上 ど 上 ど

だ で だ で だ で だ で
つ な つ な つ な つ な

計 1369 10.958.728.81.7 16.755.924.52i8 8.649.938.53.0 9.250.636.93.3

(1)ヲ牌に重視 4-46 14.861.4.22｣21.6 17.756.025.ll.2 12.448.8■37.81.̀1 15.350.833.30.5
十

(2)重視(3)重視しない ･790_-123ー7.560.031.90.6 ･12.761.425.310.6 6.853.938,台0.9. ･6.956.935.40.8
+ + + +

19.543.935.01.6 27.047.024.21.8 10.345.042.81.9 ll.143.943.2-1.8
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第2章 転職について

ここでは､今回の回答者のうち､転職者の状況を分析している｡

1.転職経験と転職回数

転職経験のある人は全体では､12.3%と多数ではなく､おおくは､はじめて入職した

企業にそのまま勤め続けていることがわかる (第2-1図､第2-2図)0

また､転職者について､何回､経験したかをみると､1回が58.0%と半数を超え､2

回が18.9%､3回が13.0%で､ここまでで9割を占める (第2-3図)｡そして､平均値

は1.8回､中央値は1.0回で､この2つの数値には差がある｡

男性年齢別にみると24歳以下では転職経験ありは3.9%であるのに対し､25-29歳で

は15.0%となり､この比率は30代前半で16.0%､後半で18.5%と20代後半よりわずかに

多い程度である｡一方､転職経験者の転職回数は､年齢の上昇と共に増加している｡こ

の結果から､男性の場合､転職経験を持つ人は同年齢層の2割であること､20代後半で

企業定着層と転職層が分かれ､転職層の中にはさらに転職を重ねる層がでてくること､

20代後半で転職しなかった層は企業に定着し､その後に転職するケースは少ないことが

推測される｡平均値と中央値の差もここから生じているといえる｡

女性の場合､20代後半七の転職者は11.●5%で､これは男性よりやや少なく､30代前半

ではさらに低くなっている｡ところが､30代後半以降では30･0%と高く年っており､こ

の層にはいったん結婚退職したのち再就職した層がかなり多く含まれていることを示し

ている｡

学歴別に見ると違いがあり､転職経験者は､男性の場合､高卒では15.7%で､これは､

普通科も工業科も変わらない｡一方､大卒の場合､文系では12.3%で高卒と大差ないが､

理系では4.3%と少ないことが特徴である｡また､専門学校卒は転職経験者が3割と際

立って多く､高専卒は高卒と並んでいる｡また､女性の場合は学歴による転職経験の違

いは見られない｡

男性の職種でも違いがあり､技能職でもっとも多く2割強､ついで営業職で2割弱と

なっているのに対し､技術職や事務職では転職は1割以下で少ないこさらに､職種を細

かくみると､技能職でも運搬､搬送業務の場合に際立って転職率が高いことが示されて
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第2-1図 転職経験 (性別､年齢別､学歴別)
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いる (第2-1表)0

企業規模別では､100人未満規模で転職経験者が3割強を占めていることが目立って

いる｡100人以上になると､比率は大きく下がり､300人以上では 1割強となって規模が

もっとも大きい1万人以上規模との差も少ない｡したがって､転職者は小企業に集ま

り､そこでは労働力構成の少なくない部分を占めているといえる｡

このように､転職者の中には転職を繰 り返す層が含まれていること､企業規模では小

企業､職種では技能職､営業職に転職者が集中していることを示す結果となっている｡

第2-2図 転職経験 (職種別､規模別)
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第2-3図 転職回数 (性別､年齢別､学歴別)

5
回
以
上

計

平均.億

男
性

年
齢

刺

那読24

蟻[山叫l
q小山
折目はユ

30-34歳

35歳以上
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女性年齢

別

読Ff
lEi:
ー↓廿日

30-34歳

35歳以上5歳以上

ii廿肯藻26.3帯:.……10.,5::::1_
25.025.0

- 16■.ケ~配o宕

第2-1表 仕事の内容 (転職経験別)

3 ( 12) 2.0

='1''.i'榊 銅 轡 声1室 1̀室 鯛 1̀蓋 = 計● ● ●4 f の

男性計 13.2 9.73.4 6.3 4.4 4.6 5.6 3.0.■2.8 6｣9 .7.8 8.3 1.0 3.4 '4.6 7.1 2.81.6 3.0 0.6 889

(-1)ある(2)ない 12.8_.8.85.628.84.82.41.60.82.44.04｣01.6- 1.62.49.~62.41.63.21.6 125
+ +

13.49.83.1ー2.54.44.96.2'3.32.97.38.29.51.23.75.06.62.91.62.90.4 754
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2.転職時の経緯

この調査の対象者は民間企業組合員なので､現在の仕事は､民間企業ということにな

るが､転職経験者について､まず､転職直前の仕事をみると､大半 (81.7%)は民間企業

であり､自営業 ･自由業や公務員からの転職はわずかであることがわかる (第 2-4

図)0

そこで､以下では､民間企業からの転職者について､転職者の前職や転職理由など転

職時の経緯をみることにしよう｡

第2-4図 現在の仕事に転職する直前の仕事 (性別､規模別)

総計

性 男性
別

女性

計

(1)転職前の会社での勤続年数

平均値で3.2年､中央値で2.3年となっている｡分布をみると､1年未満から4年ま

での間に8割の人が収っており､5年以上勤めて転職した人は少数である (第2-2

表)｡これは､20代後半まで勤めてから転職する人は少ないことと対応する結果であ

る｡

(2) 転職前の業種

現在の会社の業種別にみると､製造業の場合は､製造業からの転職は49.0%であ
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り､非製造業からの移動も少なくない (第2-5図)｡これに対し､非製造業では､9

割弱が非製造業からの転職であり､製造業からの移動は少ないことが対照的である｡

第2-2表 直前に勤めていた会社での勤続年数 (性別､規模別)

1 1 2 .■3 4■..I.5 .6 7■ .8 .9 1b:N 中 ●■.辛央 .■均値 ~億(,*)

嘉 年 年 年 争 年 年 年 年 年 .蔓 A ■計

･総計 23｣9..18..817.412..37.22..9-2.92｣2 1.40,75.1.5.1 138 2.■畠 3▲2

A 車性 22.4 16.815'.914.0.9｣3 3.7 3 .7 2-.81.9■.0.93.7..4:1.~1~07 豆.7.-3.2

第2-5図 直前に勤めていた会社の業種 (会社の業種別)

非
製
造
業

計計

製造業

ヲ汚損岳業
‥‥‥‥‥‥:.:.:,:.▲●●-● I:::::::::::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:i:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:,:.:.1:.:.:.:.:.:.l..:.:.:.:.:.:一:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:一:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:..'.:.:.:一:.:.:一:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:':.:.:.:.:.:.:.:.:.:.

(3) 転職前の企業規模

前職の企業規模が現職より大きかったかどうかに注目してみると､現在の規模が､

99人以下規模では4割､100-299人規模では6割が大きい企業からの移動である (辛

2-3表)｡これに対して､300人以上規模になると､より大きい企業からの移動は1

割程度となり､小企業からの移動が多くなっている｡したがって､300人未満の中小企

業では､中小企業内部での移動とともに中堅 ･大企業からの移動がみられるといえ

-37-



る｡一方､中堅 ･大企業では､前節でみたように､転職者比率は少ないことから､中

途採用があまり実施されていないことがわかるが､数少ない中途採用の機会に､中堅

･中小企業から転職者が集中していることをこの結果は示している｡

第2-3表 直前に勤めていた会社の会社全体の正規従業員数(正規従業員数別)

9- 0 0 0̀ 0 0. .計
人 0 0 0 0 0 A
以 人 一人 0 0 0.
下 以 以 人 人 .0
上 上 以 以. 人

上 ~.上 以
Tt

-.計 32.6.15.921.1-10.9 .5.7-10.1 2.9. 13由

100人以上- 淑…招..I.潮.泊 -ll..8.5.9.5..9 .- . 17

3:.00人以上 30.0丑提さ…守::%Gi誰 .3.3 3.3r10.0 ... 30

plPO0人以上 34.817.4等6.1__4i._3_.J4.3__4_._3_室塞遊 23

3000人以上 . ･33.台 6J.713.33;転社.6.1 6｣7...... 15

1■0~do_0人 以上 20.5一.20.5,.2Jo.6二15.4 7.7.̀漉 ;謙 .̀. 39

※

以

※

5

かけ下実線は計 との差が 5ホ○イント以上多いこと､下破線は5ホ○イント
少ないことを示す

駅 長空夢警禁撃 を宕票誓 15ホ○イ~ント以上多いこと､･T太破線は 1

(4) 転職前の職種

回答者数が少ないので､注意を要するが､男性の場合でみると､現職技能職は､前

職も技能職が多いが､営業職もみられ､事務職や技術職からの移動は少ない (第2-

4表)｡また､現職事務職は前職が事務職のはか営業職も少なくないが､技能職や技術

職からの移動は少ない｡さらに､現職技術職は前職が技術職か技能職であり､事務職

や営業職からの移動は少ない｡現職営業職は前職が営業職のはか技術職からの移動も

みられるが､事務職からの移動は少ない｡このように､職種間異動には､パターンが

みられる｡

なお､女性の場合は､回答者が少ないので､傾向は読み取れない0
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第2-4表 -直前に勤めていた会社での主な仕事
(性別 ･職種別)

一般計 ' -4'0.718.9J.16..OJ~22.5 1..4 0.7-- 1由

読 男 ･避逮 !!ヱ_3.14.p9こ23p,4 0̀...9.~0..9 107
L女坪 12.-.8舶…i:≡.2.:I:19'.419.3 3.2..,∴ ..31-一■●一■一■一-lllllllllllllllllll●
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芳一 技能職 ･28..614..314二3.朔i主潮 ..∴ ... 7

_-■■■■■.
事務職 16.6.'58主意B':'&浪速lb.6-..-... 19
技緬聯 -......柵…;港'8.8寺申….;..- 2- -■■■■■■■■■■■■■■
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下
以
下
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け
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※
5
※
破

声ホ.･イント以 上多いこと､･下破線杜
が15ホ○イント以上多.いと.と､下太
とを示す

(5) 転職理由

転職理由で最も多いのは ｢給料が安かった｣(42.8%)であり､ついで ｢労働時間が

長かった｣35.5%､｢休みが少なかった｣30.4%､｢会社の体質があわない｣~2.7.5%､

｢やりたい仕事ができない｣23.2%などが主なものである (第2-5表)｡こうした結

果をみると､賃金 ･時間など労働条件の不満が第 1にあがっているのがわかる｡同時

に､会社の体質や仕事内容など労働条件以外の理由も少なくないといえる｡

性別には違いがあり､男性では労働条件への不満が第 1であるのに対し､女性で

は､それとともに ｢会社の体質｣｢職場の人間関係｣など労働条件以外の理由をあげる

人が多い｡

男性に限ってみると､労働条件をあげる人がより多いのは､学歴では高卒､直前の

会社での職種別では技能職､企業規模では中小企業である (第2-6t表)｡
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第2-5表 転職理由 (性別､学歴別)

た 雪 完 謡 撃 霊 力亨

総計 42-.835.530.413.823.227..514.5 2.98..713.010.9- 13g 223.2

読男性女性 44.942.132.715.023.424.312.1 2.810.314.0,9..3.∴ _107 230.8196.8
+

35.5 12.922.6.9.7.22.638.722.6__3.2_3.29.716.1.∴ 31
-

十 十
35.335.341'.25.929.429.4 5.9.5.911.817.6 5.9.｢. 17

-∴ ..14.3- 42J.9.-..14.3....28.614.314.3-.. 7 128.6206.3
+.

25.031.3 25.018.825.037.56.3.....12.518.86.3-. 1625.031.3 25.018.825.037.56.3.....12.518.86.3-. 16

第2-6表 転職理由 (民間企業からの転職者 ･複数選択)

'襲鮒 淵 駆 蓋∴ 三 計 回答累計p
た 雪 完 謡 撃 栗 力量

勇性転職者 44.9 42.132.715｣023.4~.24.3 12.1■2.810.314.09.3~-. 107■230.8

節 技能職事顔職技術職営業職 61.5 ■53.840..417.319.221.2.17.33.8.7.77.7.9.-6-- 52 259.6216.ケ187.5216.0

の隻 + + +
J58.-316.750.016.716..733 .3 8.3.-■8.38.3....- 12

25.037.5 18.812.5.31.312.5_6..3-.12.5_18.812.5 - . 16

20.036.0.20.012:032.036.08.04.016.024.08.0... 25
-

節 30q人未満300人以上 58.-044.040.012.020.0122.0-12-.OJ..2.0.14.06.06.0- 50 236.0.225.0
の +

漢 32.139.325.017.926.8.26.812.5-3.6-7~.121.412.5 ... 56

今回の調査では､転職経験者が少なく､また､調査対象者に前述の制約があること

を踏まえて､結果をみる必要があるが､転職者は､短い勤続で転職していること､製

造業-ほ非製造業からの移動も少なくないこと､大企業では小企業からの移動もみら

れること､職種間移動には､パターンがあることなどが示されている
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第3章 企業内職業キャリアと-学習歴

1.課 題

本章では､企業内の職業キャリアと職業に関連した学習経験の実態についてみてみよ

う｡初職から現職までの職業経歴と研修 ･学習歴をたずねた調査票の質問項目にそった

形でこれらについての検討を行っていく｡第2節では､企業内における職業キャリアの

蓄積が､性別や学歴といった様々な属性をどのように反映したものになっているのかを

検討する｡また､第3節では､企業内での異動を通じて､個々人が経験してきた職業に

関連した学習活動がいかに特徴づけられるのかについての分析を行う｡

なお､本章では転職 (企業間移動)経験を有していない企業内定着老層を対象として

分析を行なっていく｡というのは､転職経験者が少ないということに加え､本調査にお

ける転職経験者は､サンプル特性の問題から､一般にいわれているような､より規模の

小さい企業への転職者が多いというような傾向と､まったく反対の傾向を有しているか

らである｡したがって､本章での分析対象者は､民間企業に勤務する転職経験のない男

女､1,131名 (男性728名､女性403名)に限定されることになるが､分析によって有効サ

ンプル数は異なっている｡

2.企業内職業キャリアとそのパターン

(1)初職と現職

ここでは､学校卒業後に入職して初めて経験した職務の内容 (以下､初職)と､調

査時に就いていた職種 (以下､現職)について､簡単に記述していく｡なお､本調査で

は仕事の内容を19の職務に区分しているが､以下では ｢技能職｣､｢事務職｣､｢技術

職｣､｢営業職｣､｢その他の職｣の5職種にまとめて分析を行っている(1)0

まずはじめに､最後に卒業した教育機関で習得した知識と初職との関連についての

検討を行う｡最初に経験した職務の内容を学歴 (専攻内容を含む)の別に図示したも

のが第3-1a図と第3-1b図である (2)｡男女ともに､学校段階に加え､専攻内容

によって初職の内容に違いが見られる｡男性については､高校卒業者では (学科を問

わず)技能職に就いた者がかなり多いのに対して大学卒業者では非常に少ないこと､
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第3-1b図 学歴と初職 (女性)
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さらに､文科系の学部出身の大卒者では事務職に就いた者と営業職に就いた老とに二

分されているのに対して､理科系の学部出身の大卒者では技術職に就いた者がかなり

多くなっている､といった特徴を有している｡また､女性については､高校を卒業し

て技能職に就いた者が多くなっているという点で男性と共通しているということがで

きるが､それ以上に特徴的なのは､高校卒業者でも学科を問わず､事務職に就いた老
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の方が多くなっているという点である｡サンプル数の問題から､男性の高専 ･短大卒

業者や女性の大学卒業者などを直接比較 ･検討することはできないが､概して女性よ

りも男性で､さらに高校卒業者よりも大学卒業者で学校段階や専攻内容を反映した初

職に就く傾向が強いということができるであろう｡

続いて､入職時と調査実施時との2時点の職務を比較することを通じて､初職の職

務内容によって現職の職務内容にどのような違いが見られるのか検討していく (第3

-2a図と第3-2b図)｡ここで現職とはキャリア蓄積の途上のある一時点の職務

内容であることに注意しなければならない｡しかしここでは､調査時点までのキャリ

アの蓄積の一応の到達点として現職を扱っていくことにする｡

第3-2a図 初職と現職 (男性)

初職 :技能職(147)

初耽 :事務職 (69)

初取 :技術職 (70)

初取 :営業職 (58)
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男性では､現職でも初職と同じ職種を経験している者が多くなっている｡その比率

がもっとも低いのは初職が営業職であった者で､現職でも営業職に就いている者は半

数程度であり､4割近くの者が事務職に就いている｡また､女性については､現職で

事務職に就いている者がかなり多くなっている｡初職が事務職であった者の9割ほど

が現職でも事務職に就いているのをはじめ､その他の職種でも半数程度が事務職-と

流入していることがわかる｡このように､入職時と調査実施時という2時点間の職務

内容を単純に比較してみると､男性では､初職が営業職であった者で事務職への流出

が若干多くなっているが､ほぼ全職種で初職と同じ職務内容に就いている者が多 く

なっており､現職が初職によってかなりの程度方向付けされたものであることがわか

る｡これに対して女性では､初職がいずれの職種でも現職で事務職に就いている者が

多くなっているという傾向が見られ､男性とは異なり､初職による方向付けが事務職

-と収赦していくものとなっているということができるであろう｡

(2)経験した異動の回数

それでは､初職から現職に至るキャリア蓄積の過程において､それぞれのサンプル

は同一企業内で何回程度の異動を経験しているのであろうか｡経験した異動の回数

を､勤続年数の別に図示してみる (第3-3a図と第3-3b図)と､男性では､勤

続年数が5年未満の者の約半数が異動の経験を有していないが､勤続年数が長期化す

るにしたがって異動回数も多くなる傾向がはっきりと見られる｡これに対して､女性

は､同じ勤続年数であっても男性より異動回数が少ないということに加え､勤続年数

の長期化にともなう異動回数の増加も男性より鈍いということを指摘することができ

る｡とはいえ､男女ともに異動回数では0回 (経験した職務は1つ)から1回 (経験

した職務は2つ)､勤続年数では10年未満 (男性では15年未満)のサンプル数が多く

なっており､初期キャリアの形成途上にある者がかなり含まれているということがで

きる｡

続いて､その異動がいかなる内容 ･理由によるものであるのか見てみる (第3-4

a図と第3-4b図)｡異動回数が複数になれば異動の内容も複数になるため､異動

の内容については､配置転換のみで異動を経験してきた者､配置転換に加え､昇進に

ょっても異動を経験してきた者､そして出向亘転籍による異動を経験してきた者､の

3つのタイプに類型化している｡
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第3-→3a図 異動回数と勤続年数 (男性)

5年未満(171)5年以上(215)10年以上(178) 15年以上(58) 20年以上(30)

'''''̀;‥;‥岳‥;‥;‥‥̀‥: 奉∴'∴;:;:由 蘇豆軒筆''由;;適 *

第3-3b図 異動回数と勤続年数 (女性)

loo‰

5年未満(153) 5年以上(113) 10年以上(60) 15年以上(10) 20年以上 (8)
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(人数)

1回 (112)

2回 (33)

3回 (18)

4回 (13)

5回以上 (7)

第3-4b図 異動の内容と回数 (女性)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

異動回数が1回である場合､男女ともに配置転換のみによる異動がかなり多くなっ

ている｡女性では､異動回数が2回以上になるとサンプル数が急激に少なくなってし

まうが､男性よりも女性の方が配置転換による異動が多くなっているということを指

摘することができる｡

(3) 職務の内容からみた職業キャリアのパターン

ここでは､個々人が積み上げてきたキャリアを職務の内容から類型化してみよう｡

その上で､職業キャリアの蓄積のパターンが､学歴や初職ごとに見た場合に､いかな

る特徴を有しているのか記述する｡ここからほキャ1)ア形成のパターンが検討の課題

となるため､･企業内での異動を1回以上経験している者､740名 (男性 :507名､女

性 :233名)に分析の対象を限定する｡

企業内職業キャリアの類型化は､まず､分析対象者を初職と現職が一致している者

とそうでない老とに分類し､さらにその2つの群それぞれについて､初職と現職以外

の職種に就いた経験を有しているかどうかで分類することによって､初職から現職ま

で一貫して同じ職種に就いている ｢Ⅰ型 (スペシャリスト型)｣､初職と現職は一致し

ているが､それら以外の職種に就いた経験も有している ｢Ⅰ型 (初職復帰型)｣､初職
と現職は一致していないが､初職と現職以外の職種に就いた経験は有していない ｢Ⅲ

型 (現職開拓型)｣､そして､初職と現職が一致しておらず､さらに初職と現職以外の

職種に就いた経験も有している｢Ⅳ型 (ジェネラ1)スト型)｣という4つのパ ターンに
分類した｡このキャリアパターンの類型化の方法と4つのタイプについて図示したも
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のが第3-5図である｡

(｢注｣このようにして分類されたキャリアパターン別の人数を性別ごとに見てみ

ると､性別を問わず､圧倒的に Ⅰ型 (定着型)に分類される者が多く､Ⅰ型 (初職復帰

型)やⅣ型 (ジェネラリスト型)に分類される者がかなり少なくなっている｡これは､

経験した異動回数が 1回だけという者が多いために､キャリアの分化が明確な形であ

らわれてくる段階にまで達していない可能性があることや､このキャリアパターンの

分類では､異動回数が 1回､つまり初職と現職しか経験していない者はⅠ型とⅣ型に

分類され得ないことなどと関係があるものと思われる｡)

第3-5図 キャリアパターンの分類

初職と現職以外の職種 初職と現職以外の職種

を経験していない を経験してしこる

初職と現職が一致 Ⅰ 型 Ⅱ .型

している (スペシャリ.スpト型) (初職復帰型)

初職と現職か一致 血 型 Ⅳ 型

していない (現職開拓型) (ジュネラ-1)ス ト型)

(4)キャリアパターンと諸属性

以下では､先に分類した企業内の職業キャ1)アのパターンと年齢､学歴などといっ

た諸属性との関連について検討していくことにしたい｡まず､学歴ごとにキャリアパ

ターンの比率を示したものが第3-6a図と第3-6b図である｡

男性については､高校卒業者を基準にして考えると､大学卒業者の場合､ Ⅰ型 (ス

ペシャリスト型)の比率が小さく､Ⅲ型 (現職開拓型)の比率が高くなっている｡こ

れに対して､女性では､同じように高校卒業者を基準にして考えると､高専 ･短大卒

業者については高校卒業者とほとんど変わらない比率の構成になっている｡

続いて､キャリアパターンと初職との関連について検討していく｡第3-7a~図と

第3-7b図は､初職ごとにキャリアパターンの構成比率を図示したものである｡
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第3-6b図 学歴とキャリアパターン (女性)
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まず男性について見てみると､初職が技術職であった者で Ⅰ型 (スペシャリス ト

型)に分頬される者の比率がもっとも高くなっており､技能職や事務職では6割程度

になっている｡これに対して､営業職では､ Ⅰ型の比率がかなり低くなっていること

に加え､i型よりもⅢ型 (現職開拓型)に分類される者の比率の方が高くなっており､
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他の3つの職種とは異なった傾向を有している｡また女性については､初職が事務職

であった者の大半がそのまま事務職に定着していること､技能職や営業職であった者

でⅠ型よりもⅢ型がかなり多くなっていること､といった男性とは異なった特徴が見

られる｡なお､図表は示していないが∴ここで初職が営業職でⅢ型に分類されている

男性と､初職が技能職や営業職でⅢ型に分類されている女性の多くは､現職として事

務職に就いている｡

哀JP:;普 軽元塾弐葡#:'銀線塾巨藻幸ii幸

第3-7b図 キャリアパターンと初職 (女性)

塗I-:I:-.:I:A:●:I.:;‥;‥;=;::.-:二代‥;ラ;ヤ;=;. :■
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3.企業内職業キャリアと職務に関する知識 ･技能の習得

本節では､企業内職業キャリアと職務に関する知識 ･技能の習得との関係について分

析する｡分析に先立ち､3節 1項では､2節で類型化された職種間での､職務の異動 ･

非異動に基づくキャリアパターン (以下 ｢職種キャ1)アパターン｣)とは別に､職務経験

の連続性に基づくキャ1)アパターン (以下 ｢連続性パターン｣)の類型化を行う｡つづい

て3節2項では､これらの2種類のキャ1)アパターンと職務に関する知識 ･技能の習得

方法の関連を明らかにする.そして最後に3節3項で､これらのキャ1)アパターンと学

習態度の関連を検討する｡(以下の分析では､キャリアパターンとの関連が問題となる

ため､1回以上の異動を経験しているもの740名が､分析の対象となる｡)

(1) 連続性パターンと諸属性

本調査では､職務の推移にと.もない､前職の経験が当該の職務にとって役に立った

かどうかを尋ねている｡(選択肢 :｢非常に役に立った｣｢ある程度役に立った｣｢あま

り役に立たなかった｣｢全く役に立たなかった｣) そこで本項では､以上の質問項目

をもとに､職務経験の連続性にもとづく新しいキャ1)アパターンを頬型化し､これと

諸属性との関連を検討する｡

経験したすべての異動に関して､前職経験が ｢非常に役立った｣もしくは ｢ある程

度役だった｣を選んだものを ｢連続一貫型｣､逆にすべての異動に関して ｢あまり役に

立たなかった｣もしくは ｢全く役に立たなかった｣を選んだものを 十非連続一貫型｣

とする｡また ｢連続 ･非連続混合型｣は､異動の中で役に立った異動と役に立たな

かった異動の2種類を経験したものとなる｡(2項以降の分析では､｢非連続一貫型｣

と ｢連続 ･非連続混合型｣をあわせて､｢非連続塑｣とする｡)

以上の職務経験の連続性にもとづく3つのパターンと性別との関係を示したものが

第3-8図である｡

まず男性については､｢連続一貫型｣が7割とかなり大きい｡逆に ｢非連続一貫型｣

は1割未満で､職務の推移における連続性の高さがうかがえる｡女性も ｢連続一貫型｣

に分類されるものが6割と高い値を示すが､｢非連続一貫型｣に分類されるものは､男

性のおよそ3倍存在する｡
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第3-8図 連続性キャリアパターンと性別

男性(375)

女性(161)

71 ｣2什
:汚称:憩

23

0% 20% 40% 60% 80%

田連続一貫型 田非連続一貫型 ロ連続.非連続混合型

100%

次に職務経験の連続性キャ･リアパターンと学歴との関連を検討する｡(第3-9a

図と第3-9b図)以下ではサンプル数の関係から､男性については高校卒業者と大

学卒業者を､女性については高校卒業者と高専 ･短大卒業者を中心にみていく｡

.まず男性についてみていくと､高校卒業者と大学卒業者はともに ｢連続一貫型｣が

7割前後と連続性がともにかなり高く､学歴による違いはほとんどない｡しかし女性

に関しては､高校奉業者で ｢連続一貫型｣に分類されるものが目立って少なくなって

いる｡

第3-9a図 連続性キャリアパターンと学歴 (男性)

高校 (191)

高専･短大 (23)

大学 (128)
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Eg連続一貫型 BB非連続一貫型 口達続･非連続混合型
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第3-9b図 連続性キャリアパターンと学歴 (女性)

高校 (93)

高専.短大 (39)

大学 (18)

59 丁26 15

21 回書･三:;‥;‥
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

団連続一貫型 口非連続一貫型 日連続･非連続混合型

次に連続性キャリアパターンと初職との関連について検討する｡(第3-10a図と

第3-10b図)

まず男性についてみていくと､技術職が8割弱と ｢連続一貫型｣がもっとも多く､

営業職がその次に大きな値をとる｡技能職と事務職では､この値が若干少なくなって

いるが､それでも7割近くは ｢連続一貫型｣に分類される｡女性に′ついては､技能職

と営業職で ｢連続一貫型｣が少なくなっている｡また事務職では ｢非連続一貫型｣が

他職と比べて少なくなっている｡

第3-10a図 連続性キャリアパターンと初職 (男性)

技能職(148)

事務職 (74)

技術職 (73)

営業職 (56)

7 ∴24:::-

12 :ミ:22:.;

､ ･19∴
零!『脚 笥

≡……………

0% 20% 40% 60% 80% 100%

田連続一貫型 田非連続一貫型 口連続･非連続混合型
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第3-10b図 連続性キャリアパターンと初職 (女性)

技能職(34)

事務職 (71)

技術職 (25)

営業職 (21])

32 -12三.:
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

田連続一貫型 史非連続一貫型 口連続･非連続混合型

最後に連続性キャ1)アパターンと2節の職種キャ1)アパターンとの関連について検

討する｡(第3-11a図と第3-11b図)以下サンプル数の関係上男女ともに Ⅰ型 (ス

ペシャリスト型)Ⅲ型 (現職開拓型)を中心に取 り上げる｡

第3-11a図 連続性キャリアと職務キャリアパターン (男性)

Ⅰ型(195)

Ⅱ型(32)

Ⅲ型(110)

Ⅳ型(19)

74 17

28
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第3-11b図 連続性キャリアと職務キャリアパターン (女性)

Ⅰ型(84)

Ⅱ型(8)

Ⅲ型(55)

Ⅳ型(1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国連続一貫型 臼非連続一貫型 口達続･非連続混合型

まず男性についてみていると､ Ⅰ型とⅢ型で ｢連続一貫型｣に分摸されるものがと

もに7割をこえている｡また ｢非連続一貫型｣に分摸されるものは1割に満たない｡

このことはⅢ型で､初職と異なる職種を経験している場合でも､その職務の連続性が

Ⅰ型とほぼ同程度に保持されていることをしめしている｡しかし女子に関しては､Ⅲ

型では Ⅰ型と比較して ｢連続一貫型｣が少なく､｢非連続一貫型｣の値が大きくなって

いる｡以上のことから､職種キャ1)アパターンとしてのⅢ型のもつ意味が､性別によ

り異なっているのではないかと考えられる｡

(2) 企業内職業キャリアと職務知識 ･技能の習得方法

本調査では 異動のたびに当該の職務の知識 ･技能の習得にもっとも有効であった

方法を尋ねている｡(選択肢 :｢OJT｣､｢会社や業界内での研修｣､｢自己学習｣)そ

こで本項では､この質問項目をもとに､企業内職業キャリア (職種キャリアと連続性

キャリア)と職務知識 ･技能の習得方法との関係についてみていく｡

まずはじめに､職務の推移にともなう職務知識 ･技能の習得方法のあり方を､以下

の7つのパターンに分類する｡職務の異動に関わらず､すべての場合で ｢OJT｣が

有効であると答えたものを ｢OJT一貫型｣ とする｡(｢研修一貫型｣､｢自己学習一貫

型｣も同様｡) 次に､ある職務では ｢OJT｣が有効であると答え､別の職務では

｢研修｣が有効であると答えたものを ｢OJT･研修混合型｣ とする｡(｢OJT･自

己学習混合型｣､｢研修 ･自己学習混合型｣､｢三種混合型｣も同様)
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性別ごとに､職種キャリアと習得方法との関係をまとめたものが第 3-12図であ

る｡この図から男女ともに ｢OJT一貫型｣､｢研修 ･OJT混合型｣｢自己学習 ･OJ

T一貫型｣が多く､企業内での職務に関する知識 ･技能の習得にOJTが重要な役割

を果たしていることがわかる (3)｡男性については､Ⅰ型で ｢OJT一貫型｣に分摸さ

れるものが特に多くなっている｡Ⅲ型でも ｢OJT一貫型｣に分類されるものの数は

もっとも多いが､その値は Ⅰ型と比較してかなり少なくなっており､｢研修∴ OJT

混合型｣｢自己学習 ･OJT一貫型｣｢三種混合型｣などが多くなっている｡女子につ

いてもほぼ同様で､ Ⅰ型で ｢OJT一貫型｣がⅢ型よりも若干多 く､その分Ⅲ型で

｢研修 ･OJT混合型｣が多くなっている｡

第3-12図 職種キャリアと習得方法 (性別)

男性Ⅰ型(189)

男性Ⅲ型(109)

女性 Ⅰ型(73)

女性Ⅲ型(54)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

田oJT-一貫塾 由研修.oJT混合型 ロ自_己学習..OJT混合型 田三種混合型

次に性別ごとに､連続性キャリアと習得方法との関係を検討する｡(第3-13図)

ここで用いている非連続型とは､職務の推移の中で､一度でも連続性のない異動

を経験したものをさし､1項の非連続一貫型と連続 ･非連続混合型をまとめたもので

ある｡まず男性についてみると､｢OJT一貫型｣､｢研修 ･OJT混合型｣｢自己学習

･oJT一貫型｣などが多く､連続型と非連続型の間に大きな違いはない｡女性につ

いては､連続型で ｢OJT一貫型｣に分類されるものが多くなっている｡非連続型で

はこの値が小さく､十自己学習一貫型｣が多くなっている点が特に注目される｡

以上の分析で､男性に関して､習得方法は連続性キャリアの間では大きな違いはな

く､職種キャリア間で大きく異なることがわかった｡そこで最後に男性について､初
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職ごとに､職種キャリアと習得方法との関係を検討する｡(第3-14図)

第3-13図 連続性キャリアと習得方法 (性別)

男性連続型 (247)

男性非連続型(105)

女性連続型 (85)

女性非連続型(51)

47 9 65 8章7.

萱.妻 12 24 5 5

iSjijii;:詰jijiiijSjSjSjijSjijSilS43 ㌍ 喜EEl 14 0 10む .4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

包oJT-貫型 囲研修.oJT混合型 E3自己学習.oJT混合型 E3三種混合型

第3-14図 職種キャリアと習得方法 (初職)

技能 Ⅰ型(78)

事務 Ⅰ型(39)

技術Ⅰ型(47)

営業 Ⅰ型(21)

技能Ⅲ型(46)

事務Ⅲ型(17)

技術Ⅲ型(16)

営業Ⅲ型(19)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

E3oJT-貫型 履研修..oJT混合型 E]自己学習.oJT混合型 白三種混合型

まず Ⅰ型についてみていくと､技術職と営業職で ｢OJT一貫型｣が多く､事務職

と技能職ではこれよりも若干少なくなっている｡Ⅲ型に関して､技能職､事務職､営

業職では､｢OJT一貫型｣は少なく､｢研修 ･OJT混合型｣｢自己学習 ･OJT一貫

型｣｢三種混合型｣などが多くなっている｡しかし技術職では､Ⅲ型においても ｢OJ
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T一貫型｣が高くなっている｡(ただしⅠ型の営業職とⅢ型の事務職､技術職､営業職

は､かなりサンプル数が少なくなっているため､結果の解釈には注意が必要である｡)

(3) 企業内職業キャリアと学習態度

本調査では､異動のたびに当該の職務に関して､自己学習をしたかどうかについて

も尋ねている｡(選択肢 :｢かなり学習した｣｢ある程度 した｣｢あまりしなかった｣

｢ほとんどしなかった｣)本項では､この質問項目をもとに､2種類のキャリアパター

ンと学習態度の関連についてみていく｡

まずはじめに､職務の推移にともなう学習態度のあり方を､以下の三つのパターン

に分類する｡自分が経験したすべての職務に関して､｢かなり学習した｣もしくは ｢あ

る程度学習した｣と答えているものを ｢学習一貫型｣ とする｡逆にすべての職務に関

して､｢あまりしなかった｣｢ほとんどしなかった｣ と答えているものを '｢非学習一貫

型｣とする｡最後に､ある職務では ｢かなり学習した｣｢ある程度学習した｣と答え､

別の職務では ｢あまりしなかった｣｢ほとんどしなかった｣と答えた､2種類の回答が

混在しているものを ｢学習 ･非学習混合型｣ とする｡

まずはじめに､性別ごとに職種キャリアと学習態度との関連を検討する｡(第 3-

15図)

第3-15図 職種キャリアと学習態度 (性別)

男性Ⅰ型(188)

男性Ⅲ型(109)

女性 Ⅰ型(72)

女性Ⅲ型(55)

18

46 12 42

28

～ 27

0% 20% 40% 60% 80% 100%

田学習一貫型 中非学習一貫型 臼学習･非学習混合型
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まず男女の傾向を比較すると､男性の方が学習一貫型が多くトかつ非学習一貫型が

少ないと言うことがいえるY.次に男性についてみると､学習態度に関しては､職種

キャリア間であまり大きな違いはない｡女性についてみると､Ⅲ型では Ⅰ型よりも

｢学習一貫型｣に分類されるものがかなり少なくなっている｡しかし ｢非学習一貫型｣

の割合は､ Ⅰ型とⅢ型であまり差はない｡

次に連続性キャリアと学習態度との関係を､性別ごとに検討する｡(第3-16図)

男性については､連続型では､｢学習一貫型｣が5割を越えているが､非連続型では

｢学習一貫型｣はその半分以下となっている｡女性に関しては､非連続型で ｢学習一

貫型｣に分摸されるものは､連続型の半分以下となっている｡また ｢非学習一貫型｣

に分類されるものも､連続型より多くなっている｡

第3-16図 連続性キャリアと学習態度 (性別)

男性連続型(248)

男性非連続型(105)

女性連続型 (85)

女性非連続型(50)

':iBEi::竪講:; 18 三;二三.57::::S::::::::粥:

…………妻

0% 20% 40% 60% 80% 100%

田学習一貫型 口非学習一貫型 口学習･非学習混合型

これまでの分析で､男性に関して､職種キャリア間で学習態度に大きな違いはない

が､連続性キャリア間では大きく異なることがわかった｡そこで最後に､男性につい

て､初職ごとに連続性キャリアと学習態度との関係をみてみる｡(第3-17図)

まず連続型についてみると､技術職と営業職で ｢学習一貫型｣の割合が多く､｢非学

習一貫型｣の割合が少なくなっている｡技能職と事務職では､｢学習一貫型｣が技術

職､営業職より少なく､特に事務職では ｢非学習一貫型｣の割合が多くなっている｡

非連続型については､技術職で､｢学習一貫型｣が極端に少ない点と､技能職､営業職
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で ｢非学習一貫型｣が多くなっていることが注目される｡(ただし連続型営業職と非連

続型､事務職､技術職､営業職については､サンプル数が少なくなっているので､結

果の解釈には注意が必要である｡)

第3-17図 連続性キャリアと学習態度 (初職)

技能連続型 (94)

事務連続型 (47)

技術連続型 (54)

営業連続型 (38)

技能非連続型(46)

事務非連続型(23)

技術非連続型(17)

営業非連続型(14)

4.まとめと補論

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ea学習一貫型 口非学習一貫型 E3学習.非学習混合型

(1) ま と め

これまで得られた知見を簡単にまとめよう｡ 2節 1項では､事務職と営業職では勤

続年数が長いはど異動回数が多くなる傾向がみられるが､技能職と技術職にはそのよ

うな傾向はみられないことなどが示された｡

2節 2項では､大卒は最初に経験する職種とは異なる職種-の異動を経験すること

(｢現職開拓型｣キャリア)が相対的に多いのに対して､高卒では入職以来同一の職種

に従事する ｢スペシャリスト型｣のキャリアを歩む者が相対的に多いなど､職種経験

のパターンが学歴や性別などによって異なることが明らかにされた0

3節 1項では､仕事経験の蓄積過程における連続性の有無という観点からパターン

を分類し (｢仕事経験の連続性パターン｣)､それぞれのパターンごとに特徴を検討 し

た｡男性の場合､｢スペシャリス ト型｣のキャリアを歩む者と ｢現職開拓型｣のキャリ

アを歩む者とのあいだでは､｢仕事経験の連続性｣という点に関してほとんど違いが
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みられないことが明らかになった｡

3節 2項では､職務の遂行に必要な知識や技能の習得方法に関して検討した｡｢ス

ペシャリスト型｣のキャリアを歩む者は､職務遂行に必要な知識や技能をもっぱらO

JTを通じて習得すること (｢OJT一貫型｣)が多いのに対して､｢現職開拓型｣̀ の

キャリアを歩む者では ｢OJT一貫型｣が減り､OJTに加えてOf∫-JTも重要

性をもっていること (｢OJT･研修混合型｣)が示された｡

3節3項では､仕事経験が連続的に貯蓄されてきたと答える者は､異動があるたび

に必要な知識 ･技能を取得するために自発的に学習を行ってきた場合が多いという傾

向が明らかにされた｡

(2) 補論 :職業能力形成と自己学習

最後に補論として､個人の自発的な学習 (自己学習)が職業能力の形成に果たして

いる役割について､試論的に検討してみよう｡

人的資本論は､労働力の質が教育によって向上するという前提のもとに理論構成さ

れている｡この理論的前提の妥当性の実証は､通常､労働力の質を反映するという仮

定の下での ｢賃金｣(従属変数)を､独立変数としての ｢就学年数｣(学校教育の効果)

と ｢労働経験年数｣(入職後の訓練効果)によって回帰させる方法でおこなわれる｡

われわれの調査の目的は､個人が入職後に自発的に行っている学普 (自己学習)が

職業能力の形成に果たしている位置をとらえることにある｡そこで､｢自己学習｣の度

合を示す変数をモデルに組み込んで分析してみた｡分析の対象は転職経験のない民間

企業勤務者1,131名 (男性728名､女性403名)である｡この分析に用いたモデルと､そ

の結果は以下に示す通 りである｡

モデル InY-ao+ale+a2t+ ast2+a4S

回帰表 a2 al a3 a4

男子 0.051** 0.080** -0.002** 0.082**

女子 0.053** 0.065** -0.002** 0.059

**:七億が1%水準や有意 *:七億が5%水準で有意

y-年収 e-就学年数 t-労働経験年数

S-自己学習度 (自己学習をした職務数/経験した職務数)
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上に示した回帰表から､男子では､｢自己学習｣が ｢賃金｣に対して有意に正の影響

を与えていることがわかる｡｢自己学習｣-.i業務を離れたところで個人が自発的にお

こなっている学習だから通常は把握されにくいし､賃金の査定の材料妃用いられてい

ることも少ないであろう｡にもかかわらず､それが職業能力の形成に実質的な役割を

ある程度果たしているとすれば､｢自己学習｣をどのように評価すべきかが問題とし

て取り上げられていく必要があろう｡

(注)

(1)本調査の職種に関する質問項目で用いている19職務のカテゴ1)-のうち､｢機械操作 ･組立｣､｢保

守 ･修理｣､｢製品検査｣､｢運搬 ･搬送｣､｢その他の技能職｣の5職務を 『技能職』､｢経理 ･財務｣､

｢人事 ･労務､総務｣､｢企画 ･調査､広報 ･宣伝｣､｢購買 ･外注､輸出入など｣､｢その他の事務職｣

の5職務を 『事務職』､｢製品開発 ･設計｣､｢製造技術｣､｢基礎研究｣､｢ソフトウェア開発 ･情報サー

ビス｣､｢その他の技術職｣の5職務を 『技術職』､｢販売｣､｢顧客サービス･セールスエンジニア｣､

｢その他の営業職｣の3職務を 『営業職』､そして ｢その他｣を 『その他の職』にまとめた職種を用い

ている｡

(2) ここで用いている異動内容別のパターンは､以下のようにして分類した｡本調査における異動内

容に関する質問項目では､｢転職｣､｢転籍｣､｢出向･出向先からの復帰｣､｢配置転換 ･社内異動｣､

｢昇進｣､｢その他｣の6項目から選択することになるが､まず､異動内容を ｢配置転換 ･社内異動｣､

｢昇進｣､｢転籍 ･出向 (転籍､出向･出向先からの復帰､その他)｣の3種類にまとめた｡そして､1

回以上の異動を経験している者の中で､異動内容に ｢転籍 ･出向｣が含まれている者を ｢転籍 ･出向

経験者｣に分類し､それ以外の者で ｢昇進｣が含まれている者を ｢配置転換+昇進｣に分類した｡し

たがって､｢配置転換のみ｣に分類されたのは､｢転籍 ･出向｣と ｢昇進｣による異動を経験したこと

がない老だけである｡

(3) ただし､職務1(初職)から職務2､3･･･とキャリアを重ねる中で､有効であるとされる修得方法

の変化をみた場合､｢OJT｣が有効であるとするものは6割前後と確かに多いが､その値は減少し

ている｡逆に職務1では､｢自己学習｣を有効とするものはもっとも少ないが､その後上昇している｡

これらのことから､キャリアがすすむにつれて ｢OJT｣に替わり ｢自己学習｣の重要性が増すことが

わかる｡

職務知識 ･技能の習得方法の変化 (男性)

職務 1 職務_2 職務3 職務4 職務5 職務6 職務 7 職務8 職務9 職務10 職準11 職務12

自己学習 12.3 14.6 21.8 ll.9 19.7 28.9 31.3 33.3 50 0 0 0.
研 修 20.5 1ケ._1 17.3 22.4 15.5 ■10.5 12.5 0 0 0 0 0
OJ T 67.2 68.3 60.9 ■65.7 64.8 60.5 56.3 66.7 50 100 100 100
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補論 :賃金関数と学習

ここでは､.職務に対する学習態度が賃金に影響を及ぼすのかどうかをごぐ簡単転分析するo

る､転職経験のない 1,131名 (男性 728名女性 403名)である.

回帰表

_以上の S t t2 SS R2 えて

男 性 モデル1 **0.044 **0.032. **0.087 0.38.0

モデル2 **0.051 **0.080 **-0L.002 **0.082 0.54

女 性 モデル1 *≠0.~04-1 **0.027 **0.069 0.250

モデル2 **0.053 **0.065 **-0.002 0.059 0.305

**:七億が1%水車で有意 *-:七億が5%水準で有意
y:年収 S :就学年数 t:労働経験年数

SS:自己学習度 (自己学習をした職務数/経験した職務数)

回帰表から男性においては､自己学習をすることが賃金に十で有意な影響督

いることがわかる.女性に商してはモデル1については5%水準で有意であるが､モデル2
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第4章 学習ニーズとキャリア展望

前章まででは､調査時点までのキャリアと学習歴を検討した｡それでは､彼らはどの

ようなキャリア展望を持ち､どのような学習ニーズを持っているのだろうか｡この章で

は､職業キャリア展望と今後の学習ニーズに関しての考察を行う｡

1.学校における学習経験の評価

はじめに､今までの学校における学習経験の評価を見てみよう｡第4-1図は､現在

の仕事を一人前に遂行するのに必要な知識のうち､学校で学べる知識はどの段階で得ら

れるかの問いに対しての意見を学歴別に見たものである｡一般的には､それぞれの最終

学校での知識が必要との意見が最も多く､職務と学校で学ぶ知識との間の機能的な対応

があると考えられていることがわかる｡ただし､女性の短大 ･高専卒では短大 ･高専と

の回答よりも高校段階との回答の方が9.8%上回っており､特に女性において短期大学

で得られる知識の職務上の有効性が問われていることがわかる｡また､大学卒と女性の

短大 ･高専卒との間では､仕事遂行の知識は学校教育とは無関係との回答が4分わ1を

越えており､これら高等教育卒業者の職業上の知識は､少なくとも直接的には職場等､

学校以外の場で獲得されていると考えられる｡なお､大学院卒については学校教育とは

無関係との回答は13.6%と少ないものの､知識が得られる場所として大学院との回答よ

りも大学との回答の方が9.1%上回っており､大学院での知識が仕事遂行に直接求めら

れない職場も多いことが伺われる｡

第4-1図 仕事遂行に必要な知識の得られる学校段階
男性

大学院(n=22)

大学(n=267)
尊
称
;j
｣
雑
件

短大･高専(n=51)

専門･専修学校･職業訓練校

(n=55)

高校(n=459)

0% 10% 20% 30% 40% 50%ゝ 60% 70% 80% 90% 100%
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大学(nコは)

門専

尊
称
;+
｣
雅
称

短大･高専(n=102)

専修学校･職業訓練校

(n=24)

高校(n=2-52)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

田中学校 ■高校 口専門･専修学校 E3短大･高専 ■大学 田大学院 E3学校教育とは無関係

それでは､学校教育の職業教育に対する効果としてほ､具体的にはどのようなことが

考えられるのだろうか｡第4-2図は､学校での教育がこれまでの職業生活の中でどの

ように役に立ってきたかについて､｢役だった｣を2点､｢まあ役だった｣を1点､｢どち

らともいえない｣を0点､｢あまり役立ってない｣を-1点､｢役立っていない｣を-2

点として､卒業学校別に平均を算出したものである｡これをみると､男性の場合､高校

卒の間では ｢職場の人間関係への適応｣｢人脈のひろがり｣｢職務に必要な知識 ･技能の

獲得｣に関する満足度は中程度だが ｢仕事の選択の幅｣｢よりよい地位を得ること｣に関

する満足度は低い｡これに対し､専門 ･専修学校､高専 ･短大卒においてほ ｢職務に必

要な知識 ･技能の獲得｣についての満足度は高く､｢仕事の選択の幅｣でやや満足度が高

い他は､高専 ･短大卒においては ｢人脈のひろがり｣と ｢よりよい地位｣､専門 ･専修学

校卒においてほ ｢よりよい地位｣についての満足度が低い｡大学卒は全般に満足度がや

や高いのが特徴で､｢仕事の選択の幅｣に関する満足度が最も高い｡大学院卒は､パター

ンとしては短大 ･高専､専門 ･専修学校卒と似ており､｢職務に必要な知識と技能｣､｢仕

事の選択の幅｣についての満足度が高い｡

女性の場合､高校卒と短大 ･高専卒は男性の高校卒とほぼ同じパターンをとっている

が全体的に男性の高卒よりも満足度は高く ｢職場の人間関係｣｢人脈のひろがり｣｢職務

に必要な知識と技能｣の満足度がやや高くなっている｡これに対し､専門 ･専修学校卒

の満足度は男性のそれとは異なるパターンを描いており､｢職場の人間関係-の適応｣

｢職務に必要な知識 ･技術｣｢人脈のひろがり｣の3項目において学校段階間で最も満足

度が高く､｢よりよい地位｣についての満足度はやや低いが､高校や高専 ･短大卒よりは

高い値を示している｡一方､大学は男性とほぼ同じパターンで､｢仕事の選択の幅｣に閑
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する満足度が最も高い｡

第4-2図 学校教育の職業生活での役立ちかた (卒業学校別)

一役に立っていない 役に立った一

一1 -0.5 0 0.5 1 1.5

職場の人間関係に適応する

人脈のひろがりを得る★★★

職務に必要な知識や技能を満たす★★★

仕事の選択の幅をひろげる★★★

よりよい地位を得る★★★

職場の人間関係に適応する★

人脈のひろがりを得る

職務に必要な知識や技能を満たす★★

仕事の選択の幅をひろげる★★★

よりよい地位を得る★★★

4 高校 ◆ 専門 ･専修学校 ▲ 高専 ･短大 昏大学 ◆ 大学院

★は10%,★★は5%,★★★は1%水準で有意

これに対し､第4-3図は､学校教育の職業生活で役立った学校段階別に見たもので

ある｡男性では､｢中学｣と答えたものは ｢職場の人間関係-の適応｣｢人脈のひろがり｣

に関する満足度は中程度だが､｢職務に必要な技能を満たす｣｢仕事の選択の幅｣｢よりよ

い地位｣-の満足度は低い｡｢高校｣ と答えたものは､｢よりよい地位｣-の満足度は低

いものの､その他の項目に関してはある程度の満足度が得られている｡これに対し､｢専

門 ･専修学校｣ との回答者は ｢職場に必要な知識や技能｣七の満足度が ｢高校｣並みに

やや高い 他は､いずれの満足度も ｢高校｣を下回る｡｢短大 ･高専｣は､｢職務に必要

な知識や技能｣で満足度が極めて高く､｢仕事の選択の幅｣で ｢高校｣並みである他は､

やはり ｢高校｣を下回る｡｢大学｣との回答者は､｢職場の人間関係に適応｣の満足度が

｢高校｣を下回る他は､いずれも ｢高校｣を上回る満足度で､しかも ｢高校｣とほぼ同じ

パターンである.｢大学院｣との回答者は､｢短大 ･高専｣のパターンとほぼ同じで､｢専

門 ･専修学校｣のパターンに近い｡なお､｢学校段階と無関係｣は､いずれの項目でも満

足度が低い｡
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これに対し､女性では､いずれの段階の回答者も､｢職場の人間関係に適応｣'が男性よ

りやや高く､しかも学校段階で有意な差が見られないというのが第一の特徴となってい

る｡女性の場合､｢大学｣をのぞく各学校段階回答者の回答パターンは比較的似通ってお

り､｢専門 ･専修学校｣で ｢職務に必要な知識や技能｣-満足度が ｢高校｣並みに高く､

｢短大 ･高専｣で ｢仕事の選択の幅｣-の満足度が高い他は､満足度は ｢職場の人間関

係｣≧｢人脈のひろがり｣≧ ｢職務に必要な知識や技能｣≧ ｢仕事の選択の幅｣≧ ｢より

よい地位｣となっており､能力や出世よりも人間関係や人脈-の効果に対する満足度が

高くなっていることが特徴である｡また､役に立った学校段階別では ｢短大 ･高専｣≒

｢高校｣≧ ｢専門 ･専修学校｣≧ ｢中学｣≧ ｢無関係｣となっている｡なお､女性の ｢大

学｣と答えたもののパターンは男性の ｢大学｣に比較的近く､｢職務に必要な知識や技

能｣｢仕事の選択の幅｣の満足度は､男性を上回る高いものとなっている｡

第4-3図 学校教育の職業生活での役立ちかた (役立った学校段階別)

一役に立っていない 役に立った一

一1 -0.5 0 0.5 1

職場の人間関係に適応する★★★

人脈のひろがりを得る★★

職務に必要な知識や技能を満たす★★★

仕事の選択の幅をひろげる★★★

よりよい地位を得る★★★

職場の人間関係に適応する

人脈のひろがりを得る★

職務に必要な知識や技能を満たす★★★

仕事の選択の幅をひろげる★★★

よりよい地位を得る★★

昏 中学校 ◆ 高硬 ▲ 専門..専修学校 甘短大 ..高専､

★は10%,★★は5%,★★★は1%水準で有意
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2.仕事に役立つ資格

次に､職業に関連する資格について見てみよう｡現在仕事に役立っている主な資格 3

つを聞いた質問に対してほ､回答者から第4-1表に示したような多岐にわたる回答が

寄せられた｡このうち､回答者が10名以上のものについて､資格取得にあた り最も効果

的であった学習方法について回答させたものが､第4-4図である｡これを見ると､電

気動力車 (電車)操縦者､玉掛技能者､自動車整備士といった､大型の動力車 ･機械の

操作等の技能に関するものは､社内や業界内の研修 ･講習会が効果的と答えるものが多

いのに対 し､ワープロや実用英語､簿記といった事務系の資格にらいては自己学習や専

修 ･専門学校での学習が効果的との回答が多い｡特徴的なのは､普通自動車の運転免許

第4-1表 現在の仕事に役立っている主な資格

資格 人数 資格 人数
危険物取扱者 49調理師 7

電気工事士 45ガス溶接技能者 6
簿記検定 29特殊無線技士 _6
技能士 .29教員免許 6_
普通自動車運転免許 27大型2種免許 :5~
文書処理(ワープ ロ)能力検定(等) ~27工業標準化品質管理推進責任者 5
情報処理技術者(等) 20薬剤師 5

自動車整備士 20高圧ガス製造保安責任者 4

フォークリスト運転技能者 ･19特定高圧ガス取扱主任者 4

ボイラー技士 14電気主任技術者 4

珠算 14溶接技術者_.作美者(等). 4
-秘書技能検定(等) 13旅行業取扱主任者 4
衛生管理者- 12運行管理者 4
クレーン運転士 12看護士(棉) 4
玉掛技能者 12消防設備士 3

電気動力車操縦者運転免許 ll作業環境測定士 3
実用英語検定 10高圧力11ス販売主任者 3

工事担任者 8液化石油ガス設備士 . 3

有機溶剤作業主任者 7自動車検査員 3
ヘO.ン字検定 7宅地建物取引主任者 3

公害防止管理者/乾燥設備作業主任~者/酸素欠乏危険作業主任者/ガス 2資格5SIAスキーC級検定員資格/slAスキー準指導員資格/スキユ｢バダイビン 1
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と情報処理技術者で､ともに社内 ･業界内の研究 ･講習会が効果的だったと答えている

ものがほとんどおらず､これらがともに企業や業界を超えて通用する一般技能の側面が

強い能力資格ととらえられていることがわかる｡

第4-4図 資格取得のためのもっとも効果的な学習方法

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電車操縦者

玉掛技能者

自動車整備士

衛生管理者

フォークノフト

電気工事士

クレーン

技能士

ボイラー技士

危険物取扱者

ワープロ

実用英語検定

秘霊技能検定

普通運転免許

簿記検定

情報処理技術者

珠算

EZ3社内研修･講習会 岨業界内研修･講習会 E]専修･専門学校 田仲間との勉強会

包自己学習 団通信教育 田その他 田無回答

3.これからのキャリア展望

それでは､これからのキャリアについて､彼らはどのような展望をもっているのだろ

うか｡第4-5図はこれからのキャリア展望についての回答を年齢別に見たものだが､

男性はいずれの年齢においても ｢いろいろな業務を経験して､管理職として今の会社で

能力を発揮したい｣｢自分の専門性や特殊技能を活かして､専門職として今の会社で能

力を発揮したい｣｢地位や仕事にとらわれず､定年まで勤め上げたい｣といった､いわゆ

る終身雇用志向が6割を超え､しかも年齢が上昇するにつれて高まる傾向がある｡これ
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ら3項目の内訳では､年齢が若いほど ｢専門職｣志向が強く､30歳代以上で ｢管理職｣志

向が強まる傾向が見られる他､どの年齢においても2割前後の ｢地位や仕事にこだわら

ない｣勤続志向の層が見られる｡その一方､｢自分の専門性や特殊技能を活かして､いず

れ独立したい｣｢他社に転職したい｣といった独立志向 ･転職志向は､両社の合計が最大

となる20歳代後半においても18.1%にどどまる｡この両者の間では年齢が若いほど転職

志向､20歳代後半から30歳代前半において独立志向が高まる｡なお､男性の場合､｢特に

希望はなく､成 り行きにまかせる｣との回答は､最大となる24歳以下でも15.9%にとど

まっている｡

第4-5図 これからのキャリア展望 (年齢別)

40歳以上(n=52)

35-39歳(n=83)

30-34#(n=270)

25-29歳(n=293)

24歳以下(n=151)

35歳以上(n=35)

30-34*(n=56)

25-29歳(n=155)

24歳以下(n=193)

堰 +TJ-I

-=:!il-;::-::-I-.--::一 . :'ii-:i 詩;:

葺>義.L喜二三 二 二一 串 珂瑞方丈古:.:_:;:}i:_:.;:.;::_.::_3 ;:?:::::;:::::.. ･:.:.:.:,:.:.:.

ン:i
拝 呈安曇 ;串諾串;串諾串

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国管理取として現会社 ■専門取として現会社 □定年まで勤続 田専門技能生かし独立 II他社に転載 盟成り行き任せ

※男性は5% 水準､女性は 1% 水準で有意

これに対し､女性の最大の特徴は､各年齢において ｢特に希望はなく､成 り行きまか

せ｣との回答が3割を超えていることで､20歳代前半で38.3%､以下年齢が高まるとと
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もに減少し､35歳以上では31.4%となっている｡一方､｢管理職として今の会社｣｢専門

職として今の会社｣｢定年まで｣という終身雇用志向は全体として男子よりも低く､かつ

年齢差が激しい｡すなわち､24歳以下ではこの3着の回答の合計は37.3%にとどまる

が､35歳以上では62.9%に達する｡3着の内訳では､｢管理職｣志向は各年齢とも5%前

後の少数にとどまり､35歳以上ではゼロ､｢専門職｣志向は各年齢とも20%代前半で大き

な変化はない｡これに対し､｢地位や仕事にとらわれず､定年まで勤続｣との回答は､24

歳以下では9.8%と少数であるのが30-34歳では25.0%､35歳以上では42.9%と､30歳

代に入って急増する様子がわかる｡一方､｢専門性を生かして独立｣｢他社に転職｣ との

回答は､24歳以下では前者が9.8%､後者が14.5%と､約4人に1人は転職ないし独立を

考えていることになるが､これらは年齢の上昇とともに急速に減少し､35歳では両者と

も2.9%まで減少､現会社-の定着志向が急速に高まる様子が分かる｡いずれにしても､

大規模な ｢成 り行きまかせ｣層を抱え､管理職-のキャリア展望もなく､特に30歳代に

入ってからは転社 ･独立-の展望も閉ざされていく女性のあり方は､学習とキャリアと

の関係を考える上で､極めて重い意味を持つと考えられる｡

4.学習のニーズ

成人学習者の学習ニーズほどの程度あるのだろうか｡第4-6図は､年齢別に学習意

識を見たものだが､これをみると､男性､女性とも ｢機会と条件が整えば､再び学校で

学びたい｣との回答は､30歳代に ｢条件次第｣を含め約75%とピークを迎え､40歳以上

になると急速に減少する｡｢条件次第｣との回答を除くと､学びたいと思うとの回答は､

男性の場合24歳以下の34.9%から35-39歳の41.4%-と緩やかに増加するが､女性の場

合は､20歳代及び35-39歳が30%代後半なのに対し､30-34歳は58.9%と極端に多く､

この年齢が職業をもつ女性にとって自己のキャリア形成におけるクリティカルな時期で

ある様子がうかがえる｡
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第4-6図 再び学校で学びたいと思うか (年齢別)

40歳以上(n=55)

3 5 - 3 9 歳 (n = 8 7 )

30-3 4 歳 (n = 3 7 2 )

25-29歳(n= 2 9 9 )

24歳以下(n=149)

40歳以上(n=19)

35-39歳(n=16)

30-34歳(n=56)

25-29歳(n=156)

24歳以下(n=193)
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10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

包思う■条件次第 □思わない

一方､第4-7図は同じ質問を卒業学校別に見たものである｡｢条件次第｣を含めた回

答では､男女とも､学歴が高いほどほど再学習-のニーズは高い様子がうかがわれる｡

一方､｢思う｣という回答のみで見た場合､男性では高専 ･短大､専門 ･専修学校､高校

がそれぞれ30%代前半にとどまるのに対し､大学 ･大学院は約50%と､大卒以上と非大

卒との間に明らかに再学習-の意欲に差がある｡女子の場合は､専修 ･専修学校卒業者

の ｢思う｣との回答が58.3%と最も高く､ついで､大学)短大 ･高専)高校の順になって

いる｡
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第4-7図 再び学校で学びたいと思うか (卒業学校別)
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匠思うEl条件次第 □思わない

それでは､卒業学校によって､年齢による再学習意欲の推移に差があるのだろうか｡

第4-8図は､｢思う｣を1点､｢条件次第｣を0点､｢思わない｣を-1点として､男女

それぞれの卒業学校別に年齢による平均点の推移を見たものである｡なお､平均の差の

一元分散分析の結果､年齢グループ間の差は1%未満の水準で有意である｡また､サンプ

ル数の制約から､各カテゴリーに属する有効サンプルが10以上のもののみをプロットし

た｡

この結果を見ると､少なくともサンプルの多い男性については､大学卒と高校卒では

再学習の意欲の推移のパターンが明らかに違うといえる｡すなわち､男性の高校卒は､

20歳代には再学習意欲が相対的に低く､30歳代に入って意欲が上昇し始め､35-39歳で

ピークを迎え､40歳以上では急速に下がる｡これに対し､男性の大学卒は､20歳代から

30歳代の終わりまで相対的に高い再学習意欲を持ち続け､大きな変化はないが､やはり

40歳以上では急速に意欲が下がる｡このため､大学卒と高校卒との差は､20歳代におい

てほ大きいが､30歳代後半にはあまり差がなくなり､40歳以上では全く差がない｡これ
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に対して男性の高校卒は､30-34歳において再学習意欲のピークを迎え､そこでは男性

の大学卒並みとなる他は､ほぼ男性の高校卒と同じように推移する｡女性の短大 ･高専

卒及び大学卒は､高年齢の部分のサンプルが少ないため実証はできないが､少なくとも

20歳代では男性の大学卒と似たような動きを示しており､30歳代前半の女性高校卒を除

いては､再学習の意欲に大きな男女差は見られないといえる｡

第4-8図 再び学校で学びたいと思うか (卒業学校 ･年齢別)

-思わない 思う一

一1 -0.5 0 0.5

24歳以下

25-29歳

30-34歳

35-39歳

40歳以上

電男性高校 ○男性大学 ▲女性高校

日女性短大 ･高専 ○女性大学

それでは､学びたい学校の種類はどのようになるのだろうか｡第4-9図は､これを

卒業した学校別にみたものであるが､男性の場合､高卒 ･専門学校卒では大学で学びた

いものと専門学校で学びたいものとがほぼ括抗し､両者でそれぞれの有効回答の90%以

上を占める｡一方､短大 ･高専卒以上では大学または大学院で学びたいものが過半数を

占める｡女性の場合も同様の傾向が見られるが､高卒では専門学校で学びたいものが6

9.2%と圧倒的に多く､高専 ･短大卒でも大学での学習を希望するもの (44.6%)よりも

専門学校で学びたいもの (52.7%)が少し上回るなど､女性は全体に男性よりも学びた

い学校の段階が低い傾向が見られる｡また､特に女性にとってひとつの主要な学習機会

となっている短大 ･高専での再学習のニーズはほとんど見られず､高専 ･短大卒業者で
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男性が21.6%と比較的高い値を示しているのに対し､女性ではわずか2.7%にとどまっ

ている｡

第4-9図 学びたい学校の種類
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高校(n=263)

大学(∩=39)

高専･短大(n=74)

専門･専修学校(n=17)

高校(n=156)
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田高校 ■専FEl･専修学校 口短大･高専 田大学 ■大学院

※ともに1%未満の水準で有意

一方､学びたい学校別に､どのような学生としての身分でどのような時間に学びたい

かについての回答をまとめたのが第4-2表である｡学生としての身分については､男

性の場合､短大 ･高専以下の学校の場合は非正規の学習のニーズが強く､大学 ･大学院

でほぼ括抗する｡女子では大学及び専 ･専修学校が括抗しているのに対し､高等学校､

短大 ･高専､大学院での学習希望者において正規-のニーズが非正規-のニーズを上回

り､男子の学習のあり方との大きな違いを見せている｡ただし､これらのカテゴ1)一に

属する女性のサンプルはいずれも少なく､また､女子の結果が統計上有意とはいえない

ことから､この結果から直ちに男性よりも女性の方が正規の学生としての学習を志向す

る傾向が強いとはいえない｡だだし､男女ともサンプルの多い専門 ･専修学校での学習

ついては､明らかに男性が非正規の学習機会を求めている様子が分かる｡
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第4-2表 学びたい学校での身分と時間

学びたい学校 学生の身分 学びたい時間
軍規-の学生と それ以外(聴講生な 育効回-答 昼 痩 過末や･休 .育効回.答
して_ど) 敬 間 聞 .日 敬

専門i専修学校 _~28.4 71.620434.535.929.6206
短大.高専 20.0 80.0 2d45.020.035.0 20
大学 52.5 4■7.5--23650.424.625.0240

専門.専修学校 `50.6 49.4.15444.631.823.6157
･短大.高専 p77..8 22.2 18.42.1∴15.8~■42｣1~19
大学 50.0 50.0 9648.023.5~28.6~98
大学院 72.7 27.3 1172.718.2､9.1111

※男性の身分は 1%､時間は5%水準で有意｡ 女性はともに有意ではない｡

一方､学びたい時間については､男性の専門 ･専修学校を除いては昼間が50%前後の

割合を占める｡夜間か週末 ･休日かでは､男性 ･女性とも比較的学びたいものの多い専

門 ･専修学校では夜間が週末 ･休日を若干上回り､大学では夜間と週末 ･休日が括抗す

るか夜間がわずかに少ない他は､夜間よりも週末 ･休日を希望するものが多くなってい

る｡

第4-10図に示したように､丁般に､正規の学生としての身分を希望するものは昼間

の学習を希望し､非正規の身分を希望するものは夜間や週末 ･休日の学習時間を希望す

るものが多い｡このように見ると､学習希望者が多い大学及び専門 ･専修学校は､正規

･非正規の両方の学生の身分に対応し､多様な学習時間の設定が可能となっているのに

対し､相対的に学習希望者の少ない高等学校､短大 ･高専は､男性の場合はおそらく仕

事と両立させる必要から非正規の身分に希望が集まり､女性は逆に一時的に仕事を休む
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ことを想定してか､正規の身分を求める傾向が強くなるなど､いずれにしても､再学習

希望者の多様なニーズを柔軟にくみ取ることのできない制度的な堅さを有しているもの

と考えられる｡

第4-10図 学びたい学校での身分と時間
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最後に､再学習をしたい学校において､どのような学習内容を期待しているのかを見

ておこう｡男性では､各学校種とも資格取得や専門技術に関連した学習へのニーズが大

きく､前者は特に短大 ･高専､専門 ･専修学校で30%以上を占め､後者は大学院､短大

･高専､大学の順に多くなっている｡一方､高校､大学､大学院では外国語の学習や職

業に関連した教養学習を期待する回答も多く､特に高校では､外国語の学習が33.3%と

最も多い回答になっており､大学では職業関連の教養学習が24.7%と､専門技術関連の

実務学習 (27.9%)の次に多い回答となっている｡すなわち､高校､大学､大学院という

いわゆるメインルートの学校種では､学校段階が上がるほど専門技術関連の学習に対す

るニーズが増え､逆に外国語学習や教養学習へのニーズが減少し､また､教養学習の中

では生活関連への教養よりも職業関連の教養が求められる傾向がある｡その一方､短大

･高専､専門 ･専修学校といった､男性ではもともと職業的な色彩の種類の強いと考え

られる学校種では､資格取得及び専門技術関連の実務教育が最も期待されていると考え

られる｡他方､女子では､特に短大 ･高専､専門 ･専修学校において資格取得-の学習

一一ズが大きいが､専門技術-の学習ニーズはそれほど大きくなく､逆に大学や大学院

においては外国語や教養の学習-のニーズが高くなっているところに特徴がある｡
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第4-ll-図 希望する学習内容 (学びたい学校別)
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5.学習への障害と条件整備

それでは､以上のような学習ニーズをもとに自発的が学習をしようとするとき､そこ

にはどのような障害が存在するのだろうか｡第4-12図は､自発的に学習しようとする

とき､現在どのような障害ないし̀負担があるかを多重回答で尋ねた結果であるが､最も

多い障害ないし負担としては､男女とも､各年齢において ｢忙しくて時間がとれない｣

との回答が最も多く､男性､女性とも30-34歳でピークに達し､男性で62.9%､女性で5

5.2%に達している｡

次に多い回答は､｢費用の負担が大きい｣と ｢精神的 ･肉体的な疲労｣というもので､

それぞれ30-45%くらいの範囲に位置している｡男性の場合､｢費用の負担｣は男性の場

合20歳代では比較的低く､30歳以上で高い傾向があるのに対し､｢精神的 ･･肉体的疲労｣

はむしろ20歳代の方が高い｡一方､女性では､｢費用の負担｣20歳代と30歳代前半で高

く､35歳以上では大きく下降､また､｢精神的 ･肉体的疲労｣は20歳代後半で特に高い｡
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第4-12図 学習に対する障害 ･負担

男性

24歳以下 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40歳以上
女性

24歳以下 25-29歳 30-34歳 35歳以上

廿費用の負担が大きい
◆忙しくて時間がとれない
★必要とする内容の講座や教室がない
甘交通の便が悪くて適えない
◆曜日や時間帯があわない
☆家族や友人の協力が得られない
●上司･同僚や会社の協力が得られない
■精神的･肉体的な疲労
†特にない

曹費用の負担が大きい
◆忙しくて時間がとれない
義必要とする内容の講座や教室がない
1ヨ交通の便が悪くて適えない
◆曜日や時間帯があわない
轟家族や友人の協力が得られない
●上司･同僚や会社の協力が得られない
■精神的･肉体的な疲労
雷特にない

また､男性においてほそれほどでもないが､女性においては ｢曜日や時間帯｣｢交通の

便｣の障害を訴える意見が各年齢を通じて30%前後と比較的多い｡女性は近場でフレキ

シブルな時間設定が行える生涯学習の場を望んでいることがわかる｡また､35歳以上の

女性の間では､｢必要とする内容の講座や教室がない｣との回答が25.6%と目立って多

く､男性よりも生涯学習の経験が一般的に多いと考えられる女性において､年齢を経る

につれて講座内容に対する見方がシビアになっていくのか､あるいはうまくこの年代層

の女性のニーズにあった学習内容が､各生涯学習機関によって十分に提供されていない

かのどちらかであろう｡

なお､｢上司 ･同僚や会社の協力が得られない｣｢家族や友人の協力が得られない｣と
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の回答は比較的少なかったが､女性においてほ ｢家族や友人の協力が得られない｣との

回答が30歳代になると高くなり､10%を超える｡このことは､婚姻形態別に見ると一層

はっきりし､独身では男性0.9%､女性0.8%､配偶者あり･子供なしでは男性1.0%､女

性2.0%とこれがほとんど障害とならないのに対し､配偶者あり･子供ありでは男性は

4.9%で女性は20.0%と､子供のある女性にとって､特に子育てに関する家族の協力が

得られないことが学習に対する1つの大きな障害になっていることがわかる｡

第4-13図 企業が整えるべき制度的条件

男性

-

24歳以下(n=152) 30-34歳(n=275) 40歳以上(n=55)
25-29歳(n=299) 35-39歳(n=89)

女性

24歳以下(n=198) 25-29歳(n=161) 30-34歳(n=58) 35歳以上(n=39)

曹 1日の労働時間の短縮

◆ 年間労働時間の短縮

■｢フレックスタイム制の導入

や有給休暇を時間単位に
◆ 自己啓発有給休暇の導入

食 学習のための休職制度の整備

● 学習のための費用負担 ･援助

★ 資格取得の能力開発休系-の組込

甘 1日の労働時間の短縮

◆ 年間労働時間の短縮

★ フレックスタイム制の導入

与 有給休暇を時間単位に

◆ 自己啓発有給休暇の導入

☆ 学習のための休職制度の整備

● 学習のための費用負担 ･援助

■ 資格取得の能力開発体系-の組込

それでは､このような状況に対し､企業や学校が整えるべき制度的条件とは何だろう

か｡第4-13図は､自発的な学習をするために企業が整えるべき制度的条件を同じく多

重回答方式で訊ねたものである｡これをみると､男女とも､｢学習費用の会社負担 ･援助
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制度の整備｣を求める声が最も多く､男性の40歳代を除く全ての年齢層で40%以上の回

答率となっている｡この結果は､自発的学習の最大の障害が費用負担の問題であること

を再確認させられると同時に､生涯学習活動を行う上で､その経済的負担を企業に求め

る意見が強いことを伺わせる｡男性において次に高いのは ｢資格取得を能力開発体系に

組み込む｣ との意見で､3番目に ｢1日ゐ労働時間の短縮｣を求める意見が続く.女性

の場合､20歳代においてほ ｢資格取得を能力開発体系に組み込む｣ と ｢1日の労働時間

短縮｣がほぼ同程度の回答を得ているが､30歳以上になると､｢資格取得を能力開発体系

に組み込む｣との要求が減り､｢1日の労働時間短縮｣の他に ｢自己啓発のための有給休

暇制度の導入｣や ｢有給休暇を1時間単位に取れるように｣等が上位に並び､会社外で

の有給の学習時間確保を求める声が強くなる｡

一方､自発的な学習をするために学校が整えるべき制度的条件としてほ､男性 ･女性

とも ｢社会の実情にあった教育内容を増やす｣ ことを求める声が強く､40歳以上を除く

各年齢層の男性においては50%以上､女性においても40%前後から50%前後の高い値を

示している｡男性は､そのはかの要求が最大で30%程度にとどまっており､｢フレキシブ

ルに履修できる時間や場所の設定｣｢社会人特別枠等の優遇｣｢週末や夜間開講制の普

及｣を求める意見が上位に上がっており､学習内容 ･選抜方法と並んで時間の制約の改

善が学校に対して求められていることがわかる｡また､女性ではこのうち ｢週末や夜間

の開講制の普及｣-の要求が20歳代後半で顕著に高く､37.3%に達している｡さらに､

｢社会人特別枠｣の要求も各年齢を通して安定して30%前後に達しており､男性よりも

より正規に近い踏み込んだ形での学習への対応の要望が学校側に対してなされている｡
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第4-14図 学校が整えるべき制度的条件

男性

曹 週末や夜間開講制の普及

◆ 夏休み等短期集中講座の開講

▲ フレキシブルな時間 ･場所設定

与社会人特別枠等の優遇
◆ 社会の実情に合った教育内容

轟 積み重ね単位制の導入

● 産学協同の推進

24歳以下(ll=152) 30-34歳(n=275) 40歳以上(n=55)
25-29歳(n=299) 35-39歳(n=89)

女性

24歳以下(n=198) 25-29歳(n=161) 30-34歳(n=58) 35歳以上(n=39)

6.まとめにかえて

曹 週末や夜間開講制の普及

◆ 夏休み等短期集中講座の開講

▲ フレキシブルな時間 ･場所設定

母 社会人特別枠等の優遇

◆ 社会の実情に合った教育内容

轟 積み重ね単位制の導入

●産学協同の推進

以上の分析の結果より分かったことは､特に男性において顕著な､強い会社依存の体

質である｡70%以上のものが現在の会社内でのキャリアの継続を希望し､自己学習にお

いても会社による費用負担を強く求めている｡学校での学習に対してほ､専門 ･専修学

校卒以上のものは職務に必要な知識 ･技能の習得や仕事の選択の幅を広げる点で一定の

満足を示し､再学習-の意欲も比較的高いが､高校卒においては職場の人間関係を除い

ては満足度は高くなく､特によりよい地位を得る上での満足度は極めて低く､再学習-
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の意欲も高くない｡

一方､企業内でのキャリア形成において比較的不利な立場にあると考えられる女性に

おいても､必ずしも自発的学習による独立 ･転職によるキャリア ･アップを積極的に目

指すものが多いわけではない｡独立 ･転職というキャリア展望をもつものが最大の24歳

以下でも23.3%にとどまるのに対し､企業内キャリアを目指すものの割合は年齢ととも

に急激に増加し､35歳以上では62.9%に達する｡そして､各年齢層とも ｢成 り行きまか

せ｣ との回答が3割以上を占めるのである｡学校での学習の満足度でも高卒 ･短大卒で

は職場の人間関係-の適応や人脈のひろがりへの満足にとどまり､再学習-の意欲も､

年齢別では30歳代後半を除いては男性より高いとはいえない｡

以上の結果は､ひとつには､比較的大企業の､それも長期継続雇用者にかたよったサ

ンプル特性によるものと考えることもできよう｡平均年収の推移を最終学校別に見る

と､男性の高校卒 ･大学卒の間には大きな開きはなく､40歳まで伸び続け､その後横這

いに転ずる｡女性の高校卒 ･短大卒の間にも大きな差はなく､30歳代にはいると伸びが

止まり､男性との格差が大きく広がる｡

第4-15図 平均年収の推移 (卒業学校別)

fL心

IJLTJ淑

卓
姓
雷
zk

●

24歳以下 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40歳以上
年齢
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もちろん､サンプル数として少数にとどまるが､女性の専門 ･専修学校卒業者の間で

は学校での学習の満足度が高く､また､特に高校卒の女性の間に､主に資格取得を目的

として専門 ･専修学校で学びたい者が多いなど､以上のような状況の変化の兆しが全く

ないわけではない｡しかし､全般的な結果を見ると､自分の責任のもとでキャリア ･プ

ランを立て､自ら支出する費用によって自発的な学習活動を行い､それによって何らか

の職業に有益な技術 ･知識を身につけて企業横断的なキャリア･アップを図るというよ

うな､ある種 ｢個人主義｣的な生涯学習の理念型が､少なくとも我が国の大企業に安定

的につとめる若年勤労者の間には､あまり現実味をもっていないと言わざるを得ない｡

キャリアにおけるある種の ｢選択の自由･自発性｣ とそのための ｢自己投資｣は､今ま

で我が国において特徴的に見られてきた終身雇用慣行のもとでの ｢囲われた｣ キャリア

のもつ安定性や安全性を喪失することを意味している｡それゆえに､もし､我が国が個

人の自発的な意志に基づく ｢生涯学習/仕事社会｣を築こうとするならば､今までの安

定性を失うことによるマイナスの側面の ｢コスト｣を､果たして誰が負担するかを真剣

に議論する必要があるだろう｡
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〔参考資料〕

アンケー ト集計結果



Fl 性
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

F2A 年齢

(1)(2) ◆(1)(2)(3)(.4)(5)(6) 中 .辛央 均値 値(歳)

男 女 ~N 19 20 25-■30 35 40 N
性 性 計 歳 -f lJ I t 歳 計-

A 以 24 29 34°39_以 A下 歳 歳 歳 歳 上

総計 64.934.50.61369 1.024..934.ー124.98.05.71.4 1369 28.229.4

性刺 野性 100.0.- .- 889 0.716.5 33.931.710.16.3.0.8 889 30.030.5■
女性 -.100.0-..472 1.7 40.5 35.012.3 3.8-4.72.1 472 25.827.3

男性年齢別 24歳_以下 100.0.- ... 153 3.996十 - .- - - - 153 23.323,0

25-29歳 100.0.--.'301 ･.....100.0..,.......... 301 27;p527.6
30-34歳 100.0...... 282 ･..- .十100.0- - - 282 32｣332.3

35歳以上 100.0...... 146. ･............61.638.4 ... 146 38.341.0

女性年齢Brlp24歳以下~1 ･-100.0.- 199 4.096.0-.-.-..- -. 199 23.0_22.8

25-29歳 ･-100.0.- 165 - -100.0.｢.- - - 165- 27.027.1

30-34歳 ･..100｣0..I. 58 -..- .-100.0.- -..- 58 32'.031.9
35歳以上 ･-100.0.- 40 ･- .- .- . ...45.055.0.... 40 40.543.5

男性学磨別女性学歴■刺男性職檀BfJ高校 100.0....- 460- 1.123.0̀28.530.4 8.38.00.7 460 29.830.2

専門~.専修学校.職業訓練校高専.短大 100.0.-.- 56~~ ･..19.651.819.63.65.■4 .- 56 28.029.2100.0-...- 51 ･-25.533.3-23.511.85.9-. 51 28.830.2

大学院高校 100.0-....- 22･..100.0-. 263 - ...40.945.513.6.∴ ... 223.0.42.2?8.112.95.36.12.3 263 30.5~31.225.427.5

専門.専修学校.-職業訓練校高専.短大 -.100.0-. 24 ･ - 41..733.316.7.4▲2 - . 4.2 24 26.026.8･-100.0.- 105 ･-45.741.011.4.- 1.01.0.105 25.225.9

大学華能職 -.100.0.- 50100.0∴ - 328 ･-28.052.014.0 4.02.0.- 501.822.63.1.726.-5 7.98.5-0'.9 328 26.427.529.030.1

事務職 100.0.-.- 204 - ll.台34.3 31.415.76｣40.5 204 30.731..3
技術職 100.0一.∴ ... 223- ･-15.736.8.38.16.7--2.20.4 223 29.929.9
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F3 配偶者の有無
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

F4A 最終学歴 (中退も含む) A 校種

日日 2日 3) (1)(2)(3)(4)(5日 6)(:7)(8)

･ . A ･ 訓 院 A
子 子 ､ 専 練
ど ど 修 枚
ち.も 学

あ なり ■し 枚

総計 28.411.459.6_0.61369 0.635.4 3.9.0.5-2.08._121.3 1.326.9-1369

女性 ll.710.477.80.2 472 1.138.34.9.- -._20.18.3 0.4 26.9 472

25-29歳 20.615..063.51.0 301 0.330.25.01.7.2.72.731.92.722.9 301

30-34歳 56.415.227.70.7 282 - 29.81.80.4 1.81.132.32.830..1 282

女性年齢別男.悼学磨別女悼学磨別男悼職種別 24歳以下 2.04.093.50.5 199 0.5 46.25.0.--.20.64.0.-23.6 199

･25-29歳 7.313.978.8-. 165 1.229.75.5-.-.23.613.3 0.6.26.1 165

.35歳以上高琴 52｣5_7_.540.0... 4040.010.748.90.4 460' 5.042.5 .- -..- 5.07.5.-40.0 40･- 64.3-.0.4-..- 1.1...34.1_460

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 32.1.12.553.61.8 56 ･..?- ~53.68.9-.-.- .∴37.5 5627.57.864.7.- 51 ･...........52.931.4......15.~7 51

大学 36.315.447.60.7 2_67 -..- .- .- -.-.91.8.- 8.2 267

大学院高校 22.713.663.6.- 2214.411.473.80.4 263 - - - -.- - .｢.72▲727.3 22- 67.7.1.5 .∴ - 0.4- - 30.4 263

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 16.74.279.2.- 24 ･.. ...79.2 ... ... ... ... ....20.8 244.89.585.7... 105̀ ･..............,89.5 ... ...10.5 105

大学~-技能職 10.012.0_78i0... 5037.59.852.10.6 328 ･- .- -. .- -. -.78.0-.22.0 500.352.73-.01.82.12.76.1...31.■1 328

事務職 38.712.349｣0-. 204 ･-21.14.4 .- ~2.01.543.1 0.527.5-204

技術職p 33.212.-153.80.9 223 . 0.422.41.3....6.71.3.41.36.719.7 223
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A4 最終学歴
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

F4B 専攻 (高校･F4Aで2の方)

(1)(2)(3)(4)(5)(6)(7)( 8) (1)I(2日 3日 4)(5)
中 高 専 職 高 ■短 大 む 大 N 普 農 工 商 そ N
学 校 門 業 専 大 学 学 計 通 業 -葉 菜 の 計

盛計 2.053.05.60.4 2.68.823.31.92.5 136 9 41.61.030.3 20.65.8:0.6 485

悼刺 男性. 1.-751.7 5.70.63.91.830.02.52.0 889 36.20.7.45.112.5 4.90.7~304
女性 2.555.75.1... -.22.210.60.83.0 472 50.81.75.534.37,20.6 181

男性年齢別 24歳以下 2.672｣57.2 .- 6.5~2.09.2 .- -. 153 35.4 ..-.48.811.03｣71.2-由

25⊥29歳 1.7 43.5 .8.31.3 3.0.2.7 34.63.02.0 301 40.7-.44.09.95.5-..- 91

3p-34歳 1.1■49.63.5_0.4 3.21.134°.83.5 2.8 282 34.5_2.442.913.16.01.2 84

女悼午齢刺男性学磨刺女性学磨.刺男性職種別 24歳以下 2.059.85.0.- .-24.17.0-.2.0-199 50.02.25.4.35.96.5 ..- 92

30-34# - 58.66.9-...-20.712.l l.7.- .58.61.1-.5.633.3∴.- ... 18

35歳以上高枚 5.075.02.5.- ...2.57.5 2.55.0 40･-100.0.- -.-..- ....- .- 460 35.3 .- 5.941.211.85.9 1736.50.745.611.85.1.0.3 296

専門.専修学校.職業 訓練校高専.短大 ･.....l91.18.9p............... 56 -..-...-.....- 0-..- -.-.68.631.4 -. .- ... 51 -.A....-....-... 0
大草 - ... - .- - - 100.0.■- .- 267 -.-.-..-..I.- 0

大学院高嘩 ･.. ... ... ... ... ......100.0..1. 22-..100.0-..- .- .- ..- ....- 263 ･- ....- ...-...- 051.11⊥7 5.134.37.30.6 178

専門.専修学枚.職業訓練校高専.短大 - - 100.0.∴ - -､-.- - 24 -..-.-.-.-.- 0-.-..- .- .-100.0....- .- 105 ･--.....--.-. 0

大学技能職 ･........- ....千.10010...... 50･2.7 78.4 4.61.2_3.02.7 6.10.30̀9 328 -.-..--.-..- 026.60.656.6-9.8J5._80.6 173

事務職 1.035.38.8.｢.2.51.5 47.1°1.02.9 204 62.82.3.-7.027.9丁..-... 43
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F4C 専攻 (専門学校など･F4Aで3-4の方)
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

日)(2)(3)(4日 ~5)(6)(7)(8)
工 医 衛 教 商 家 文 そ N
業 療 生 育 業 政 化 め 計

･ 実 . 他 A
社 務 教

会 養

福

祉

総計 27.98.2....-26.21.64.926.24.9 61

女性 p8.T13.0......26.14.38.734.84.3 23

男悼年齢別 24歳以下 42.9'.........42.9......14.3... 7

25-29歳 ･30.010.0.- .-25.0.- 5.025.05.0 20

30-34歳 ･66.7∴ ...- 16.7- - -.16.7 6

35歳以上 50.0-.- - 25.0_...- 25.0--. 4

25-29歳 ll.122.2....-22.211.1.-33.3... 9

30-34歳 ･..25.0......50.0./...L.25.0... 4

35歳以上 ･...-.-.-...-..-.-..- 0

早性学 高校 100.0~....- .- .- .- .- .- .- 2

磨別 ･..........................0
大学 -..- .- ....- .- .- -....- .0
大学院 ･-.-.-..-.-.-.-.--. 0

女性学磨別 高校 - 25.0- - 25.025.0∴ 25.0∴. 4専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 10.510.5..- ...26.3.-10.536.85.3 19･.....i- -.-.....- .- .- 0

･大学 ･-...-..-.-.-....-.- 0

早性職檀卿 技能職 p 62.5 6,3...- 12.5.- - 12.56.3 -16技術職 33.33 3.3.;..I.l33.3 ... ... ... ... 3
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F4D 専攻 (大学など･F4Aで5-8の方)
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

F4E 卒業か中退か

(1)(2)(3)(4日 5)(6)(7日 8)(19日10) (1)(2)
文 法営経 社 理 農 医 家系教 芸 N 卒 中 N
_学 学.学済 合 字 学 学 政.育 術 計 業 退 計
･ . 学 ~学 . . . 学 .JA A
哲 政.. 工 歯 生 . そ
学 治 商 学_ 学 活 教 の.
･ 学 学 . 科 鼻 他 .
史 . 薬 学 養
学 経 学 成_

総計 8.1 6.3 23.5 1.637.62.51.84.34.98.ll.6 447 97.01.51.51369

悼刺 男性 2.6.8.-126_.2 1.9.51.5 2.90.6...∴2.62.61.0 309 97.41.61.0 889
女性 20.62.216.9.- 6.61.5 4.4~14.010.3~20.62.9 136 96.61.,51.91472

男性年齢刺.24歳以下 ･- 8.020.0.-68.0 -..- -.4.0...... 25 96.70.72.6 1二53
J25-29歳 1.710.8 25.01.750.03.3.-.- 1.75.00.8 120 98~.30.71.0 301

35歳以上 1.97.43.1.55.644.45.6- - 3.7-.- 54 96.62.ll.4p146

女悼午齢刺男悼-学磨別女悼学磨別男性職種別 24歳以下 20.42.024.5 ... 2.0..一.- 14.310.226.5 -.. 49 98.00.51.5.199

25-29歳 21.0...12.9...ll.3.1.6.8.111.311.319.4 3.2 62 95..82.41.8 165

35歳以上高琴 20.020.0- - ......20.020.0.....-.20._0 5- - ~20.0..-80.0- ...- - - - 5 92.52.55.0 4098.31.50.2.460

専門..専修学校.職業訓練校高専.琴大 ･- -.......-.....- .-...--.... 0100.0..- ... 56･- .-ll.6.-79.1 - . - . - . - . 9.3.- -43 100.0...... 51

大学 3.310.230.62.443.33.30.8-.3.31.61.2 245 100.0.- .- 267

大学院高校 ･- .- - . . - 93.86.3.- .- ....- -. 16･-.-.-.-.--.....-.- .-100.0 1 90.9.9.1-. 2298.ll.9_.- 263

大学技能職 17.97.717.9...20.5 5.110.3.- 5.112.82.6 39- 2.825.02.858.32.82.8- -.5｣6-∴ 36 100.0.- -. 5096.02~.41.5 328

事務職 5.2 16.741.74.214.64.2.... .1.. 7.3 4.22.1 .96 99.0- 1.0_204
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F5 昨年1年間の収入 (税込み)
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

2-.2 3-4 5 6 7 8p9p 1 .1 N
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 計
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 _Ap
万 ■万 万 万 万 万 万 万 万 0 0
円 .円 円 円 円 円 円 円 円 万 万

満 上 .上 上 上 上 上 上 上 以 以上 上

総計 3.924.831.618.011.06.12｣30.50.1-.-.1.61~369 365 389

悼別 男性 1.615.129_.223.116.2 9.33.40.70.2∴....1.2J_889 415 435.
女性 8I.5.42.836.48.31.30.20.4 0.2...-- ..._1.9 472 295 304

25-29歳 1.016.347.226.2.5.33.0-..- -.-..-ー1.0 301 368 378

30-34歳 ･..2.115.632.633.712.12.50.4....- .∴ 1.1 282 497 497

35歳以上 ･...2.71-0.317.121.926iOl5.13.4 1.4 ... ... 2.1 146 586 577

女性年齢別男性学磨別女-悼学磨刺早-性職種別ー24歳以下 15.162.818.6... -. .- .- .- .- .- .- 3.5 199 253 254

25⊥29歳 4.829J 55.28.5 1.8..................... 165 328 323

30--34歳 -.19.055.220.71.7.-- .- .- .- .- -.3.4 58 353 355

35歳以上高枚 2.532.522.530.05.02.52.5 2..5 .- -. -. ... 402.017..030.720.2,14..311..p13.70.4~0.2 ......0.4 460 367 383401 430

専門.専修学校 .職業訓練校高専.短大 1.823.235.726.81.81.83.6､....-..- .- 5.4 56 363 375･..15.733.331.41 5.72.0......2.0......... 51 403 415

大学 . 1..111.224.726.620.69.03.70.7.- .- .- 2.2 267 444 452

大学甲高枚 4.5 9.118.227.322.713.6 4 .5 -.. -. ... .- .- 228.046.434.27.61.1-..- 0.4 .-.. .- ..- 2.3 263 467 464288 298

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 16.733.329.28.34.2.- 4.2 .- .- .- -. 4 .2 24 294 31~58.643.842.93.8-. .- .- .- ..- .- .- 1｣0 105 293 292

大学技能職 1.0.026.0.38.020.02.0- 2.0............2.0 502.117.131.422.013.49.82.70..60｣3- - 0.6 328 ･334.336397.423

事務職 ･-13.230.917.222.5 8.3 4.4. 0.50.5 -. .- 2.5 204 427 449

坪術職 2.215.726.9■30.016.1■7.20.4.- -..- -.1.3 223 415 416
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Q2 会社の業種
(性 別 ､年齢別 ､学歴別､職種別)

(1日 2)■(3)(4)..(5)(6)(7).(8)(9)(10日 11)(.1.2)(13)

設 工 材 の 売 売業気 輸産融エ報 告 の の 計
業 紙 型 他 . 業 . ..業.ア処 企 他 他 A
立 製 の 商 . ガ 通 保 理 .画 の
型 造 製 社 飲 ス 信 険 .- サ■
製 業 造: 食 . 業 業 ソ ー
造 業 店 熱 . フ ビ
業 供 不 ト ス

性刺 男性 1.5 29.614.710■.71.63.79.416.91.2 0.9...9.2.∴ 0.6 889
女性 1.333.314.015.05.3 3｣08.3 6.4 2.ll.5 ~ - . 9.1-...0.8 472

早悼年齢別 24歳以下 -2.622.926.114.4-..-0.7■9.210.5 2.60.7.- 9.8..丁0.7 1.53

2声⊥畠9歳 1.7 29..614.3 7.61..02.713.616.62.0-1.3...8.6...1.0 301
30-34歳 1.4 33.712.1.9.6~1.15.08.218..8-.- 1.1 - 9.2-.....282

35歳以上 - 28.8-9.615.14.86.84.119.20.7 ..∴ - 10.3..∴.0.7 146

女悼年齢別男性学磨刺女性学磨別男性職檀別 24歳以下 1.5 35 .7 14.6.15.6.5 .5 _4.08.54._53.00.5 . ∴ 6.5 - . . . 199

25-29歳 1.238.2.10.913.95.5 1.29.1.7.31.82.4_.- 8..5....- 165-

30-34歳 -.29.313.819.0 5.2 5.28.610.3 1.71.7-..5.2-...- -58

専門.専修学校.職業訓康校p高専.短大 3.628.68.93.61.83.610.712.5~....1.8.∴25.0_-.... 562.039.227.57.8丁..3.95.9~ 5.9......,..7.8...... 51

大学 1.128.118.012.73.48,.2 5.69.4Ll.12.6..- 9.0.-0.7 267

jCS%高疲 ･..59.122.79.1...._..4.5..........1..4 .5...... 220.8.36.517.5 12.9 5.33.09.5.1.93.40.4.i.8.4...0.4 263

専門.専修学校.職業訓練枚高専.短大 -.33.3.12.5 4.24.24..212.5 4.24.2｢- -.16.7.- 4.2 24.

大学技能職 ･..14.010..026.04.06..0...20.0...8.0....12.0∴..I- 50p1.535.414.610.7..:....9.5_-21.3...........6.4...0.6.328

-事由職 1.5 20.614.78.3 2.5 7▲4.9.815.73｣9,.....15.2 ... 0.5 204.

環術職 2.241.316.117.01 0.4 _0.4 9.4 5.4 .∴ 2.7 , . . . 4.51 .. . . 0.4 .223

営業職 -.7.813.72.07.815.711｣824.52.02.0..-._-ll.8...1.Or102
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Q3 正規従業員数
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

(1)(̀2)(3).(4)(5日 6)(7)(8) 中 平央 由値 値(人)

9 0 _0 0 0 0 0 0 計
人 0 0 0 0 0 0 0 A
以 人 人 人 0 0 0 0.
下 以 以 以 人 人.人 .0.
上 上 上 以 以 以 人

上 上 上 以■
上

-総嘉 2.87.1. 7.516.316.96.912.627.82.11369 2,810 5,320

悼別 男性 2.18.07.213.216.07.511.832.71.5 889 3,746 5,828
女性 3.85.3 8.121.818.95.514.418.93.4 472 1,988 4,392ー

男性午齢別 24歳以下 3.39.26.5101-520.97.2 13_.725.5 3.3 153 2,812 5,216

25-29歳 1.77.-67.012.320.97.010.631.21.7 301 2,96.8 5,628

30-34歳 ･2.19.26.713.512.49.610.635.50.4 282 4,222 6,030

35歳以上 2.15.5 9.616.4 7.5 4.8.1■5.137.71.4 146 ~6,136 6,443

女性年齢別男悼学磨別女性学磨別男性職種別 24歳以下 3.55.5 7.524.118.66.514.616.13.5 199 1,810 4,104

25-29歳 3.65.56.718.2 18.25.516.423.62.4∴ 165 2,63.3 5,062

30-34歳 3.4 6.96.925.919.0■-3.48.622 .43.4 58- 1,545 4,352

35歳以上高校 7.52.5 p20.022.522.5.5.05.010.05.0 402.29.3 6.110.213.76.111.539.31.5 460 888 2,6655,707 6,519

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 7.110.714.3 5.419.68.97.125.01.8 56 2,181 4,6153.97.87..815.715.711.819.615.72.0 51 2,750 4,470

大学 0.4 5.67.520.6.19.97.911.225.81.1 267 2,547 5,037

大学院高校 - . ... ._- 4.5 9.127.318.240.9p... 224.65.37.221.721.3 6.114.417.12｣3 263 7,500 7,7841i946_4,191

事務職 2.98■.3 5.4_15｣719.6.7. 4 12.327.51.0 204- 2,750 5,245.

技術職 1.87.27.217.5 15.710.813.524.71.8 223 2,971 5,102
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Q4 勤務場所
(性 別 ､年齢別 ､学歴別､職 種 別)

本 支 研 工 出 そ N
社 社 究 場 向 の 計 ~
･ 所 . 他 A
営 .店

業 舗

所 な

ど

総計 28.4 26.2■2.8 36.52.23.20.71369

女性 34.72.0.83.035.61.7p3.4 0.8.l472

男悼年齢刺 24歳以下_ 17.021.62.651.0.3.33.31.3_-153

25-29歳 23.9.32.62.734.92.03.30.7 301

30-34歳 29.430.5 2.532.61.8p2.80.4 282

35歳以上 26.7 26.72.7.36.3.4.1.3.4 .- 146

女悼年齢別 24歳以下 34.221.61.037.21.04.5 0.5.~199
25-29歳 33.921.8'6.135.21.21.20.6 165

30-34歳 41.419.0.1.729.3 3.4 3.4 1.7 58

早性学磨別 高校- 14.635.70.942.62.0 3.90.4 460専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 33.921.4 1.832.1.- 7.13.6 5633.317.6-.45.12.02.0-. 51

大学 40.421.3 5 .226.64.1.1.90.4 267

大学鹿 18.222.722.736.4 .- .- .- 22

専門.専修学校 .職業訓練校高専.短大 37.525.04.216.7-.8.38.3 .2448.621.01.0 24.82.91.9.- 105

大学技能職 36｣020.0■20.016.02.02..04.0 5012.231.ll.25Ⅰ.8-1.51.50.6 328

･技術職 25.117.09.0 4 5 .3 2.21.3 .- 223
営業職 26.558.8- 9.82.02.01.0~.1.02
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Q5 勤務地
(性 別 ､年齢別 ､学歴別､職種別)

(1)(2) (.3日 4) ( 5) ( 6)(7) ( 8)

海 京 野 岡 山 阪 崎 ~の, 計
道 都 県 -~県 県 府 県 他 -A

総計 ll.513.915.015.7_16.015.4.ll.ll..20.3 .1369_

悼刺 男性 ll..614.412一.916.0､13.818.611.2p1.3-.0.1~889
女性 ll.413.118.915.019.99.510.80.80.4.472

罪性年齢刺 24歳以下 19.05.912.414.419.011.817.6....- 153

25-26歳 8.615.017.315.615.914.0.ll.6.1.70.3 301
30-34歳 ll.013.114.5 17.7-9.224.19.21._1.- 282

35歳以上 10.324.72.115.111.625.38.22.7.- 146

女性年齢刺 24歳以下 ll.611.122.6-17.620.19.5.7｣0...0,5 199

25-29歳 ll .5.12.121.213.915.810.913.31.2.- 165

30-34歳 12.113.812.115.5-13.810.319.01.71.7 58

男性●学磨刺女性学磨甲男性■職種■刺 高枚 13.99.813.315.0.12.0_21.713.50.9..- 460

専門 .専修学校 .職業訓練校高専 .短大 16.114.3_16.119.617.9-10.7 5.4 ... .- 5613.75.925.513.723.513..7.■3.9...- 51

大学 8.6.24.7-8.616.113.115.410.13.00.4 .267

大学院高校 - 4.522.718.2 22.722｣79..1.- - 22ll.410.619.416.018.66.816.01.1-. 263

専門 .専修学校 .職業訓練校高専 .短大 8.333.316.712.5 20.84.2 4.2- . .- 24ll.47.-621｣916.221.014.36.71.0- 105

大学技能職 12.026.08.014.024.010-.02.0.- 4.0 .507.09.116.220.4-14.9.18.31.2.81.2∴..328

事務職 17.624.56.411.811.816.79..81.5 . - 204

技術職 8.1_7.6-.16.616..117.919.313.50.9-. 223
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Q6 配属部門
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

(1)(2)(3)(4)(5)(16)(7日 8)(9)
門研 情 国 部製 絡 営 人J部企 そ N
究 報 際 門造 務 一業 事門画 の 計
開 処 部 . . . . . 他 A
発 理 門 工 程 販 教. 宣
･ 部 場 理 売 育 伝
殻 .門 . 部 部 部 .
計 現 門 門 門 調
部 場 査

総計 10.22.80.635.1-ll.814.'0 3.12.619.1'0.7.1369

悼刺 男性~ ll.02.80.639.58.714.12.4 1.819.0-0.2 889.
女性 8.53.00.6271117.213.84.4 4 .219.71.5 472

男悼年齢別 24歳以下 7.82.6..-57.5 7.25.9.?.....18.30.7 153

25-29歳 J12.32.3- 36.510.㌢16.3 2.72.017.30.3-301

30-34歳 12..8~4.31.4 35.87.117.02.52.516..7.- 282

35歳以上 8.21..4 .0.734.210.311.0 4.12.128.1... 146

女性年齢別■24歳以下 6.02.5.0.530.719.612.63.54.0.20.10｣5 199

25-29歳 12.73.61.226.717.010.3 4.85.5 17.60.6 165

30-34歳 8.63.4 .- 15.512.125.95.23｣422.4~3.4 58

35歳以上 5.0. 2 .5 ..∴22.515.017.5 5.02.525.05.0 40

専門.専修学校.職業訓練校高専｣短大 3.65｣41_.832.116.116.15..4 1.817.9...-56

大学 18.74.91.117.615..019.94.93.014.60.4 267

大学院 _高校 45.5 4.5 - 31.89.1-- - ._..9.1.- 224.9-1.5.0.836.916.015.22.71.5-19.80.8 2由

専門.専修学枚.職業訓練校高専.短大 12.54.2-.....16.712~.516.74.28.320.84.2 249̀.54.81.012.422.915_.2 5.7 4.823.8.- 105

事務職 ･..0.5_.2.07.835.3p8.88.3 7.429.4 0.5 204

技術職 40.810▲8-..36.8■0.90.40.4 -.9.9- 223
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Al 現在の会社での勤続年数
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

( 1) ( 2 ) ( 3日 4日 5)(6) ( 7日 8日 9)(10)(ll) 中 平央 均値 値(.年)

1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 N

未 以 A
満 上

総計 1.5-.3 5̀6.48.810.79.28.55.95.55.633.5 1.01369 7.2_9.0

女性 2.5 5.98.911.012.7~11｣28.3■ 5.74.4 °4.923.31.1 472 5.9 7.6

30-34歳 ･- .- 1.ll. 1 3.5 3.2 4｣37.48.29.262.1.- 282 ll.711.4

35歳以上 ∴.0.7.0.71.41.4-1.44.12.12.71.482.22.1 146 16.917.7

女性年齢刺 24歳以下 5.513.618.1~19.117.114.66.04.01.0-.0.50.5 199 -3.9 4il

25-29歳 0.6....2.4 7.313.9.12.115.29.710.910.317.6-. 165 6.9 7.6

30-34歳 ･- .- -.-.3.4 -. 3.4 1.7.- 8▲682.8.- 58 1°2.912.7

35歳以上 ･..2.5 2.5 5.02.5 5.0...5.0∴.-....75.02.5 40 19.017.8

男悼学磨別女性学磨刺男悼職檀刺 高校 0.21.5 3.5 5.49.1■6.5_8.35.2■5.94.149.30.9 460 9.911.0

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 ･..1.87.117.97.114.310.78.97.13.621.4... 56 6.3 7.72.0 2.02.09.8_9.811.8p9.83.93.9~7.837.3 ... 51 7.9 9.7

大学 1.93.47.16.411.29.4 7 .57.16.410.128.5 1.1 267 7.9 8.6

大学院･革校 4.5 4.54.5.18.213.613.6-9.19.19.1...J13~.6... 220.82.37.69.99.910.68.76.86.55.330.41.1 263 5.9 6.4Q.9 8.7

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 4.212.512.54.28.38.3.-12.58.3 8.3 16.74.2 24 5~.9 6.81.911.411.414.3 16.215.211..43.81.03.89.5 .- 105 4.9 5.4

本学技能職 14.0.8.014.020.014.04.08.0...L...2.016.0.I- 501.21.54.36.711.08.88.25.86.4.6.738.7 0.6 328 3.9 5.78.910.0

事務職 0.5_2.5 5.95.98.39.3-7.87.45.94.441.70.5 204 8.910.3

技緬職 0.93.65.48.59.08.511.24.56.76.335.00.4 223 7..9 8.9

営業職 1.02.05.912,710.82.95.98.83.96.938.21.0_102 7.9 9.1
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Q7 仕事の内容
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

･技理技 技 送技 技技務事務事 査 事 注事事事 .技 技 技発技 技 技 営

組能 能 .鎗 能 能能 務 .務 .務 .務務務設術 術 術 .術 術 術 業

~立職 職 職 職_職職 職 総 職 広 職 輸職職職計職 職 職情職職 職 職

去 良 基 連 立 益 務1 撃 去 鮎 主 義 去 去削 主 _追

械 守 品 澱 の 厘 事 宣 画 な貫 の 品 p造 礎 (7 の 売

_操 . 検 . 他 p . . 伝 ..ど. 他 聞 技 研ビトJ他

悼別 男性 13.29.7 3.4■6.34.44.6~5.6二3.02.86.97.88.31.03.44.67.1
.女性 8.7 1.5 5.70.2.2.811.214.64.08.122.5 3.61.5 0.82.30.82.8

25-29歳 10.611.0-4.35.6.3.05.37.3.3,3 2.05.37.610.30.7.3.35.38.0

_30-34歳 10.36..4 2.◆57. 4 4.3.3.24.33.93.97.49.6.8｣5 1.45.35.38.9

25-29歳 9.ll.24.2...0.612.712..7 6.19.721.26.1 2.4 1.23.61.2 1.2

35歳以上高校 10.0.- 7.5 2.510.010.012.5 2.5 7.517.5 2.5 .- .- ... ... - .20.913.94.6p9.67.0 3.3 2.22.03 .3 5.03.5■6.3...J1,54.3 3̀9

専門.専修学校.職業訓練校高専｣短大 141312.51.83.61.88.97.ll.8.-14.3L3.61.8.∴ 5..4.7.17.1ll.813.73.9L...7.8- 2.03.9.- 9.821.613.7.- 2.03.92.0

大学院高校 4.5 ... 丁.. ... ... 4.5 ... 4.5......18.218.213.613.622.7-....13.31.98.4 '0.4.3.4 9.913.3 1.18.4 24.7.0.4 r.10.41.50.43.4

専門.専修学校▲職業訓練校高専.短大 ‥ . 4.24.2...8.38.3 8.34.2-12..5 20.812.5 - - 4.2-∴ -1.01..0-..- - 13.322.95.710.5 24,8-3.81.9- 2.92.91.0

事務職 - - ... - ...20._124.513.2 12.329.9- ...- .- .- -

技術職 … … … ‥.… … ....‥..‥ … 30.933.2.4.013.518.4 ∴
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Q7 仕事の内容 (紘)
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

ピ営営営 そ-N
ス業業業 の 計
･職職職.他 A

て表 立
ル客 の
スサ 他
ー の

l総計 2.51.83.10.91369

性刺 男性■ 2.81.63.00.6 889
女性 1.92.33.01.7 472.

男悼年齢臥 24歳以下 2.01.33.3.- 153

25-29歳 3.0.1.~71.7.0.7_301

30-34歳 3.52.ll.8.- 282

35歳以上 2.10.77.52.1 146

25-29& 0.6.1.83.6-0.6 165

30.-34歳 ･- 5.21.73.4 58

35歳以上 ･..2.510.05.0 49

男性学磨別 高校 3.02.03.70.2__460専門.専修学枚.職業訓練校･高専.短大 7.1- ∴ 1.8 56･- -.2.02.0 51

大学 2.61.93.40.4 267

大学院 ･- -.-..- 22

女性学磨別 高校 2.31.92.71.1 263専門.専修学枚.職業訓練枚高専.短大 4.2...4.24.2こ24･- 3.83.81..0 105

大学 2.04.02.06.0~50

男悼職檀刺 技能職 ･-.-.-.-328
事務職 -.....- .- 204

技毎職 ･- .- .- ... 223

･.営業職 24.513.7...... 1.02
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Q8A 週休･残業 A 週休形態
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

(1)(2)(3)(4)_
完 制そ 1週 そ N
全 の 日休 の 計
週 他半1 他 A
休 の制日
2■.週 制
日 休 .
制 2 週
日 休

総計 ･59.330.82.36.0~.1.51369

悼刺 男性 59■.429.92.56.61.6.889
女性 59.532.21.94.91.5-472

25-29歳 63.130.61.73.O∫l.7 301

30-34歳 64...224.82.58.20.4 282

35歳以上 54.135.6P.77.52.1.146

女悼年齢別~24歳以下 60.333.21.04.01.5 199

25-29歳 66.127.913.0~2.40.6.165

30-34歳 51.739.71.73.4 3.4 58

35歳以上 42.532.5 2.520.0 2 .5 40

男悼学磨刺 高校 57.230.22.68:51.5.460専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 ･46.4 35.7 7.17.13..6 56-58..835_.3- 5.9... .51

大学 66.727.01.53.7.1.1 267

大学院 ･59.136.4.-_4.5-... ~22

女性学磨刺 ■高校 55.935.71..55..71.1 263専門▲専修学校-.職業訓練校高専.短大 70.8,16.74.24.24.2 24

大学 54.036.0_6.0...4.0 50

男性職檀刺 技能戚 51.833.23.710.ll.2p3:8技術職 65.029.1■1.83.10.9~223.
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Q8B 月平均残業時間 (休日出勤を含む)
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

-日日 2)(3)(4)十5)(6ト(7)(8)- 中 平･央 均値 値(時分)

時 時 時 時 時 時 時 時 計

以 以 以 以 -以 以 以 を
内 内 内 内 内~内 内 超

え
る

性別 男性 42.5 26.912.3 7.2 3.50.80.81.5 4.6 889 15:0019:16
女性 66..714.44.2.1.10.6-∴ - 1.111.9 472 5:009:47

男悼年齢別 24歳以下 49.728.811.82.0 1.3 .- .- 0.7'5.9 153 10:0016:04

25-29歳 40.224.314.39.3 4,3 0.70.72.3 4.0 301 18:0021:20

30-34歳 39.0-30.113.18.53.5.- 1.l l.13.5 282 15:0019:04

35歳以上 47.3 25.3.6.25.54.12.71.4 1.4 6.2 146 10:0018:14

女悼年齢別 24歳以下 64.318.13.5...1.0■.- ....ll.012.1 199 6:Polo:,03

35歳以上 55.010.05.0.2.5 2.5....- .-25.0 40 6:009:36

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 33.926.816.110.7 3.61.8.- .- 7.1 56 15:0019:1033.325_.523.53~.95.9.- -..- 7.8 51 20:0019:45

大学 38.226.212.09.06.71.51.12.62.6 267 20:PO22:15

大学院高校.. 31.836.413.69.1.- -. -. .- 9.1 2267.713.7 2.70.40.8.- .- 1.113.7 263 17:3016:095:009:03

専門.専修学枚.職業 訓練校高専-.短大 70.816.74..2...-.....- .- 8.3 24 7:008:4669.520.04.81.01.0.........3.8 105 8:008:58

垂務職 42.2.29.9.ll.3.4.93.90.5 1.0.1.05.4 204 -15:0017:35
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Q9 人職経路
(性別 ､年齢 別 ､学歴別､職種別)

QIOAA 現在の勤務先を
決めたとき重視した点 A
会社の規模や安定性

● (1)(2)(3)(4)(5)(6.)(.7)(8)(9) (1)(2)(3)
生業介業 人 や の 業 聞 入 の 計 常 視 視 計
の校 p枚､.. 親 勤 安 職 広 他 A に L A
紹の の 知 戚 務 定 業 告 重 .な
介就 同 ,人 の~先 _所 紹- 祝 い
職 窓 の 棺 の の 介
部 生 招.介 紹 紹 機
や の 介 介 介 関.

総計 53.62.06.014.20.4 2.31.910.78.30.71369 32.657.79.00.71369

30-.34& 53.5 4.3.6.012.4 0.4 2.12.18.910.3... 282 37.653..28.90.4 282

25十29歳 57.02.4 6.113.91.23.61.87.96.1 ... 165 29.161.88.50.6 165

35歳以上高校 37.5.-20.015.02.52.5 5.0 5.0_12.5... 40･61.10.47.214.60.2 2.60.78.94.1Jo.2 460 30.057.512.5-. 4041.151.17.60.2 460

専門.専修学校 .職業訓練校高専.短大 _39.3 ...3.619.61.83.63.616.112.5.... 5.6 37..5.46.416.1.... 56

大学 40.14.15..612.7.- -.3.018.015.41.1 267 21.767.010.ll.1■267

大学院-高校 54.513..64.54.5-. i- .- 18..24.5.∴ 2273.0_0.84.69.91.13.8■0.42▲.73.8- 263 27.363.69.1~.∴ _22､31.959.78.00.4 263

専門工専修学校..職業訓練校高専.短大 50.0..- 4,28.3-....4.2.4.212.512.54.2 24 37.558.34.2-. .2428.61.9.8.633.3-.-3.83.813.36.7 ... 105 41.053.35.7.- 1q5

事務職 46.12.96.911.8...0.5 1.513.716.20..5 2d4 30.456.912.7.-I.. 204

技術職 69.-1 3.12.79.90.40.41.87.25.4.∴ 22芦 30.957.811.2-... 2畠3
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QIOAB 労働時間､休日 QIOAC 仕事の面白さ･
･休暇 やりがい

(性別､年齢別､学歴別､職種別)
QIOAD 社風や雰囲気

(1日 2)(3) (1)(2)(3) (1)(2)'(3)-
非 重 量 N 非 重 .重 N 非 重 重 N
常 視 視 計 常 視 視 計 ･常 視 視 計
に L A ､に L A に L A
重 な 重 な 重 .な
祝 い 視. い 祝 い

総計 24.4 53.020.5 2.01369.20.754.622.72.01369~13.4 52.032.32.31369

性.刺 男性 18.9_53.725一.22.2 889 23.753.020.92.4 889 ll.1ー50.735.32.8 889
女性 35.251.311.91.7 472 15.357.825.41.5.472 17｣854.426.31.5 472

男悼年齢刺 24歳以下 25.557.514.42.6 153 15.757.5124.22.6 153 10.551.635.32.6.153

25-29歳. 22.6~52.822.32.3 301 25.652.220.61..7 301 13.349.834.62.3■301

35歳以上 13.752.730.13.4 146 22.649.323.34.8 146 7.551.436.34.8 14や-

女悼年齢別男悼学磨別女性学磨別男悼職種別 芦4歳以下 42~.248.7~7.51.5 199 14.665.319.ll.0 199 22.657.319.ll.0 199

25-29歳 33.350.913.91.8 165 15.857.026.ll.2 165 13.353.931.51.2 165

30-34歳 25.953.419.01.7 58 10.351.736.21.7 5.8 10.356.931.01.7 58-

35歳以上高校 30.055.-012.52.5 4021.555.020.72.8 460 20.042.535.02.5 4017.652.226.73.5､460 20.047.530.02.5 407.4.48.940.23.5 460

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 23.242.932.ll.8 56 28.641.128.61.8 56 5.437.553.63.6 .年615.752.927..53.9 51 15.764.719.6▲- 51 5.947.143.13.9 -51

大学院高校 13.650.0.36.4... ?238.451.78.71.1.263 54.531.813._6- 229.159.730.01.1_263 13.6-50｣0.36.4.- 2216.751.7.30.41.1 263

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 41.741.716.7-. 24 20.845.833.3._- 24 ･33.337｣5.29.2.... .24

大学･技肯巨職 14.066.016.04.0 5022.956.117.73.4 328 38.050.08.04.0 5018.952.424.74.0 328 18..060.018.04.0.507.949.138.74.3-32畠

事務職 ー15.253.9.29.91.0 204 24.555.918.61.0 204 15.749.034.31.0_.204

技術職 18.454.326-.01.3.223 28.352.917.51.-3 223 .10.854.333.61.3 223

_営業職 ~ 14.747°.136.32.0-102 28.450,020.61.0 102 ll.856｣928.42.9 102
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QIOBA 期待と比べた実 QIOBB 労働時間､休日 QIOBC 仕事の面白さ･
態 A 会社の規模や安定性 ･休暇 やりがい

(性別､年齢別､学歴別､職種別)

(1)(2)(.3) (1)(2)(3) 日 )(.2)(3)
■た期 期 か期 N た期 期 か期 N I=期 期 か期 N
待 待 つ待 計 待 待 つ待 計 得 待 つ待 計
し 通 たし A し 通 たし A し _通 たし .A
た り た た.. り た -た りp た
以 ほ 以. ほ 以 ほ.
上 ど 上 ど 上 ど
だ で だ で だ で
つ な つ な つ な

総計 10.958.728.8 1.71369 16■.755.924.5.2.8~1369 8.6.49.938.5 3.0 1369

女性 10.859.527｣3.2.3.472 16.3,58.523.112.1 472 9.148.939.03.0 472

男悼年齢刺 24歳以下 14.449.735.30.7 153_13.758.225.52.6-153 6.555.634.63.3 153

25-29歳 ･8.659.130.91.3 301 17.652.2.27.23.0 301 7.046.544.2.2.3 301

30-34歳 ll.062.126.20.7 282 17.757.822.32.1 282 9.951.436.91.8 282.

35歳以上 12.3ー56.22'8.13.4 146 19.247.926.76.1Zp146 10.350.034.25.5 .146

女性年齢刺男性学磨別女悼学磨別男悼職檀別 24歳以下 10.660.326.62.5 199 17.654.326.■12.0.199.ll.152.834.22.0 199

25-29歳 13.957.626.71.8 165 18.862_.416.42.4 165 7.946.7.42.43.0 165

30-34歳 5.263.827.63.4 58 15.558.624.ll.7 58 8.653.432.85.2 58

35歳以上高校 7.557.535..0.... -4013.058.327.61.1 460 5.057.535.0.2.5 .4018.754.123.33.9 460 7.532.557.52.5 408.5:48.Op39.34.1 46_0

専門.専修学校.職業訓練校高専..短大 12.555.432.1-丁 56 16.1.55.4_26.81.8 56 10.748.239..31.8 565.951.037.35.9 51.-･7.856.929.45.9 51 9.849.039.22.0 ー51

大学 8.656.633.31.5..267 14.653.929.22_.2 267 8.252.837.ll.9 267

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 8.366.725.0... 24 16.75ー8.325.0-.. 24 8_.366.725.0..丁. 2412.458.126.72.9 105 17.159.022▲91.0 105 7.650.5ー40.0.1.9 105

不学技能職 4.0~60.028.08.0~50ll.055.232p.31.5 328 10.060..022.0_8.0 5015-I.l955.224.74.3 328 14.036.040.010.0 507.046.342.4_4.3-328

事顔職 13.76.2.323.50.5 204 16.256.426.0_1.5.204 10.855.432.81.0 204

技森藤 9.058.731.80.4 223-.15.259.623.31.8.-223p 9.0.52.037.2-1.8.等23
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QIOBD 社風や雰囲気 QllA 転職経験
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

(1)( 2) ( 3) (1)(2)
た期 期 か 期 N あ .な N
待 待 つ 待 計 る い 計

し 通 たし Aた り た以 ほ上 どだ でつ な A

総計. 9.250.636.93.3 1369 12.386.1■1.51369

痩刺 男性 7.650.238.63.6 889 14.184.81.1 889
女性 12.351.533.52.8 472 9.188.62.3 472

25-29歳 6..051_.539.23.3 301 15.0.83.71.3 301.

30-34歳 6.050.041.52.5 282 16.083.01.1 282

35歳以上 ll.045.237.06.8 146 18.579.52.1 146

女性年齢刺 24歳以下 15.150.332.72.0 199 3.594.52.0 199

25-29歳 13.353.3■30.33.0 165 ll.587.90.6 165

30-34歳 8.656.931.03.4 58 6.989.73.4 5.8■

35歳以上 2.542.552.52.5 40 30.067.52.5 40

専門.専修学枚._職業訓練校高専.短大 7.146.442.93.6 56 32.167.9... 56-ll.843.1_39.25.9 51 13.782.43.9 畠-1

大学 4.9.52.440.12.6 267 7.591.01.5 267

大学院 9.145.545.5.- 22 4.595.5-. 22

女性学磨刺男性職種刺 高校 ll.051.336.ll.5 263 9.988.21.9 263

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大~ 25.045.829.2.- 24 8..383.38.3 2412.454.331.-41.9 105 9.589.51.0 105

大学技能職 12.048｣030.0批0 508.544.542.14.9.328 8.088.04.0 5023..276.20.6 328

･_技術職 5.853.439.01.8 223 5.493.70.9 223
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QllB 転職回数 (Q l lAで1の方)
(性 別 ､年齢別 ､学歴別､職種別)

Q12 現在の仕事に転職する直前
の仕事 (QllAで1の方)

1 2 3 4.5 -N 民 自 団 そ N
回 回 回.回~回 計 ･間 営.体 -.の 計

以 A 企 . 職 他 A

上 業 自 員+由 .業 丞務負

女性 58.127.99.3-2.3...2.3 43 ･1㌧~0 1.5 72.1.4.77.014.02.3 43

男性年齢別 24歳以下 ~83.3 16.7...-..- ... 6 1.0 1.2 66.716.716.7∴..- 6

25-29歳 68.913.313.3 4.4.... ... 45 1.0 1.5 91.14.44.4.- ... ._45

30-34歳 55.613.317.84.46.72.2 45 1.0 2.0 84.4'4.46.7..- 4.4 _45

35歳以上 . 40.725.91̀1.114.83.7..3.7 27 2.0.2.3 85.211p.1......3.7 27

25-29歳 63.226..310.5｢- ∴.- 19 1.0 1.5 68.4...'10.521.1.... 19

30-34歳 75.0...- - ∴.25.0 4 1.0 1.0 50.0.-25.025.0.- 4.

35歳以上高校 41.733.316.78.3 ∴ . - 1250.013.920.811.12.台1.4 72 2.0 1.91.0 2.1 75..016.7..- 8.3... 1286.16.95.6..-.1.4 72

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 88.911.1- .....- ... 18 1.0 1.1 94.4与.6...... ... 1871.4.14.3-∴....14.3 ... 7 1.0.1.7100.0.....- ....- -7

大学 75.015.05.0..■....5.0 20 1.0 1.3 80.05.015.0~....- 20

大学院高校 100.0....- .......- 157.726.97.73.8°-..3｣8 26 1.0 1.rO1.0 1.6100.0....- .- .- 176.97.77.77.7-i .26

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 50.0°50.0.- ...-..- 2 1.5 1.5 50.0-..-■50.0.- 250.030.020.0...-.... 10 1..5 1.7 50.0.-10.030.010.0.10

大学庭能職 75.025.0-.- ...-.- -. 452.613.221.19.2_3.9... 76 1.-0 1.31.0 2.1100.0.- .- -.-. 490.87.9.......1.3 76

事務職 78.614.3｢.- ...-.7.1- 14 1.~0-.1.2 85.7.7.17.1...I... 14

技術適 ･75.016.7...8.3...... 12 1.0 1.4 83.38.38.3... .- 12
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Q14 直前に勤めていた会社の業種(Q12で1の方)
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

(1)(2日 3)(4日 5日 6)(7日 8)(9)(10)-.(ll)(12)(13)
建 加 素 そ 卸 小給電 運動金 ウ情 広 業そ そ N
設 ~工 材 の 売 売業気 輸産融 エ報 告_~の の 計

立 製 の 商̀ . ガ 通 保 理 画 の
型 造 製 社 飲 ス 信 険 . サ
-製 業 造 食 . 葉 菜 ソ l
造 業 店 熱 .. フ ビ
業 供 不 ト ス

総計 6.515.2 7.24.39.4 8.70.715.97.22.9.-~13~.0_-8.7 - 138

性別 男性 8.416.86.5 3.77.58.40.919｣63.73.-7.-14.06_.5 - 107
.女性 ･..9.79.76.516.19.7..T3.219.4- ...9.716.1... 31

早性年齢刺 24歳以下 ･..50.0.......25.0............25.0............ 4

25-29歳 12.214.64.94.97.37.32.422.0.- 4.9.-14.64.9-. 41

30-34歳 7.915.87-.9...5.37.9:..18.47.92.6.A..21.15.3... 38

女性年齢別 24歳以下 ･..- 16.716.716.7 - ... - 33.3-_.-- - 16.7 - 6

25-29歳 ･-15.4 7.77.723.17.7-..- 7.7-...- 7.723.1-. 13

30-34歳 -.-........50.0.- ....I-50.0........- ....- 2

35歳以上 -....ll.1-..-22.2-.ll.122.2-...-22.211.1.- 9

男悼学磨別女性学磨別早性職種別 高校 6.511.39.7 3.2 4.86.5.1.629.0...3.2 .- 17.76.5 .- 62

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 ll.817.6...ll.811.8.....1.5.95.911.8.-ll.811.8... 17-.57.114.3.-28.6-..- -..- .- .- .- -.-. 7

大学 18.818.8- - 6.3 25.0.｢- -12.5- - 12.56.3-. 16

大学院高枚 ･- -..- .- .- -.-.-...100.0-..- -...- .- 1･-10.010..0 5.020.015.0-.5.010.0.- .- 5~.020.0.- 20

-. -. .- --.20.0--..- .-60.0...i.-20.0-..-- 5

大学技能職 ･..25.025.0...- ...... ....25.0..-.........25.0... 47.215.94.34.37.27.2...26..ll.4 1.4...17.47.2 .- 69

事務職 16.78.3......16.78.38二3...25.0..｢._...8138.3... 12

技術職 .101.040.010.0.......- ...10.0...20.0...-10.0...... 10
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Q15 直前に勤めていた会社の会社全体の正規従業員数 (Q12で1の方
)

(性別､年齢別､学歴別､職種別)

9 1 3 5 1 3 5 1 N
9pO~0一0 .0-0 0 O 計

以 人 人 人 0 0 0 0
下 以 以 以 人 人 人 0
上 上 上 臥 以 以 人.

上 上 上 以
上

総計 32.615.912.39.4 10.91.4_4.310.12.9 138 300 2,098

産別 男性 29.9-16.814-:09.312.ll.9.5.69.30.9 107 340 2,101
女性 41.912.9_6.59.7.6..5■-■..-12.99.7 31 150 2,089

男性年齢刺 24歳以下 ･-.-25.025.0._...- .- .-50.0-. 4 5,250 6,40030-34歳 ･34､.213.213.25.315.8 5.32.6-7.92.6 38 320 1,896

35歳以上 30.421.74.313.021.7-..-4.3 __4.3 ... 23 280-1,478

女~性年齢刺 24歳以下 33.333.316｣7...16.7..... ... ... ... 6 200 483

25-29歳 53.8.- 7.715 .4 7.7.- -.~15.4.- 13 92 2,250

30.-34歳 50.0..- .-■50.0-..- .- .- ... 2 1300 400

55歳以上 33.322.2.- -..- .- ...22.222.2 9 150 3,650

専門.専修学校..職業訓練校高専.短大 41.223.523.55.9■- - - 5._9 - .17 175 .94114.328.6.-28.614.3...- 14.3.- 7 625 2,350

FS 6.325.025.pO1:.51:.56..36.36.3... 16 450 1,996

大学院･高校 ･....I.....-.100.0...........- 155.015.010.05.0...........-5.010.0 20 2,000 2,00082 844

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 100̀0.- .- .- -.....- .- .- 1 50 50

大学_技能職 ･..25.0...25.0.........50.0... 433.314.｣58.78.713-.0~1.4 7.211.6.1.4 69 5,500 6,467333 2,493

技術職 2OLOl0.050.010.010.0_...- ...... 10 -380 505
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Q16 直前に勤めて いた会社 での主な 仕事 (Q 1 2で 1の方)
(性 別 ､年齢別 ､学歴別､職種別)

(1)(2)(3)(4 ) ( 5) ( , 6 )(7日 8)(9L)ilo) (ll),(12)(13)(14)(15)(16)

組能 能 能 能 能 能 務 .務 .務 .務 務務 設 術 術 術 .術 術術 業

_軌 守 品 澱 .の- 理 事 童画を貫 の 晶 造 礎 l7 の 売

撹 . 検 . 他 . .伝.ど. 他_闘 技-研.ビト 勉
作 修 査 搬 の 財 _労 調 外 の 発 術 究ス閲 の

性別 男性 9.314.0 1.921.5 1.92.81.9-_4.71.9.3.7 4.7 - ■3.72.815..9
女性 3.2 .- 3.23.23.212.93.2 3.26.519.4 ... 6.5.- .-12.912.9

男悼年齢刺 24歳以下 50.0.∴ -.- ..- - - - ...- 25_.0...- -- ..25.0

25-29歳 9.817.1.-22.02.4 2.4......9.8.- 4.92.4 .- 7.3 2.49.8

30-34歳 _2.6.18.4 5.326.32.62.6-..- ...-.2.62.6∴.2.65.321.1

35歳以上 13.04｣3.- 17.4.- 4.38.7 - 4.38.7...13.0- - - 13.0

女性年齢刺男性学磨別女悼学磨刺男性職種別 24歳以下 ･-- . . . .- .-16.733.3.- .- .- .- .-16.7....- -....

25-29歳 - - 7.7- ...7.77.7- 15.430.8- 7.7- - 15.47.7

30-34歳 ･.. . - .- -..- .- -..- -.....- .- .- -..-100.0

35歳以上高校. ･......∴11.1-....ll.1- ll.1. ....22.2...-........,.22.211.114.519.43.230.63.21.6..- .∴ 1.6-.1.63.2...1.63.29.7

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 5.911.8■-..- ....- 5.9.-ll.85.95.95.9.-ll.85.929.4･..14.3....14.3............14.3...14.3............28.6

大学 - - - - - 12.56.3 - 6.3...6.3■12.5- 6.3 - .25.0

大学院高校 ･- .- .- .- -.-....-..-100.0.- ....- .- ......5.0- ...5.0.- 10.05.05.05.0.25.0...10.0......10.010.0

専門 .専修学校.職業訓練校高専 .層大 ･- -.....-100.0.- ....- -..- .-....- .- ... ...･.. - . - . .- .- ... .- - .20.020.0-..--..-.-40.0

大学技能職 ･- .-25.0......50.0.- .- .- .- .- -.-..-25.0..-10.~118.82.929..02..92.91.4∴ 2..9■- 5.81.4- - 1.411.6

事務職 ･........8.3...8.3,8.3.-16.78.3.-.8.3.......-41.7

技術職 20.0-20.0~- 10.0.- - -.- 10.0~- - 10.0- 20.0.10.0.∴
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Q16 直前に勤めていた会社での主な仕事(Q12で1の方) (続)
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

(17).再 )(19)
_ビ営営営 .そ N
ス業業業 の 計
･職職職 他 A

施 主
ル客 .の
スサ 他
t の

総計 ･5.12.21.40｣7 138

悼刺 男性 5.61.90.90.9 107
女性 3.23.2,3.2... 31

男悼年齢刺 24歳以下 ･..-..- ... 4

25-29歳 4.92.42.4... 41

30-34歳 5.3p2.6...... 38

35歳以上 8.7-.- .- 4.3 23

女悼年齢別 24歳以下 16.7.-16.7.- 6
25-29歳 ･-.-....- 13
30-34歳 ･...-...-.- 2
35歳以上 ･-ll.1 .- ... 9

男悼学磨別 高校 4.8.- 1.6.- 62専門.専修学校.職業訓練校高専.籍大 ･...- .- ... 1.7-. ... 丁..14.3 7

大学~ 12.512.5▲- ... 16

大垂院 ･- -.....- 1

女性学磨別 高琴 ･- 5.05.0.- 20専門.専修学校~.職業訓練校高専.短大 ･-.-.-... 120.0.--.... 5
大学 ･--....... 4

男性職種別 技能職 7.21.4.- ... 69
事務職 -..-...-.12
技術廟 ･-.-.-...10
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A2 直前に勤めていた会社での勤続年数 (Q12で1の方)
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

(1日 2)(3)(4)(~5)(6)(7)(8日 9日10)(ll) 中 平央. 均値 値(年~)

1 .1 2 3 4 5 6ノ7 8_9 10.N
年 年 年 年 年 年 年 ,* 年 年 .年 計
未 ..以.A
浦 上.

総計 23.918.817.412.37.22.9pZ.92.21.40.7 5.1 5.1 138 2.3 3.2

性刺 男性 22.416.815.914.09.33.73.72.8.1.90.93.7 .4.7 10ナ 2.7 3.2
女性 29.025.822.66.5-.-.....- .- .- 9.76.5 31 1.8 3.1

男性年齢刺 24歳以下 75.0.∴25.0- - -.- - - - .- - 4 0.6_1.1

25-29歳 14.6■29.312.217.117.14.92.4-.-...- .- 2.4 41 2;8 2.8

30-34歳 21.17.915.815.87.9 2.67.97.95.32.62.6.2.6 38 3.3 3.9

35歳以上 30.413.02.1.78.7.- 4.3 - - - ..-13.08.7 23 2.3.3.5

女性年齢別 24歳以下 50.050.0-...- .- .-..- .- -..- -.-. 6■ 1.l l.1

25-29歳 30.815.430.815.4- - ...- - - 7.7∴ 13 ■2.0 2.6

30-34歳 100.0.- .......- -....-.....- .-..- 2 10.3 0.3

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 23.5 17.611.811.811..8...5.9.........5.911.8 17 2.3 3.128.628.628.6-.14.3.- ....- ....- -..- 7 1.8 2.1

･大学 18.818.86.325.06.36.3 ....6.3.....I..1写.5 丁.. 16 3.2 4.1

大喪院高枚 ･- .-100.0.- .- .- ...-..- -. .- -. 120.025.020.0._10.0-.................15.010.0 20 2.8 2.82.0 4.1

専門.専修学級.職業訓練校高専.短大 -⊥100.0.- ....- .- .- ....- .- ...-. 1 1.4 1.460.020.020.0- .............-.- - - 5 0.7 1.1

事務職 41.716⊥78.38.3_...J8.3 ...- ......8.38.3L12 1.2_2.6

技術職 10.ー020.0....40.0.20.0.........I-10.0- ... 10 3.3-:3.6

官業職 38.515.415.4 7.77.7................L7.7_7.7 1芦 1.3.2.6
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Q17 転職理由(Q12で1の方･複数選択)
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

日 )(2日 3)(4) ( 5)(6)(7)( 8) (9)(10).(1け 回答累計

料 働 み て力 なりい社 く場 勤 営 庭 の 計
が ..時 が くをいた のなの が が の 他 A
安 間 少れ正 い ..体い人 あ 不 都
か が なな当 仕 質 問 る .振 合
つ 長 かいに 事 が 関
た か つ 評 が あ _係
つ た .価 で.わ_が

総計 42.835.5-30.413.823.2 27.514.5_2.98.713.010.9-. 138 223.2

25-29歳 41.546.341.512.231.7..24.414.67.312.21416.7.3.1... 41 253.7

30｢34歳 ･47.444.726.321.123.721.17.9-....10.5 1~3.213.2... 38 228.9

25-29歳 53.8-15.446.2,23.130.8.23.130.87.77.77.7.- ... 13 246..2

･30-34歳 - 50.0~- -_.50..0100.0...-.-.- .- - 2 200.0

35歳以上高校-. 33.311.1- ...ll.1-33.3∴.-..-ll.144.4..∴ 9ゝ.58.150.037.116.119.421.01■4.5 3 .2 6.511.3 11.3 ... .62 144.4248.4

･.. ... 14.3....42.'9...14.3L....28.6 14.314.3 ... 7 128.6

大学 25.0..31.325.018.825.037.5_6.3....12.518.86.3.... .16 206.3

大学院帝校.- ･...........100.0100.0......I............ 150.015.035..015.~0.20.035.025.0-...5.010.015~～.0... 20 200.0225.0.

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 ...… … …100.0100.0100.0∴~. ...... - .- 1-300.0･-20.0~.- -.20.060.020.020.0.-20.0.- ... 5 p160.0'

技術職 40.040▲040.010.030.020.010.0-...20.0...10.0.- 10 220｣0
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Q18AC 仕事の内容
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

･-技二理技 技 送技 技残務事務事査事 注事事事 .技 技 技 工 技 技 技 営
組能 能 能 能 能能 務 .務 . 務 .務務務.設術.p術 術 ア 術 術 術 業
立職 職 職 職 職職 職 総職広 職 輸職職職計職 -職 職 閑 職 職 職 職

卜 f f ー l t.務J報 l 出l 一 一 F .一発 J J J
機 保 製 運 そ 経 人 . 企 入購 そ̀ 製 製 基 ソ そ 版
械 守 品 搬 の 理 事宣 画 な貫 の 品 造_礎 フ の 売
漢 . 検 . 他 . .伝 . ど. 他 聞 技 研 ト 他

作 修.査 搬 の 財 労 調 外 の 卦 術_究 ウ .の

総計 13 -.5 6.62.81.9.5.85.4 6.21.5 . 2.410.-9■5.45.41.22.4 3.06.6

悼別 男性 15.0.9.72.22.96.73.93.91..2 1.16.36.3- 7.5 1.32.63.18.1
女性 10.81.14.0-_-3.88.110̀42.14.919.53.81.30.82.1 2.53.8

25-29& ll.610.32.72.77.3 3.35.3 2.02.07,36.37.01.02.73.38.6

30-34歳 14.29.21.4 4.36.7 3.9.4.30.4 0.4 6.0ー6.7 8.22.13.93.99.6

35歳以上24歳以下 18.56.81. 4 3.45.5 2.72.72.71.4 7.54.8 5.51.41.41.49.6ll.10.5 4.0-.4.58.510.62.5 6.019.12.0-1.0...1.51.04.0

30-34歳 8.61.7....■..1.78.613.83.41.720.7 3 .41.71.71.73.41..7

35歳以上高校 7.5 . - 5.0.∴12.57.52.5.- 5.030.02.5 .- .- .-.5.05.023.314.3 3.55.28.72.81.70.21.15.72.2.5.2 0.70.92.83.7

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 ■10.712.5 . . . 1.87.15.4 5.4...1.台5.41.8′1.81.85.47.1-8.913.79｣83.9-.9.8-.-..- 2.05.915.79.82.03.93.95.9

大学 3.72.60.4- 3.76.78.23.41.18..210.日0.5 1.94.-12.617.2

大学院高校 ･.. . .. . . . 4.5.......- ......4.5 27.3ー22.79.113.64.5 ...16.31.56.1.- 4.65.78.7...4.624.3~0.81.1 0.40.82.3_3.8

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 4.24.24.2...12.58.3 .4.2-.12.5 8.38.3 - . - . - 4.2....4.21.9.....- .- -.9.517.13.86.721.04.81.0.- 3.82.9 3.8

大学技能職 2.0...2.0..T4.010.08.010.02.0.4.018.04.04.06.04.04.031.720.4 5..25.510.7_0.90.3- 0.30..3 2.72.10.3.- 1.51.8

事務職 3.4 3.90.50.5 3.915.215.2.4.42.5 20.1-0.51.5~0.5■0.5- .13.7
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Q18AC 仕事の内容 (蘇)
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

(17),(18)(19)
ビ営営営 そ N
ス業業業 の 計
･職職職 他 A
セl l
卜顧 そ
ル客 の.
スサ 他.
ー の

総女 2.02.54.59.91369

悼別.男性 1.72.75.1.台.4 889
女性. 2.82.13.612.5 472

早悼年齢別 24歳以下 o十 ∴ 8.511.8 153

25.⊥29歳 2.03.0.5.06.6 301

39-34歳 1.43.93.5_6.0 282
35歳以上- 2.72.14.813.7 146

女性年齢刺_24歳以下 3.52.02.515.6 1■99

25-29歳 2.42.45.54.8 165

35歳以上 2.5_- 2..512.5 40

男悼学磨別 高校 1.3ー2.04.810.0 460専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 3.6.1.810.77.1 56･- .- 7.85.9 51

大学 2.23.74.94.5 267

木学院 ･...- .-13.6 22

女性.学-磨刺 高枚 3▲01.12.312.5 2631.94._84.812.4.105

大学 4.04.08.02.0 50

男性職檀別 技能職 1.20.93.410.7 328

事務職 0.53.93.45.9 204

技術職 0.40.44.0_6.3 223
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Q18AE 一人前になるのに必要な期間
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

Q18AF 矢口識･技能の習
得方法

3 半 1 2 4 6 10 N 白.修会 らO N

月 く く 3 5 9 以 A _学 .や ぶT A
く ら ら 年 年 年 上 習 業 こ l

ら.い い く く く 界 と働
い ら ら -ら 内 き

い い い の な研 が

総計 12.413.4.19.025.611.32.93.811.51369 ll..6.16.8_60.311.21369

性刺 男性 10.912.417.826.413.23.84.610.9 889-10.919.858.510.8 889
女性 14.815.521.4 23.98.ll.32.112.9-472 12.911.463.312.3 4.72

男性年齢別 24歳以下 10.511.817.1022.9.ll.85.27.813.1 153 9.817.659.513.1 153

25-29歳 10.310.317.926.616.94.06.08.0 301 10.618.962.58.0 301

30-34歳 12.112.120.627.311.3 3.52.51■0.6 282 10.620.658.99.9 282

35歳以上 ll.0.17.112.328.110.3 2.72.715.8 146 13.021.249.316.4 146

女悼年齢刺男悼学磨別.女悼学磨刺男■性,職種刺 24歳以下 10.616.121.6.22.18.0-1.02.0_1-8.6 199 6.58.068.317.1.199

25-29歳 17.014.518.829.19.7 2.4 3.05.5 165 15.212.7.66.16.1 165

30-34歳 15｣512.127.625.93.4...ll.713.8 58 15.517.255.212.1 58

35歳以上高枚 27.522.517.512.510.0......10.0-.4013.716.117.823.79.82.84.6p11.5 460 35.012.542.510.0 ~409.622.057▲011.5 460

専門.専修学枚.職業訓練枚高専.短大 10.710.714.3 30.412.5 3.65.412.5 56 17.923.246.412.5 569.83.919.637.37.89.85.95.9 51 9.821.662.7.5.9 51

大学 8.28.218.430.018.4_ 4.93.7~8.2.267 12.017..262.58.2 267

ll.412.420.030.56.73.83.811.4 105 14.316-.259.010.5 105

大学技能職 14.04.026.0-34.016.0.I....6.0 50.13.715.216.222.010.73.45.813.1 328 14.010.072.04..0 50ll.020.455.513.1 32-8

事務職 9.314.219.127.511.82.5 6.49.3 204 13.716.260.台9.3 204

技術職 8.54.914.829.622.47.23.69.0 223 ■9.021.561.08._5 223
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Q18AG 自己学習について
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

Q18LA 現在の仕事の研修･学習歴について
A 移動内容

(1日 2)(3日 4) (1)(.2)(3)I(4)(5)(6)(7)I-
か あ あたは N 転 転 の出動配 昇 そ 移 N
なJ~る ま と 計 職 .-籍 復向 ~置 -進 の 動 計
り-程 り ん A 帰. 転 他 経 A
学 .度 し ど 出 換 験
-管.し な し 向 . な
し .た ~か な 先 社 し
■た つ か- か 内

た つ ら 異

総計 . 9.939.427.612.011..11369- 7.72.一5~4.236.9.6.4_2.839.30.11369

女性 5.537.330..314.4.12.5..472 6.4 1..5 2.3 35102.13.249.6.-.472

男■悼年齢別 24顔以下 7.839.2-31.49.212.4p153. 2.6-2.03.928.8...3 .3 3.955.6... 15_3

25-29& ll.342.223.315.67.6 301 9.34.03.㌔3 42_.9 4.7 3.032.9-∴. 301

30-34歳 16.33-8.727~.77.89.6 282 9■.22.15.3 40.814.5.2.524..8_0.7 - 282

女悼年齢別男性学磨別女悼学一磨別男性.職檀別 24歳以下 2.036.7-33.7~10.617.1 199. 2.-01.02.5 25.ll.5 4.063.8... 199

25-29歳 10.937.630.913.96.7 -165 -9.71'.83.042.4 2.43.037.6-..165

30-34歳 3.441.419.022.413.8 58 3.4....1.748.3 3.43.439.7 .- ー58

大学 13.142.326.610.57.5､267= 4.5L.2.26.039.38.64.5 34.8L....267

大学野高校` 13.645.､513.69.118.2 22一6.536.9-30.413-.712.5.263 ･... --.. 4.527.39.1-.4.554.5∴. 22･8｣O=pl.91.933.5 2.7 3.448.7- 263

専門.~専修学校.職業訓 練校高専.短大 12..520.833..312.520.8 24 4.2.- .-20.88.3 8.358.3-. 244.840.027.616.L211.4 105 3.8....3.840.0-.3.848.6.-. 105

大学技由職 - 44｣036.016.04.0 50.12.8~36-.026.811.313.1 328 8.02.0.4.038.0.......48.0... 5015.24.9.5.832.07.01.833.2 ... J-3等8

事務職 9.341.228.912.38.3.204 4.42.5 13.945.-611.3~2.030.4 ..▲ 204

技術職 13.944._1825.17.68.5 223. 1｣32.2-5.435二08.5 4.942.2-0.4 L223
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Q18LC 仕事の内容
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

(1)(2)(3日 4)(5)(6).(7)(8日 9)-(10日11)(12)■(13_)(14日 15)I(16)
･技 理技 技 送技技技務事務事査幸 江事 事事.技 技 技工技 技 技 _営
組能 能 能 能 能能.務 工務~.務 .務 務務設術 術 術ア術 術 術 業

立苧 _-苧 平 背 職竿 苧霊竿 盃開 平 職竿計竿 竿 .竿栗平 職 竿 苧

械 守 品_ 搬 の 理 事 童画 な貫 の 品, 造 礎 フ の 売
操 . 検 . 他 . .伝.ど. 他 聞 技 研_ト 他 1
作 修 査 澱 の 財 労 調 外 の 発 術 究 ウ の

総計 8.4 5.33.02.64.2 5.8-7.4 3.■13.410.85.34.3.0.92.02.84.1

性別 男性 9.97.8_2.5 3.85.2 3.74.82.62.16.16.26.21.12.13.65.2
女性 5.5 0.84.0..0.2-2.3 9.511.94.2 5.919｣93.40.80.61.71.51.9

男性年齢別女性年齢刺男悼学磨刺-女悼学歴~刺男悼職檀別 24歳以下 13.714.43.92.0ー7.27.21.3..-.1.35.2.5.93.90.71.3_3.32.0

25-29歳 9.68.02.74.05.64.0,7.33.31.36.05i68.00.72.33.77.3

80-34歳 7.4 5.32.14.34｣3.2.13.93.2 3.55.3.8.96.71.8.p3.2 3.9_5.0

35歳以上24歳以下 ll.04.8.1.4 4.8-4.12.7 4.8-2.72.18.92.14.l l.40..72.7 4.86.00.55.0-.3.09.012.13.06.520.12.00.5-.1.51.5.3.5

25-29歳 5.50.63.6~...1.21r.512.7 6.17.915.85.51.81.2 3.01.80.6

p30-34& 3.4 1.71.7......6.910.3p3.41.731.03.4...1.7...1.7...

35歳以上高校 5.0.- 5.02.57.510.07.55.02.5 22.52.5..- .- -....2.515.411.5 3.05.97.82.4 2.21.52.05.72.63.90.40~.93.32.4

専門 T専修学校 .職業訓練校高専 .短大 16.110.7 - 5.4.1.87.13.61.8- 12.51.8-.....3.6~7.15.49.85.93.9∴.7.8-.2.03.9- 7.813.713.7- 3.93.9-

大学 .0.71.91.5 0.7 1.5 6.0.10.13.73.7.6.410.18.61.93.43.711.2

専門 .専修学校 .職業訓練校高専 .短大 4.2...4.2...8.38.3 - 4 .212.5-12.54.2..- ...4.-2...-1.0............ll.420.Op 4 .8 6.7:1.04.8......2.92.91.0

大学技能職 ･- -.2.0-.2.012.08.010.02.08.018.04.04.06.02.04.0･25.020.76.49.511.3.1.....0.30.30..90.30.6- -..1.5__0.3

事準職 0.5.- 0.5....-16.221.110.88.823.0_.- -..- .- .- 1.0

技術職 1.80.4.- 0.4 3.1.- .- .- -.0.924.223｣84.5■8.511.7.0.4
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Q18LC 仕事の内容 (蘇)
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

(17)(18)(19)
ピ営営営 ■そ Ǹ
ス業業業 の 計
･職職職 他 A

て去.主
ル客 のp
スサ 他
ー の

総計 1-1.92.03.019.61369

悼刺 男性 2▲02.13.719.2 889
女性 1.71.91.720.3 472

男悼年齢別 24歳以下 0.70.73.322.2 153

皇5-29歳 2.71.7ー2.014.3.301

30-34歳 3.23..53.918.4 282

35歳以上 - .1.47.528.1 146

25-29歳 0.61.8.2.416.4 165

30-34歳 ･- 6.91.724.1 58

35歳以上 ･- ...2.525.0 40

男性学磨別 高坪 1.72.43.921.1 460専 門.専修学校.職業訓練校高専.短大 ■5.4.- ...17.9 56･- ...3.919.6 51

大学 2.62.64.515.0 267

大学院 ･..-.4.518.2 22

女性学磨刺 高校 1.9~1.1､1.520.9 263専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 4.2-..4.229.2 24･.- 3.81.918.1 105

大学 2.04.02.010.0 .50

男性職種別 技能職 0.30.61.520.4 328

事務職 ･- 0.52.015.7 204

技術鹿 0.4...1.817.91223
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Q18LD 仕事経験の連続性
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

Q18LDX 仕事経験
の連続性

( 1)(2)(3)(4) ■(1)(2)
非 たあ か あ なま N +*た*-N
常 .る つま か つ 計 '2役 .役 p 計
に 程たりつ た A に 3に A
役 度 役 たく た.+立
に ~ 役 に 役 つ 4.た
立 に 立 に た な
つ 立 た-立 ･ か.

た つ な T= 1 つ -

総計 15.622.1-8.04.050.21369 37..812..150.21369.

悼刺 男隼 19.5 23.7 7.6 3.1-46.0 889 43.2-10.846.0 889
女性 8.319.38.95.757.8 472 27.514.657.8 472

男性年齢刺 24歳以下 9.816.33.93.966.0~153 26.17.866.0 153

25-29歳 19.6.24.610.3 3.741.9 301 44.214.041.9-.301

30-34歳 23.828.76.4 2.139.0 282 52▲.58.539.0 282

35歳以上 19.919.98.93.447.9 146 39.712.347.9 146

女性年齢別 24歳以下 6.514.6■6.04..068.8 199 21.110.1′68.8 199.

25-29歳 7.927.99.76.747.9 165 35.8~16.447.9 165

30-34歳 19.020.76.95.248.3 58 39.712.148.3 58

35歳以上 5.010.020.012.552.5 40 15.032.552.5 40

男性学磨別女性学磨刺男性職種刺 高校 20.222.4 7.43.746.3 460 ,42.611.146.3 460

専門.専修学枚.･職業訓練校高専.短大 16.125.08.95.444.6 56 41.114.344.6 59~17.637.33｣9.-41.2 51 54.93.941.2 51

大学 18.425.88.23.044.6 267 44.211..244.6 267

大草酪高校 27.34.59.1.-59.1 ~226..819.89.17.257.0 263 31.89.159.1 2226.616.357.0 263

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 4.220.8.- 4.270.8 24-25.04.270.8 24･11.420.0_8.64.855.2 105 31.413.355.2 105

大学技能職 12.022.010.02.054.0 5018.322.3■8.84.646.0 328 34.012.05°4.0 5040.513.446.0 328

事務職 19.126.58.84.441.2 204 45.613.241.2 204

疲術職 21.520.64.5-.53.4 223 42.2.4.553._4 223
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Q18LE 一人前になるのに必要な期間
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

Q18LF 知識･技能の習
得方法

3半1 2 4 6 10~N 自修会 ら0 .N
ヶ 年 年 ー I l 年 計 己. 社 学J 計
月 く く 3.5 9,以 A. 学 や ぶT- A

ら い い く く く 界 と働
い ら ら ら 内 ~き

総計■ 7..59.016.925.611.4 3.-04.222.61.369 13.01.2■.053.022.11369

女性 8.510.0 20-.327.17.81.ll.723.5 472 1豆.910.653.223.3 472

早悼年齢刺 24歳以下 5.-27.815.019.011｣87.29.2 24.8 153 9.89.258.822.2 153

25⊥29歳 6.3 7.615.-.627.616.3J4.76.015.9 501 14.Plo.659.515.9 血

30-34& . 7.48.915.2 25.913.82.13.523.OJ,282 ll.714二9-51.122.3 282

35歳以上 7｣59.613.024.08｣92.74.,130.1 146 17.117.135.630.1-146

25-29& 9.16.720.030.99.12.43.0-18.8.165 12.712.756.418.2 165

30-34歳 6..912.124..125.93. 4 . . . - 1.725.9 58 19.015.537.927.6 58

35歳以上高枚 17.512.520.017.5 5.0......27.5 407.810.415.2 21.111.3 .3.95.724.6 460 27.522.520.030.0 40ll.315.050.023.7 460

大学. 5.66..4 15.4 29.618.03.05.2~16.9 267 16.99.757.316.1 畠67.

専門.-専修学校.職業訓練校高専.短大 8.3.4.216.725.0~8.3 . - 4.233.3 24 8.312.541.737.5 -249.5 _9.517.132.4 7.61.92.919._0 105 16JZ_8.655.220.0 105

大学技能職- 2.02.022.042.012.02.02.016.0 5010.18.812..823.811.03.4 5.5 24.7 328 20.0.14.054iOl2.0 5012.813.150.923.2■~328

事務職 3..4 9.317.6-28.99.82.97.820.1.204 18.611.849.020.6 204

技術職 3.63.6 13.525.622.07.24.919.7 223 10.311.758.719.3 223-

営業職 9.812.719.618.611.81.03.922｣5 102 8.811.857,821.6 102--121-



Q18LG 自己学習について
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

Q19 仕事を一人前に遂行するのに必要な知識を
得られると思う学校

か あ あたは .N 中 高 専 短 大 大 係 学 N
な る ま と 計 学 校 門 大 学 学 校 計
り-程 り ん A 校 . . 院 教 A
学 度 し ど ･専 高 育
習 し な し 修 専 .と
し た か な 学 は
た つ か 校 無

た つ 関

総計 10.537.921.18.022.4 1369 9.740.-48.25.413.1.1.220.5 1.61369

悼別 男性 13..940.017.96~.621.5 889 10.138.4 7.p54.416.91.720.70.3 889
女性 4.234.127.310.224.2 472 8.944.3 9.57.45.TO.220.1 3.8 472

男■性年齢別 24歳以下 8.5.35.928.15.222.2 153 ll.843.88.5 5.､9-9.20.720.3-. 153

25-29歳 15.043.217.68.315.9 301 ll.332..910.03.319.31.721.30.3 301

35歳以上 15.134.215..14.830.8 146 10.344.5 5.54.113.0.-22.6.- 146

女悼年齢別男悼学磨別女性学-磨刺男性職檀刺 24歳以下 3.532i231.77.5.25.1 199 6.548.710.18.5 3.5 0.519.62.5 199

25-29歳 6.136.427.310.320.0 165 9.140.610.97.37.9.-21.23.0 165

30-34歳 1.7~31.024.115.527.6 58 8.646.66.95.25.2_.- 22.45.2 58

35歳以上高校 5.037..515.012.530..0 4013.038.518.06J23.7 460 17.537.57.5 2.57.5..-17.510.0 4014.352.66.12.65.00.918.3.0.2 460

専門.~専修学校 .職業 訓練校高専 .短大 16.137.514.38.923.2 56 1.832.141.ll.83.6...17.91.8 5613.747.119.6-.I-.19.6 51 7.825.5 5.941.25.9- 13.7- 51

大学院高校 13.650.09.14.522.7 224.935.0.26.29.124.7 263 ･..13.64.5 4.536.427.313.6.- 22ll.856.3.8.41.10.8...17.5. 4.2 263

1.035.228.613.321.9 105 5.732.46.722.94.8.-24.82.9 105

大学技能職 -.40.034.012.014.0 5014.03_6.619.56.423..5 328 2.024.06.0_2.030.02.030.04.0 5013.150.67.03.45.80.619.20.3 328

事顔職 ll.841.718.67.420.6 204 8.3ー33.8--6.42.523.5~-.25.00.5 204

痩術職 15.743.517.54.019.3 223 3.624.211.29.930.05.814.80.4 223

-122-



Q20A 学校教育が職業生活の中で役
立つかどうかについて A 職務に必要
な知識や技能をみたす

(性別､年齢臥 学歴別､職種別)
Q20B 仕事の選択の幅を広げるため

(1)(2).(3)(4)(5) (1)(2)(3)(4)(.5)
役 まいどいあ 役 N 役 まいどいあ 役 N
に あ ちなま に 計 に あ̀ ちなま に 計
た 役-らいり 立 A た 役 らいり 立 .A
つ た と 役 つ つ に と 役 つ
た ′た も に て た た も に て
つ い 立 い つ い 立 い
た .え つ な た え つ な
な て い- な て い

.総計 -ll.831.3 25.419.310.9'1.3-1369 8..325.135.619.610.2■1.21369

女性 13.129.4_30.113.8.ll.22.3 472 7.022.940.018.99.3.1.9.472

早悼年齢別 24歳以下 6.531.424.826.111.1- 153 ･7.2Ll8.3 37.922.9.13.7~... 15ー3

35歳以上 ll.032.220.527.4 7.5 1.4 146 8.928.833.618.58.L91.4 146

女性年齢別男性学磨別女性学磨別男性職檀別 24歳以下 13.628.6-33.213..110.ll.5 199 8.0.22.141.2~20.67.0110 199

25-29歳 13,926.729.714.513.31.8 165 4.826.137.618.212.ll.2.165

30-34歳 8.644.8-22.410_.312.-l l.7 58 8.622.444.810.312.ll.7 58

35歳以上.高校 12.525.027.5 17.510.07.5 407.427.4 26.5 24.813.30.7 460 10.015.035.025.07.57.5 403.319.339.122.415.0.0.9 460

17.656.99.815.7..｢... 51 13.727.537.319.62.0... 51

大学 ･14.2-36.0718.721.3■9.00.7 267 15.041.622.115.05.60.7 267

大学~院高校 27.336.418.2.9.19.1.- 22ll.029.733.113.310.62.3 263 31.8.18.227.3~18.2 4.5 .∴ 224.219.043.320.910.61.9 263

~専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 41.725.0,12.5-16.7.... 4.2-24 16.725.033.320.84.2 ;.. 248.634.326.7.13.316.21.0 105 4.827.640.0~19.07.6-1.0 105

大学技̀能職 24.022.028.0114..010.02.0 509.5 29.926.222.611.30.6 328 22.032.024.014.06.02~.0 505.522.035.12_2.913.70.9 328

技術職 15.241.317.017.97.60.9 223 12.1-26.936.318.84..90.9 2写3
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Q20C よりよい地位を得るため
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

Q20D 職場の人間関係に適応するた
め

役 -まいどいあ 役 N 役 まいどいあ .役 N
に あ ち■なま に 計 に あ ち なま に 計
た 役 らいり 立 A た 役 らいり 立 A
･つ に と 役 つ つ に ~と 役 つ
た_ーた も に て. た た も に て
つ い 立 い つ い 立 い

な て い な-て い

総計 4.2p12.643.624.214.21.31369 9.329.135.815.69.31.01369

性別 男性 .4.913.442~.224.514.20.8-889 9.225.635.718.610.60.3 889
女性 2.8.ll.2 46｣423.514.02.1 472 9.535一.436.010.26.82.1 472

男性年齢.別 24歳以下 p 2.67.2.45.127.517.0ー0.7 153. 8.521.640.519.010.5.- 153

25-29歳 3.712.648.2 23.611.60.3 501 7.326.-935.917.911.60.3 301

3.0-34歳 7.116.337.921.316.7~0.7-282 ll.324.833.718.811.00 .4 282

35歳以上 6.215.835.628.811.62.1 146 8.929.533.619.28.2,0.7 146

女性年齢別男性学磨別女性学磨別男性職種刺 24歳以下 2.511.149.221.115.ll.0 199 ll.138.730.712.65.51.5 199

30-34歳 1.713.839.725.917.2.1.7 58 6.929.346.610.35.21.7 .p58

35歳以上高校 5.02.542.537.5~5.07.5 402.28.039.631.3~17.81,1 460 5.030.040.012.55.07.5 40-8.925~.037.2-17.011.50.4 460

2.013.737.333.313.7.- 51 5.9~17.639.235.32.0.- 51

大学 9.423.2 45.313.18.60.4 267 12.727.T31.816p.910.50.4 267

大学院高校 13..613.654.518.2-.... 221.98.446.825.515.61.9㌦263 4.5~18.236.431.89.1 - 228.433.839.510.35.72.3 263

専門.専修学校.職業訓練校p高専.短大 4.212.558,316.7p8.3 ... 24 25.037.533.34.2.- -. 241.012.4 42.927.614.3.1.9 105, 6.746.726.7~_7.611.4 1..0 105

大学技能職 10.0.26.040.012.010.02.0 503i4-9.1.41.227.718.00.6㌦p328 10.026.040.014.08.02.0 50~9.523.537.217.711.90.3 328

技術鹿 4.513.948.021.111.7~0.9 223 5.822.439.5~23.3_8.5~0.4 223
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Q20E 人脈のひろがりを得るため
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

l (1)(2)(3)(4)(5)

役 まいどいあ 役 N_
に あ ち■なま.に 計
た 役 らい.り 立 A
つ に と 役 つ
た た も に で
つ い 立 -い
た え つ な
な て い

総計 9.525.1 36.817.59.91.2 1369

性別 男性 10.023.434.520.511.10.4 889
女性 8.728.440.912.17.42.5 472

男悼年齢刺 24歳堺下 .8.520.3■43.1.18.39.8.- 153

25-29歳 8.326.933.219.p612.0....p301

30-34歳 ･13.120.932.6.19.912.80.7 282

35歳以上 8.922.632.226.78.21.4 146

女性年齢刺 24歳以下 ll.633.237.710.6~5_..51.5 199

25-29歳 8.529.140.09.7 10.3.2.4 ._165

30-34歳 3.419.050.015.510.3.1.7 58

35歳以上 2.515.047.5 25.02.5.7.5 40

男悼学磨別 高校 8.020.737.221.312.40. 4 ′460専門∴専修学校.職業訓練校高専.短大 7.1 30.428.626.8.7. 1_ ... 56LZ.011.847.1 31.4 7.8.- 51-

大学 16.127.3.30.314.611.20.4 267

女悼学磨別男性職種刺 高校 6.1.27.4 44.1121217i62.7 263

~専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 ■20.825.041.78.3 4.2.- 248.637.134.37.610.5 1.9 105

大学技能準 16.022iO.36.020.04.02.0_.508.221.338.719.511.60.6 328

垂務職 ll.827.5 31.918.69.80.5,ZQ4

技術職 8,521.534.524.710.30.4 223

学業職 15.722.5 27.520.613.7.- 102
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Q21 自発的に学習しようとするときの障害ないし負担 (複
数選択)

(性別､年齢別､学歴別､職種別)

(1)(2)(3)(4日 5日 ~6)(-7)(8)(9) 回答累計

･い 費 れ忙講必.通交わ曜-が家協上疲精 特 N
用 なし座要 え通な日得族力司労神 に 計
の いくやとなのいや らやが. 的 な.A
負 て教す い便 時れ友得同 . い
担 時 室る が 間 な人 ら僚 肉
が 間 が内 悪 帯 いのれや 体
大 が な容 く が 協 な会 的 _

総計 38.853.312.96.321.52.66.334.814.5-0.9.1369 191.0

悼別 男性 38.257.51r.96.117..02.47.235.8J-14.70.3 889 190.台
女性 . 39.645.61 4 . 4 6.429.93.24.7 33.314.02.1.472 190.9

男性午齢別 24歳以下 29.450.310.5 2.611.82.07.241.223.5 -. 153 178.4

25-29歳 36.957.1.ll.68.614._01.78.0-35.912.61.0 301 186.4

_30-34歳 43.362.814.27.119.12.87.434.011.0丁.. 282 201.8

35歳以上 40. 4 54.110.32.724.02.74.831.517.1.- 146 187.7

女性年齢刺男性学磨_刺女悼学磨別男悼職檀刺 24歳以~下 -40.239.714.65.529.61.54.5-30.716161.0 199 182.9

･25-29歳 40.647.913.96.732.7.1.24.238.813.31.8.165 199.4

30-34歳 44.855.28.65.225.98.65.227.613.83.4 58 194.8

35歳以上高校 30.047.525.010.030.012..5 5.032.5 5.07.5 4035.252.213.73.319.62.67.035.918.90.4 460 197.5188.3

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 37.555.410.7'8.914.3...10.733.914;31.8 56 185.737.368.63.93.99.87.811.8~54.99.-8-. 51 207.8

大学 43.463.79.09.713.91.95.234..110.5.- 267 191.4

大学院高校 27.359.122.718.222.7...4.531.84.5.... 2238.845.614. 1 4.226._64.2 5.730.814.42.7 263 ■190.9184.4

専門.専修学枚.職業訓練校高専.短大 37.550.08.312..537.58.3-.29.220.8... 24 204.2

大学技能職 28.0,50.018.06.034.0...-6.050.010.02.0 5037.249.114.94.320.7 3.07.634▲817.70.6 328 202.0189.3

事務職 41.261.39㌧36.917▲22.05.432.814.70.5 204-p190.7

技術職 39.561.910.-3.9.913.02-.27.237.710.8.- 223 192.4
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Q22A 自発的な学習をするために整えるべき制度的条
件について A 企業サ イ ド(2つ以内選択)

(性別 ､年齢別 ､学歴 別､職種別)

(1)(2)(3)(4)(5日 6)(-7)(8) 回答累計

短1短年 制フ 単 有 有自 制 学 援 費 発資 N
く日く間 のレ 位 給 給己 度 習 助 用 体格 計.
なのなの 導 ツ で休休啓 のの 制 の 系取 A
･る労 る労 入ク 取暇暇発 整た 度 会 に得
働■ 働 スれが働の 備めの社組を1
時 時 夕 る1度た の整負み能
間 間 イ ~時導め 休備担込力
が が ム 聞入の 職 . む閲

,k計 24.315.816.8.6.818.512. 1 42.729.92.91369 166.8

悼別 男性 23.719.214.L7-4.418.4.ll,943.3`34.01.8 889 169.7
女性 25.0.8.920.611.418.612.741.522.5 5.1.472 161.2

男性年.齢刺 24歳以下 24.219..617-.63.913.113.740.536.60.7 153 169.3

25-29歳 23.621.616.94.017.912.643.233.61.3 301 173｣4

30-.34歳 24.118.812.4 .4.320.611.347.232.6p1｣1 282 171.3

35歳以上 23.315.rrl.66.21.9.98.9.39.7 34.25.5 L146 158.9

25-29歳 24.89.121.89.117.613.343.626.14.2 165■165.5

30-34歳 24.112.122.415.525.96.941.417.23.4 _58 165.5

35歳以上高校 30.07.520.010.012.5p12.5 42~.517.512.5 4025.419.813.75.017.611.3.43.031.32.0 460 152.5167.2

専門 .専修学枚 .職業訓練校高専 .短大 .30.414.316.ll.812.514.344.635.71.8■56 169.621.625.513.7_2.01.9.6_13.741.2.35.3■2.0 51 172.5

大学 22.521.015.74.520.210.144.236.01..1. 267 ･174.2

大学院高校 9.1■- 18.29.118.218.254.559.1- 2224.79.9▲17.111.018.61等.240.722.1.6.8 263 186.4156.3

専門 .専修学校 .職業訓練校高専 .短大 33.38,.329.28.329.28.341.720-.8- 24 179..2~22.98.626.711.4.15.215.243.823.8.1.9 105 167.6

大学技能職 24.06.024.014.016.0.16.048.022.04.0 5024.417.4 9.84.618.614.045.137.51.8 528 170.0171.3

事務職 24.520.614.2 4..916.710.842.2-29.4 2.9 204 163.2

技術職 21.117.920.24.518.4110.344.835.00.9 2写3p172.2

営業職 24.519.620.62.920.611.83-9.231..41.0 102 170.6

-127-



Q22B 学校サイド(2つ以内選択)
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

Q23 機会と条件が整えば
､再び学校で学びたいと思う
かどうか

日 ).( 2日 3)(4)(_5)(6)(7) 回答Ll-累嘉 日)(2日 3)

の未 申 休 やレの会 教 会 位 学 計 - う 件 わ 計.
普 や 講 み 場キ 設 人 青 の - 働 p協..A 次 な A

及 蕎 冨 芝 儲 定 芸 鰭 ∴ 葉 還 p開 講短 定な 特 増あ . 進請 ,gr 時 別 加つ 拡 第 い -

性別 男性 20Jl_13.928.926.2 51.7.10.18.83.4 889 159.8 37.829.531.80.9 889
耳性 29.416.123.729.241.711.23.08.3 472 154.4 36.930.329.43.4 472

30-34歳 21.615..6p33.021.354.69.67.82.8 282･163.5 41.132.325.51.1 282

35歳以上 21.21..1.024.729.5481.69.68.26.21146 152.7 33.629.535.6.1.4.146

30-34歳 ･25.912.127.627.639.715.51.710.3 58 150.0 56.915.5~24.卜3.4 58

専門.専修学校.職業訓練枚高専.短大 25.07.130.428.651.812.5 5.41.8 56 160.7 33.932｣133.9... 5623.513.727.531.451..011~.89.82.0 51 168.6 33.339.227.5-... 51

大学 24.015.438.222.844.910.510.53.0 267 166.3 49.429.619.91.1 267-

大学院高校 13.627.336.4 31.813.618.236.4 ∴ . 2226.615.617.529.745.210.63.010.3 2̀63 177.3148.3 50.040.99.1∴. 2229.333.534.23.0,263

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 29.212.533.333.3°29.229.2... -. 24-166.7 58.312...529.2.∴. 2428.618.126.732.442.910.52.95.7 105 161.9 41.031.424.82.9 105

軍務職 20.68.8.31.926.546.612.3■~6.95.4 204 153.4 46.127.525.51.0 204

技術職 18.8.17.930.926.049̀39.Plo.82.2~223-.162.8 37.733.6.28.30｣4.223
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Q24B 学生としての
Q24A 学びたい学校 A 学校の 種 身分 (Q23で1-2の Q24C 学びたい時 間 (Q

(性 別 ､年齢別 ､学歴 別苧避 晶 デで1-2の方) 方) 23で1~2の方)i

高 専 短 大 大 N ･正 なそ N 昼 夜 過 N

学 . . 院 A. の ､以 A- や A
校 専 高 学 外 休

修 専 坐 ... 冒

学 と 聴

校 し 講て .坐

.総計 ･2.442.74.839.18.92.1 9写0-42.050.57.5 9g 42.126.225.86.0.920

悼別 男性 3.037.13.842.8.ll.71.5 598 38.054.57.5 598 41.526.126.36.2 598

男性年齢別 畠4歳以下 2.338.4 4.7.48..8■4.71.2 86 53.537.29..3. 86 54.722.116.37.0 86

25-29& 3.835.92,4.42.113.91｣9 209 41.651.27.2 209 45.0-27.3､22.55.3■209

30-34歳 2.436.74.344.012.10.5 207 30.061.8.8.2 20°7 36.226.630.07..2 207

35歳以上 '3.341.3 5.4137.010.92..2 92 32.662.05.4 92 34.826.134.84.3 92

女悼年齢.別男悼学磨別女性学磨別男悼職檀別 24歳以下一 0.859.1 7.626.54.5 1.5 132 53.839.4.6.8 132 50.022.023.5.4.5 132

30-34歳 4.842.92.445.2 ...4.8 42 38.157.14.8 42 50.016｣728.64..8 42

35歳以上高校 ･..47.8 4.343.5.-.-4.3. 234.545.5 4.943.30.41▲5 268 34.856.58.7 2340.750.78.6 268 30.430.434.84.3 2339.6.26.926.17..5 268

専門 .専修学校 .･職業訓練校高専 .短大 _ 2.745.95.443.2-.2.7 37 35.156｣88.1 37 54.127.016i22.7 37･-24.321.6~48.65.4 .- 37 37.848.613.5 37 48.6113p.521.616.2 37

大学 0.930.3-.45.0.22.70.9 211 34.161.14.7 211 3.9.828.928.42.8 211

大学院高校 ･..10.0.-20.070.0.- 202.466.79一718.2∴.3.0 .165 40.060.0... 2050.938.210.9 165 55.015.030.0.- 2044.822.424.8-7｣9 165

専PgL.専修学校 ｣職業訓練校高専 .短大 ･-47.15.947.1- - 17.41.252.95｣9 17 23.541.229.4_5.9 17

大学技能職 -.20.5 . - 56.423.1-. 394.043.9._6.641.43.01.0 198 43.656.4~... 3941.951.07.1.198 38,541.020.5一.... .3946.021.22.6.86.1 198
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Q25 希望する学習内容 (Q23で1-2の方) Q26 公的資格の有無
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

日 ).(2日 -3)(4)(5)(6)(7) (1)(2)
外養職養生 く資 し職務職た専 N も も N
国学美 学活字格 た位字種実門 計 つ つ 計
語 習に習に習取 実や層に務技-A. て て A
の 関 関 得 務 役 関学術 い い
学 連 連 に 学 職 連習に る な

た~た び 関 一た 連
教 教 付 連 実 し

総計 17.3 14.16.628.92.57.321.32.0_920 40.754.84.51369

性別 男性 15.416.4.4.522.7 3.38.226.9 2.5 598 43.053.04.0 889

男性年齢別 24歳以下 16.39.33.526.71.28.132.6 2.3 86 49.747.72..6 153

25⊥29歳 17.718.25.319.6 2.46.228.2 2.4 209 43.953.23.0 301

30-34&". 12.116.43.425.63.99.2 27.12.4 207 37..257.45.3 282

35歳以上 17.4 17.4◆6.520.76.510.917.4 3.3 92 45.249.35.5 146

女性年齢別罪.性学磨別女性学磨別男悼職檀刺 24歳以下 19.78.311.438.61.5 9.110.60.8 132 39.257.83.0 199

25-29歳 23｣511.39.6-42.6.- 2.610.4 -. 115 38.255.86.1 165

30-34歳 28.69.5ー7.142.9-..4.87.1... 42 34.558.66.9-58

35歳以上高校 8.78.717.434.84.3 4.3.17.4 4.3 .2317.513.15.226.52.67.5 24.63.0 268 22.565.012.5 .4047.647.84.6 460

大学 13i722.73.818.05｣210.024.6 1.9 211 29｣267.83.0 267

大学院高坪 丁..15.0....10.0....5.070.0... 2013.39.79.148.50..67.99.ll.8 165 36.454.59..1 2224.369.26.5 263

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 29.417.65.941.2 .- - . 5.9 .- 17 66.729.24.2 2431.65.313.234.2一... 1.314.5... 76 53.342.93.8 105

大学技能職 23.115.412.8p23.15.17J l2.8... 3918.29.6 4.529.82.0.4.528.82.5 198_48.048.0_4.0 5054.639.95.5 328

事務職 13.328.0 5.319.36.012.011.3 4.7 150 29.966.73.4 204

営業職 21.628.49.59.51.4 13.514.91.4 _74 .26.5.67.65.9 102
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Q27B 効果的だった学習方法 (Q 26で1の方
･3つ以内)

(性 別 ､年齢 別 ､学歴別､職種別)

(1)(2)(3)(4) (5)(6)■(7) 回答.累計

会社 習業 専 仲 自 適 そ N
内会界 修 間 己 信 ..の 計
の.内 . と 学 ~教 他 A
釈 .の 尊. の 習 育

･修 研■ 門 勉
や 修 学 強
講 や 校 会
習 講

総計 ~13..112.09.51.6_25.31.67.5~39.7 557 70.ラ

悼刺 .男鹿 16.215.48■.ll.027.22.1■6.035.3 _382 76.2
女性 6.4 4.712.92.920.50.6.ll.149.1 171- 59.1

30-34歳 12.410.5 9.5...31.4 2.92.937.1 105 69.5

~35歳以上 16.718.23.-0-T22.77i67.640.9. 66 75.8

女悼年齢刺 24歳以下 . 7.73.813.81.319.2- 12.846.2 78 57.7

25-29顔 4.86..312.7 4.825.4■- ll.146.0 63 65.1

3p-34歳 5.0..▲15.0.5.015.05.0.-65.0 20 45｣0
35歳以上 ll.111.111.1..-ll.1...-22.255.6 9 66.7

男悼学磨別女悼学磨別男性職種刺 高校 21..915.5.4.-ll.824.21.85.936.5 219 7.5.3

専門.専修学校.職業訓練校高専.短大 7.314.639.0...26.8-.4.924.4 41 92.715.426.97.7...26.9...3.8p30.8 26 80.8

大学 6.4.14.13.8...34.65.19.035.9 78 73.1

大学院高枚 12.5 .- .- .- 37.5.- .-62.5 810.9.-10.93.117.2 1.617.245.3 64 50.060.9

専門..専修学校.職業訓練校高専..短大 ･- .-50.0.-12.5 - . .- 43.8 16 62.53.68.95.4 5.419,6_-,10.751.8 56 53.6

事務職 9.8.ll.521.3- 24.68.28.236.1 61 83.6

技術職 ll.210.■2 7.ll.032.7..I-5.136.7 98 67.3
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Q28 キャリアについての希望
(性別､年齢別､学歴別､職種別)

Q29 今1つだけ手に入れるとし
たら選ぶもの

日日 -2)(3)( 4)(5)(6) (ll)(.2)(3)(4)
を管 を専 い 他 I=走 る成 N 臨 平 日週 クゴ _N
発理発門 .ず 社 い年 り 計 -時 日 末 な 計_

･ 揮職揮職 れ に ま 行 A 収 の 休.ビ ル A
しとしと ー独 転 で き. 入 白 暇のデ
たしたし 立.職 勤 に 由 な長ン
いていて し し め ま 時 ど期ウ
,能 能 た た 上 か 間 の休イ
力 力 い い げ せ 休暇l

総計 15.627.38.47.817.520.5 2▲81369 54.219.66.618二4 1.-11369

女性 4.722▲27.411.415.335.4 3.6 472 52.5 22.7 5.119.10.6 472

25-29歳 17.929.611.,36.319.313.62.0 301 52.523.36.317.3.0.7 301

30-34歳 27.029.19.94.317.410.61.8p282 53.218.88.219.10.7 282

35歳以上 25.3 28.14.8.3.421.910i36.2 146 56.814.410.315.13.4 146

女悼年齢別男性学磨別女性学磨別男性職檀別 24歳以下 4.522.69.5 14.19.537.22.5 199 57.817.65.019.10.5 199

25-29歳 6.123.67.311.513.334.5 3.6 165. 49.127.33.019.41.2 165

30-34歳 5.222.4 ■5.26.924.132.83.4 58 51.720.76.920.7-. 58

35歳以上高枚 -.17.5 2.5 2.5 40.027.510.0 4016.129-.18.35.225 .413.72.2 460 47.527.510.015.0.- 4059.112.49.317.81.3 460

専門.専修学枚.職業訓練校高専.短大 19.632.15.4.10.725.05.41.8 56 66.112.5-7.114.3... 5613.756.93.95.99.89.8丁.. 51 49.025.59.815.7.- 5.1

大学 30.027.011.2~6.49.412.43.7 267 47.625.84.520.21.9 267

大学院高校 50.027.3...4.5 13.64.5 ... 22.4.218.65.711.817.138.83.8 263 50.027.39.113.6... 2257.023.63.415.60.4 263

専門.専修学校.職業訓練校ー高専.短大 4.237.5 4.28.320.820.84.2 24 54.2 16.716.78.34.2 242.9.21.012.411.412.438.ll.~9.1.05 52.420.04.822.9... 105

大学技能職 10.038.08.012.06.022.04.0 50ll.634.17.35.825.3-13.7.2.1 328 34.026.08.032.0... 5058.212.59.119.50.6 328

事務職 29.918.610.36.417.213.73.9 204 51.5 21.17.818.ll.5 204

技術職 20.644.48.5 4.912.18.5 0.9 223 55;223.36.713.90.9 223
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Q30 消費と貯蓄につ Q31 旅行の日程が重なっ
いて た ときどれを選ぶかについて

(性 別 ､年齢別 ､学歴別､職種別)

(1)(2) (1)(2)(3).
費貯 り現 -N 家 会 友 N
生蓄貯在 計 族 社 達 計
活よ蓄の A 旅 の. と A

先現 先費~ 安 旅
在 生 旅 行

の 活消 よ 行

総計 -53.445.31.31369 47.215 .336.ー11.5 1369

悼別 男性 57.740.9.1.3 889 52.416.330.01.2 889
女性 46..253.00.8 472 37.313.647.51.7 472

男悼年齢刺 24歳以下 65.433.31.3 153 20.318.360.80.7 153

25-29歳 54.844.21.0 301 43.917.637.51.0 301

30⊥34歳 56.4-43.30.4 282 70.214.914.50.4 282

35歳以上 57.与38.4.4.1-146 69.914.411.64.1 146

女悼年齢別.24歳以下 40.758.31..0 199 .25.617.156.31.0 199

25-29歳 41.257.61.2.165 -38.810.348.52.4 165

30-34歳 72.427.6.- 58 56.912.129.31.7 58

35歳以上 45.055.0-. 40 $7.515.025.02.5 40

男悼学磨刺 高校 57.441.31.3 460 52.815.430.41.3 46060.839.2.i. 51 45.111.843.1... 声1

大学 59.638.61.9 267 53.618.725.81.9 267

大学院 68.231..8... 22 54.513.631.8-... 212

女性学磨刺男悼職檀刺 高校 42.257.00.8 263■40.313.744.51.5.263

専再.専修学枚.職業訓練枚高専.層大 70.825.04.2 24 45,84.245.84.2 2.444.855.2:.. 105.35.212.452.4.i. 105

大学技能職 58..042.0∴. 5056.442.7■､0.9 328 30.016.052.02.0 5052.112.234.80.9 328

事務職 62.735.81.5 204 51.022.125.51.5 204

技緬職- 59.239.90｣9 223 54.313.531.80.4 223

営業職. 49.051..0.- 102 52.025.522.5... 102
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職業キャリアと学習歴に関する調査

連合総合生活開発研究所

1_995年9月

【調査ご協力のお雇い】

この調査は､若年労働者の皆さんに､職業上のキャリアとその間の学習に関する実態および考え方を

お聞きして､21世紀に向けて開かれた生渡学習社会を展望する上での課題を明らかにするために行な

うものです｡回答が他の人に知られることはありませんし､統計以外の目的で使うことはありませんの

で､ありのままをお書きくださるよ.う､よろしくお願いいたします｡

【記入上のお覇い】

1.回答については､あてはまる選択肢の番号を○で囲んでください｡

値を記入して下さい｡

2.特に断り書きのない場合は､選択肢から1つだけ選んでください｡
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あなたご自身のことについてうかがいます

Fl 性別

F2 生年

F3 配偶者

19⊂= ]年[= ] 月生まれ
(2- 3) (4- 5)

1-あり (子供あり) 2 あり (子供なし) 3 なし

F4 最終学歴 (中退も含む)

(い
ず

れ

か

一

つ

に

○
)

中 学

高 校

専門 ･

職業訓練校

大 学

大学院

(7)

･卒業ですか､中退ですか

(いずれか1つに○)

(いずれか1つに○)

1.工業 ･2医療 3衛生 4教育 .社会福祉

(いずれか1つに○)

1文学 .哲学 .史学 2法学 .政治学 3経済学.商学.経営学

4社会学 5理学 ･工学 6農学.

7医学 .歯学 .薬学 8家政 ･生活科学 9教育学 .教員養成系

(10-ll)

･卒業/中退時期 19[コ 年 □ 月
(13- 14) (15- 16)
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F5 昨年 1年間のあなたの収入 (税込)

(17-18)

200万円未満

200万円～ 299万円

300万円～ 399万円

400万円～ 499万円

500万円～ 599万円

600万円～ 699万円

700万円～ 799万円

800万円～ 899万円

900万円～ 999万円

1,000万円～1,499万円

1,500万円以上

現在の仕事についてうかがいます

間1 現在お勤めの会社に入った時期

･9⊂ コ 年[= ]月
(19- 20) (21- 22)

間2 会社の業種 (主なもの一つだけ)

建設業

加工魁立型製造業 (機械 ･電機 ･精密機器 ･自動車 ･車両 ･造船などの製造)

素材型製造業 (鉄鋼 ･非鉄金属 ･化学 ･石油 ･ゴム･放経などの製造)

その他の製適業 (上記以外の製造業)

卸売 ･商社

小売業 ･飲食店

電気 ･ガス ･熱供給業

運輸 ･通信業

金融 ･保険業､不動産業

情報処理 ･ソフトウエア

広告企画

その他のサービス業

その他

(23-24)
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間3 会社全体の正規従業長政

～ 99人

100-299人

300-499人

500-999人

北海道

東京都

長野県

静岡県

研究開発 ･設計部門

情報処理部門

国際部門

製造 ･工場 ･現場部門

総務･経理部門

間4 勤務場所

間5 勤務地

間6 配属部門

間7 主な仕事の内容 (1つだけ選ぶ)

技能職 :機械換作 ･取立

技能職 :保守 ･修理

技能職 :製品検査

技能職 :運搬 ･搬送

技能職 :i(の他の技能職

1,000- 2,999人

3,000- 4,999人

5,000- 9,999人

10,000人以上

工場 ･店舗など

出向

その他 (

富 山 県

大 阪 府

宮 崎 県

そ の 他 (

営業 ･販売部門

人事 ･教育部門

企画 ･宣伝 ･調査部門

その他

事務職 :経理 ･財務

事務職 :人事 ･労務､総務

事務職 :企画 ･調査､広報 ･宣伝

事務職 :購買 ･外注 ･輸出入など

事務職 :i(の他の事務職

-140-

技術職 :製品開発 ･設計

技術職 :製造技術

技術職 :基礎研究

技術職 :ソ7けェア開発 ･情報サービス

技術職 :i(の他の技術職

営業職 :販売

営業職 :顧客サービス･セールスエンジニア

営業職 :i(の他の営業職

回 その他 (具体的に ‥
(29-30)



間8 週休 ･残業

週休形態

完全週休2日制

1.以外の週休2日制

週休1日制､週休1日半制

その他 (具体的に :

(31)

月Y(琵雷諾 警含む) ⊂ コ 時間
(32-34)

間9 人職経路 (1つだけ選ぶ)

卒業校の就職部や先生の頼介

卒業硬の同窓生の紹介

友人 ･知人の紹介

親や親戚の紹介

前の勤務先の解介

職業安定所の紹介

民間職業縮介機関

求人広告

その他 (

間10 あなたが現在の勤務先を決めたとき､次のA-Dの点をどの程度重視しましたか｡また勤務先の実態

はあなたの期待にあっていましたか｡それぞれお答え下さい｡

現在の勤務先を決めたとき 実態牲期待と_比べて

●非常に 重 視 期待し 期待した _
重 ~祝 た以上 期待通り-.ほどでな

A.会社の親模や安定性 1 2 3 1 2 3p

B.労働時間､休日.休暇 1_ 2 3 1._ 2 3

C.仕事の面白さ.やりがい 1 2 3 ･1 .2 .3

(36-39) (40-43)
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転戦経鼓についてうかがいます

同日 転戦鮭漁

間12 現在の仕事に転戦する直前の仕事

間13 直前に勤めていた会社への入職時期と退鞍時期

入職時期 19[= コ年[= ]月
(48-49) (50-51)

間14 直前に勤めていた会社の業種 (主なもの 1つだけ)

■問18-

退職時期 19[= ]年⊂コ 月
(52- 53) (54- 55)

建設業

加工取立塑製造業 (横根 ･電畿 ･精密機器 ･自動車 ･車両 ･造船などの製造)

素材型製造業 (鉄鋼 ･非鉄金属 ･化学 ･石油 ･ゴム･放経などの製造)

その他の製造業 (上記以外の製造業)

卸売 ･商社

小売業 ･飲食店

電気 ･ガス･熱供給業

運輸 ･通信業

金融 ･保険業､不動産業

情報処理 ･ソフトウエア

広告企画

その他のサービス業

その他

(56-57)
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間15 直前に勤めていた会社の会社全体の正規従業鼻数

～ 99人

100-299人

300-499人

500-999人

1,000- 2,999人

3,000一一4,999人

5,000- 9,999人

10,000人以上

間16 直前に勤めていた会社でのあなたの主な仕事 (1つだけ選ぶ)

技能職 :橡枕操作 ･取立

技能職 :保守 ･修理

技能職 :製品検査

技能職 :運搬 ･搬送

技能職 :i(O･他の技能職 )

事務職 :経理 ･財務

事務職 :人事 ･労務､総務

事務職 :企画 ･調査､広報 ･宣伝

事務職 :購買 ･外注 ･輸出入など

事務職 :Jt(の他の事務職 )

間17 転耽理由 (○はいくつでも)

技術職 :製品開発 ･設計

技術職 :製造技術

技術職 :基礎研究

技術職 :ソ7けェア開発 ･情報サービス

技術職 :i(の他の技術職

営業職 :販売

営業職 :顧客サービス･セールスエンジニア

営業職 :i(の他の営業職

回 その他 (具休的に ‥

(59-60)

給料が安かったから

労働時間が長かったから

休みが少なかったから

自分の能力を正当に評価してく′れなかったから

自分のやりたい仕事ができなかったから

会社の体質が合わなかったから

職場の人間関係がよくなかったから

転勤があるから

経営が不振だから

家庭の都合

その他 (具体的に :

(61-82)
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職業キャリアと学習歴について全鼻の方にうかがいます

間18 これまでの耽業経歴と研修 ･学習歴について､やや詳しくうかがいます｡学校を卒業して最初に就い

仕 事 吾初釜1 : ⊥ 2 : . 3 ; I -4 ; -. 5 : . 6-

A.移動内容

⊂コ ⊂コ .[=] ⊂コ ⊂コ
■これまでに配置転換や昇進...玩取など｣仕事の面で何らかの移動を経験して

移動の内容について､経験したP剛こ下の.1.-6からあてはまるものを選んで､
場合､.7と8のあいだの口まで記入するととになります)｡

1.転職 2.転籍 3.出向.出向先からの復帰

B.その仕事に LB口 中□ 月的･口 キロ 月- ･9□ 辛口 紗ら1.□ キロ 月-･9□ キロ -.ら ･9□ 年口 月から
従事した期間 ･9□ 年□ 月iで｣.□ 辛口 -で･9□ 7-口 -でI.口 辛口 -で･9□ キロ 肘で ･口 辛口 -で

C.仕事の内容 □ □ ⊂コ 亡コ [=] □
最初に就いた仕事から現在従事している仕事まで､-それぞれの仕事の内容を下q)1.-

2.技能職 :保守 .修理 7.事務職 :人事 .労務､総務
3.技能職 :製品検査 8.事務職 :企画.調査､広報 .宣伝
4.-技能職 :運搬 .搬送 9,事務職 :購買.外注 .輸出入など

5._技能嘘 :その他の技能職 lO.事務職 :その他の事務職

I l ー !

D.仕事経験め 盟 ⊂=]- ･[=コ -⊂コ ⊂コ [=]
連続性 前の仕事での経験は今度の仕事をおとなう上で役に立ちましたか.

1.非常に役に立った 2.-ある程度役に立った

l l l l t

E.一人前にな □ ⊂コ .[=] ⊂] ロ [=]
るのに必要な期間 その仕事を一人前に遂行するには､どれくらいq)期間の実務経験が必要だと思いますれ

1.3ケ月くらい 2-.半年くらい. 3:1年くらい 4.2-3年く,らい

l l l l l

F.知識 .技鹿の習得方法G.自己学習について ⊂コ. 亡] ロ . [コ ⊂] ⊂コ

その仕事に関連にした知識や技能を身に付けるのにもつと■も有効な方法はどれでしたれ1.-B己学卦 2.会社や業界内の研修t t ー l t

その仕事に関連して自己学習をとの程度しましたか.1.ふなり学習した 2.ある程度した

㊨ 2 (1-14) (15-29) (30-44) (45-59) (60-74) (75-89)
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た仕事 1から2､3-･-･･と記入していって､現在の仕事まで記入してください｡

(90-104) (105-119) (120-134) (135-149) (150-164) (165-179)
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間19 現在の仕事を一人前に遂行するのに必要な知識のうち､学校で学べる知識はどの段階の学校で得られ

ると思いますか (1つだけ選ぶ)

中学校

高校

専門･専修学校

短大 ･高専
間

大学

大学院

学校教育とは無関係

㊥ 3 (1)

間20 学校での教育があなたのこれまでの職業生活の中でどのように役に立ってきたかについてお聞きしま

す｡A～Eのそれぞれについてお答え下さい｡

役に立 まあ役 どちらと あまり役 役に立
に立つ もいえな に立って つてLT

B.仕事の選択の鹿をひろげるためのものとして 1 2 3 4 5

C.よりよい地位を得るためのものとしで 1 2 3 p,4 5

I).､職場の人間関係に適応するためのも.のとして 1 2 .3 4 5

(2-6)

間21 自発的に学習しようとするとき､現在どのような障害ないし負担がありますか (○はいくつでも)｡

費用の負担が大きい

忙しくて時間が取れない

必要とする内容の講座や教室がない

交通の便が悪くて適えない

曜日や時間帯があわない

家族や友人の協力が得られない

上司 ･同僚や会社の協力が得られない

精神的 ･肉体的な疲労

特にない

(7-14)

間22 自発的な学習をするためにA.企業とB.学校が整えるべき制度的条件として､あなたは､特にどれ

が重要だと思いますか

A.企業サイド

B.学校サイド

(○は､A.B.それぞれ2つまで)｡

1日の労働時間が短くなる

年間の労働時間が短くなる

フレックスタイム制の導入

有給休暇が1時間単位で取れるようになる

自己啓発のための有給休暇制度の導入

学習のための休職制度の整備

学習のための費用の会社負担 ･援助制度の整備

資格取得を能力開発体系に組み込む

(15-16)

週末や夜間の開講制の普及

夏休みなどの短期集中講座の開講

フレキシブルに履修できる時間や場所の設定

社会人受入の特別枠を設けるなど入学しやすくする

社会の実情に合った教育内容を増やす

履修の積み重ねができる単位制の導入 ･拡充

産学協同の推進

(17-18)
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間23 棲会と条件が整えば､あなたは再び学校で学びたいと思いますか｡

{問26-

間24 学びたい学校はどこですか｡(A.a.C.それぞれ一つだけ選ぶ)

A.学校の種類

高等学校

専門 ･専修学校

短大 ･高専

大学

大学院

B.学生としての身分

正規の学生として

それ以外 (聴講生など)

(20)

間25 どのような学習内容を希望しますか く一つだけ)｡

C.学びたい時間

外国語の学習

職業に関連した教養学習 (法律 ･経済､統計学､経営学など)

生活に関連した教養学習 (芸術､健康増進など)

資格取得に結び付く学習

職位や役職に関連した実務学習 (管理者教育､人事管理など)

職種に関連した実務学習 (マーケティング､情報処理､貿易実務など)

専門技術に関連した実務学習 (先端技術 ･-イテク技術､コンピュータ言語など)

(23)

間26 現在あなたは公的資格をおもちですか｡

もっている

もっていない- ●問28-

間27 その中で現在の仕事に役立っているものがあれば主なものを3つ以内書いてください｡また､それぞ

れの資格を取得するのにもっとも効果的だった学習方法を口の中からそれぞれ 1つだけ選んで寺号を記

入してください｡

資 格 名 効 果 的~学習方法

(25-144)

学習方法

1.社内の研修や講習会 5.自己学習

2.業界内の研修や講習会 6.通信教育

3.専修 ･専門学校 7.その他

4.仲間との勉強会 (
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間28 これからのキャリアについて､あなたはどのような希望をもっていますか｡

いろいろな業務を経験して､管理職として今の会社で能力を発揮したい

自分の専門性や特殊技能を活かして､専門職として今の会社で能力を発揮したい

自分の専門性や特殊技能を活かして､いずれ独立したい

他社に転職したい

地位や仕事にとらわれず､定年まで勤め上げたい

特に希望はなく､成 り行きにまかせる

最後に仕事と生活に関するあなたの考えについてお聞きします

間29 次のうち､いま一つだけ手に入れるとしたら､あなたはどれを選びますか｡

臨時収入

平日の自由時間

週末休暇などの休日

ゴールデンウィークなどの長期休暇

間30 次の二つの考え方のうち､どちらに賛成ですか｡

無理して貯蓄するよりも､生活を豊かにするために現在の消費生活にお金を回した方がよい

現在の消費生活よりも､将来の生活のために貯蓄した方がよい

間31 家族旅行､会社の慰安旅行､友達との旅行の､三つの日程が重なったとしたら､あなたはこのうちの

どれを選びますか｡

E
回
山
旭

家族施行

会社の慰安施行

友達との旅行

tl
u

ご協力ありがとうございました

-148-


	目次
	はじめに
	調査の実施概要
	序章 調査回答者の構成
	1.性別
	2.年齢
	3.配偶者の有無
	4.最終学歴
	5.現在の勤務先について

	第1章 入職時の経緯
	1.入職経路
	2.現在の勤務先を決めたとき重視した点
	3.期待と比べた実態

	第2章 転職について
	1.転職経験と転職回数
	2.転職時の経緯
	(1)転職前の会社での勤続年数
	(2)転職前の業種
	(3)転職前の企業規模
	(4)転職前の職種
	(5)転職理由


	第3章 企業内職業キャリアと学習歴
	1.課題
	2.企業内職業キャリアとそのパターン
	(1)初職と現職
	(2)経験した異動の回数
	(3)職務の内容からみた職業キャリアのパターン
	(4)キャリアパターンと諸属性

	3.企業内職業キャリアと職務に関する知識･技能の習得
	(1)連続性パターンと諸属性
	(2)企業内職業キャリアと職務知識･技能の習得方法
	(3)企業内職業キャリアと学習態度

	4.まとめと補論
	(1)まとめ
	(2)補論:職業能力形成と自己学習


	第4章 学習ニーズとキャリア展望
	1.学校における学習経験の評価
	2.仕事に役立つ資格
	3.これからのキャリア展望
	4.学習のニーズ
	5.学習への障害と条件整備
	6.まとめにかえて

	〔参考資料〕 アンケート集計結果
	アンケート調査票




